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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「バカヤロー！　世の中、おかしなことばかりだと思わねーか？　許せないニュースばかりで満ちあふれていると思わないか？　腑ふ抜ぬけ切きったテメーらだって、とてつもない不正義を次から次と目まの当たりにして、怒りに震えてくることだってあるんじゃねーか？」

　全校生徒を前にして、ドンと拳こぶしで演台を殴りつけた一いち條じよう明あ日す菜なは荒々しく声を響かせた。細身の可か愛わいらしい明日菜にはあまりサマにならない気がしたが、本人は至って真剣な表情だ。

　ただし、これは生徒会長を決める選挙前の演説における第一声である。選挙演説のため登壇した明日菜は、挨あい拶さつもなく、マイクを前にして口にした言葉がいきなり「バカヤロー！」である。

「この私が、生徒会長選挙に立候補した二年の一條明日菜だ。私が生徒会長になろうと思ったのは他でもない。世の中のすべてを、正義の力を以もつて糺ただしてやりたいからだ。この学校が世界の中心となり、やがて地球を統一し、人類の歴史に光り輝く大義を打ち立ててやろうぜ！」

　世の中すべてとは仰天だ。しかも高校の生徒会長選挙において、地球統一とは大きく出すぎである。

　あまりに熱血に溢あふれた明日菜の演説に、全校生徒は半ば唖あ然ぜんとしていた。しかし明日菜はもともと学内の有名人でもあり、常日頃から正義や大義を叫んで止やまない女生徒である。別に義理や信義を重んじるのは良いことだろうが、明日菜ほど行きすぎると暑苦しすぎて、誰だれもそばには近づこうとしない。

「だってそうだろ？　核兵器を持っていい国、持ってダメな国に分かれているのはどうしてなんだ？　国連の常任理事国五ヶ国だけに恒久的な地位や拒否権が与えられているのは酷ひどすぎる差別じゃないのか？　世界のたった一％の大金持ちが地球上の富の五○％を握っているのは、中世のころから人間社会が何も進歩していないっていう証明だろ？　宗教が莫ばく大だいなお布ふ施せを掻かき集あつめていたり、政治経済に口を出したり、人を殺したりするのはどうしてだ？　夢を語って人を酷使するブラック企業がなくならないのはどうしてだよ？　許せねえ！　おいテメーら、こんな状態がわかってて見過ごすつもりか!?　どんなマゾだよ！　これほど歪いびつな社会のなかで、のうのうと生きていくってのか!?　人間なら、この世界を変えてやろうと思うはずだろ！」

　怒りに満ち満ちているせいか、明日菜は何度も拳を演台に打ち付けた。そのせいで明日菜の拳はすっかり赤くなっていた。

　俺おれの隣に腰かけているクラスメートの一人が、呆あきれたようにつぶやく。

「それが学校と何の関係があるんすかねえ？」

「さあな。一條明日菜のなかでは果てしなく関係しているんだろうよ」

　そう応じた俺──霧きり島しま隼しゆん兵ぺいは肩をすくめた。俺も壇上の明日菜と同じ二年の一六歳だが、生徒会長に立候補しようなどとは思いもしないその他大勢の生徒だ。今回の立候補者は明日菜を含めて二名だけだが、自分から生徒会長に立候補しようとする学生などそのくらいのものだろう。

「本来なら私たちの規範になるべきはずの、日本国憲法、それ自体が支離滅裂なまやかしだ。だいたい憲法九条、もしこれを守ろうとするなら、自衛隊は存在してはならないはずだ。だが自衛隊はたしかに存在するし、多くの国民に受け入れられている。こんな騙だましのような状況を、テメーらはいつまで受け入れているつもりだ？　いいか、私は憲法九条にケチを付けているわけでも、自衛隊にケチを付けたいわけでもねえ！　それ以前の、もっと根本的なところが完全に間違ってるだろ？　素直に考えてみろ。何もかもが間違っていやがる！　土台から腐くさってやがるんだよぉお！」

　あまりに激しすぎたのか言葉遣いが荒々しくなっていた。

　壇上の明日菜は演台に両手を突き、身を乗り出して慟どう哭こくする。

「許せねえ！　こんなこと、あっちゃいけねぇんだ！　人間ならば、真の正義のために起たて！　今こそ私たちは、この世界に蔓延はびこるあらゆる不正義と対決しようじゃねーか！　私たちが世界を獲とって地球を糺す！　この学校が地球の支柱になって、世界のすべてを変えてやろうぜ！　ふっ、ふぉぉおおおお！」

　あまりに激しすぎたのか、明日菜は興奮した息を吐き出した。

「この戦いは、地球の何もかもを覆してやろうとする聖戦だ。人類の尖せん兵ぺいに、私たちの学校がなるんだよッ！　未来のために、我が校が地球を統一する！　大義はここにありッ！」

　明日菜は両腕を宙に掲げるようにして叫び、全身を震わせた。

「黙ってりゃかなり人気出そうな可愛い女子なのに……なんという台無しぶり……」

　隣のクラスメートに、俺はうなずく。

「実に暑苦しいよな……。近づくと焼死してしまいそうなレベル」

　ふと明日菜は演台に両手をドンと突き、深々と頭こうべを垂れるようにした。熱血に溢れたスピーチの途上、急に明日菜が沈黙したので、全校生徒は逆に驚き、全員がうずくまる明日菜に注目した。

　次の瞬間、明日菜はバッと顔を上げた。明日菜の目は充血し、すっかり涙にくれている様子だった。

　クラスメートが困惑する。

「本気で泣いちゃってるよ……。マジなの……？」

「なんか、こっちの息が上がっちまうよな……」

　わけもわからず、俺はゼエゼエと息をした。息切れするようなことは何もしていないはずなのに、ついつい釣られてしまいそうになるほどの、明日菜の激しい演説だったのだ。

　ふいに、涙に暮れた明日菜の声のトーンが変わり、さも親分といった風に親身に語り出す。

「なぁテメーら、なぜ私が生徒会長に立候補したのか、その想いはわかってくれたろう？　この地球には、あまりにも膨大な許しがたい出来事が溢れかえってる。世界に蔓延るありとあらゆる間違いや不正義を糺していくために、私は地球の統一が絶対に不可欠なことだと理解した。このすべてを根本から変えないと、とうてい人類の理想など夢のまた夢にすぎないんだ。ゆえに正義を掲げる我が校は、地球を統一するしかないッ！」

　言葉もないとはこのことだった。

「ああそうさ、私の生き方は無器用かもしんねーな。だけど、正しい道ならそれでいいじゃねーか。その途上でなら死んだっていい。迷うことなんて何もねえよ」

　もしかしたら良いことを言っているのかもしれないが、あまりにも暑苦しすぎて、聞いているこちらが息苦しい。

「私は自分の人生のすべてを懸かけて、正義の道を貫いてみたいんだ。すべての生徒が信義を尽くし、真心を持って社会に向き合えば、きっと世界を変える力になると信じてる。私と一緒に前に進み、まったく新しい次世代の社会システムを創り出してみようじゃないか。大義の旗を高く掲げ、世界中の人間たちがこの旗の下もとに結集してくれるなら、地球は私たち人類にとって、本当に住みよい場所に必ずなってくれるはずだ。地球は、我が校が統一するッ！」

「……色々すごすぎて意味がわからない……」

　隣のクラスメートは言葉を途切れさせた。俺には応じる言葉が見つからなかった。

　明日菜は涙を振り絞り、激しい身振りを交えて語り続ける。

「この学校が地球統一事業に乗り出せば、最初は多くの反発があるかもしれない。利権を漁あさり、金を儲もうけ、友を裏切り、権力を求める人間たちには、大義の旗は天敵になるからな。だがよ、どんなゲス野郎たちが私たちに喧けん嘩かを売ってこようとも、絶対に私たちに敵うわけがないんだ。なぜなら私たちには、漲みなぎる正義の力があるからだ。この学校が、すべての人類にとっての究極の理想を追い求めてみようじゃねーか！　私たちならやれるはずだ！　やろうぜ、みんな！　誰もが、心から生きる意味を見出せる世界を実現させるために！　理想郷は実在するんだよぉおお！」

　熱血が激しすぎて頭がクラクラしてきた。大真ま面じ目めに、ここまで熱狂的に正義を訴える人間など、世界に明日菜だけではないか。

「テメーらがもし信義ってものを大切にするのなら、当然、この私に投票してくれるだろ？　当たり前だよなぁ？　私が当選しないわけがねーよ、そう信じている」

　明日菜は、自分が生徒会長に指名されるのを確信し切っているような面おも持もちだった。

「演説のため与えられた時間はそろそろだ。最後にもう一度繰り返したい。私が生徒会長に就任した暁あかつきには、この学校を基点にして、地球統一を成し遂げることをここに誓う。我々の学校は、世の中のあらゆる不正と対決するべきだ！　許しがたい敵には身体からだを張って戦いを挑むべきだ！　間違った考えや行いを目にすれば、それに強く声を上げていくべきだ！　社会的弱者や追い詰められた人々のため、私たちが代わって戦っていくべきだ！　恵まれない子どもたちのために、温かい手を差し伸べていくべきだ！　地球統一政府を創り上げ、果てしない正義の力を以て世界に真の理想郷を創り上げていくんだよお！　地球のために！」

　聞いているこちらが辛つらくなってくるほどの激情である。せめてもの救いは、もうすぐ与えられた演説の時間が終わってくれることだろう。

「我が校が率先して怒りを表明し、この日本を、そして世界を創り変えていく！　私は本当に本気だぜ！　我が校の生徒会長には、正義を貫き、潔白で、天下大道を歩まんとする私こそが相応ふさわしい！　いくらテメーらがロクデナシの大集団だとしても、誰が生徒会長に相応しいかくらいはわかるよなぁ？　いいか、私に投票しろや！　この私との約束だ！　義あらばここに、私の魂たましいを捧げる！　以上！」

　全校生徒を指差してきた明日菜は、そこで演説を締めくくった。そして満足げに大きくうなずいたあと、胸を張って壇上を降りていく。

　呆ぼう然ぜんとしていた司会役の若い女教師が、ハッと演説の終了に気づいたようで、慌ててステージ下のマイクに口にする。

「……え？　……ええと……い、一條さん、ありがとう、ございました……。それではもう一人の候補者、天あま宮みやさん、どうぞ……」

　壇上を降りた明日菜とすれ違うようにして、一人の女生徒が階段を登った。天宮柑かん奈な──明日菜や俺と同学年の二年の生徒で、美人な上に人望もあり、交友関係が広く教師受けまで良い、学年では誰もが知る女子だった。柑奈はモデルのような体型で、歩くだけでもサマになっている。全校生徒の視線が、演台の前に立った柑奈へと一斉に集中した。

　ゆったりと全校生徒を眺め回した柑奈が、マイクに口を近づける。

「全校生徒の皆さん、今日はどうもありがとうございます。私のつたない生徒会長立候補演説を聞いてくださる機会を設けてくれて、とても感謝しています。私は二年の天宮柑奈です。一年のときは生徒会書記を拝命していました」

　それにしても、先の候補者である明日菜の演説における第一声が「バカヤロー！」、そして二人目の候補者である柑奈の第一声が「ありがとう」だ。痛ましいほどの格差である。

「前生徒会の皆さんが学校運営のために頑張っていたことは、間近でその仕事を見ることができたため、とてもよく知っています。前生徒会の皆さんのことは尊敬していますし、感謝しています。そんな方々と一緒に書記として仕事をさせて頂く機会に恵まれ、この学校をさらに良くするためにどうすればいいか、ずっと考えていました。もし私が生徒会長に当選させて頂いたら、この学校をもっと明るく──」

　しっかりと前生徒会の面々を立てた上で、謙虚に自分の主張も入れ込む柑奈の演説はさすがだと思えた。明日菜の吹っ切れた怒りの演説とは違い、柑奈のそれはとくに記憶に残るような言葉はない。ありきたりの内容だが、高校生らしくて安心感がある。学校の生徒会長の立候補演説なのだから、これで十分なのだ。

　それから柑奈は存分に自分の実績や魅力を語ったあと、時間ほどほどに話を締めくくる。

「──こんな考えを持った私ですが、生徒の皆さんのために、そして学校のために、精一杯の努力をしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いします」

　パラパラと、自然な拍手が響いた。そう言えば拍手は、明日菜のときにはまったくなかった。

　柑奈が壇上を降りると、司会役の女教師が安心したように口にする。

「立候補者のお二方、ありがとうございました。では早速、生徒会長の投票に移りたいと思います。配られた用紙には、一條明日菜さん、天宮柑奈さんの名前が書かれています。そのどちらかに丸を付けて、先生がたが持って回っている投票箱に折り畳んで入れてください」

　予あらかじめ渡されている投票用紙に俺はサッと丸を付けた。どちらに投票するかなど、わざわざ考えるまでもなく決まっている。

「隼兵、ペン貸して」

　クラスメートが差し出してきた手に、俺はペンを載せる。

「ほらよ」

「どっちに付けた？」

「訊きくまでもないだろ」

「だよなぁ」

　教師の一人が両手に投票箱を抱えて回ってきたので、すぐに俺は用紙を投とう函かんした。

　投票用紙の回収が終わると、生徒指導の教師が登壇し、学生が守るべき注意事項を述べ始めた。服装の乱れはないようにしろとか、夜に街を出歩くなとか、ありきたりの話だ。その間に、旧生徒会の面々が今しがたの投票用紙を集計するようだ。立候補者は二人だけなので、そんなに大変というわけでもあるまい。

　しばらく生徒指導の教師からの注意が続き、俺たちはうんざりし始めていた。眠くなってくる。二人の立候補演説のほうが幾らか面白いものだった。明日菜の激した演説は聴きくと苦しくなるが飽きないし、柑奈のほうは学年一の美び貌ぼうの持ち主として呼び声が高いので見ているだけでもいいものだ。ステージ階段そばでは旧生徒会の面々七人ほどによる集計作業が行われており、そのそばのパイプ椅い子すには明日菜と柑奈が並んで座っている。

　一五分くらいにわたった生徒指導教師による注意事項のあと、集計作業が終わったようだった。生徒指導が壇上を降りると、集計結果を受け取った女教師が再びマイクの前に立つ。

「お待たせしました。今期の生徒会長が決定しました。投票総数を読み上げますね。全校生徒九五六人中、獲得票数は、一條明日菜さん三票、天宮柑奈さん九四五票、無効票八票となりまして、生徒会長は天宮柑奈さんになります。それでは天宮さん、もう一度登壇して頂き、ご挨拶をお願いします」

　三対九四五──まさに圧倒的格差。

　これにて、学校名物と化している明日菜の華麗なる落選が決まったのだった。あまりに激した演説の直後、生徒たちからの信任をほとんど受けることもなく、あっさりと、静かに落選してしまうさまは、なんだかギャップが激しすぎ目め眩まいすら覚えてしまう。あれだけ猛烈に熱いところを見せつけたのに、一瞬にして玉砕だ。たまげたなぁ……。

　声を掛けられた柑奈が腰を上げ、登壇しようと階段に足をかけた矢先──。

　何を思ったのか突然、明日菜がパイプ椅子から飛ぶように立ち上がり、柑奈を追い越してステージの上に立った。階段に足をかけていた柑奈は驚いて、その場で固まってしまった様子だった。そして明日菜は演台に置かれたマイクをもぎ取り、全校生徒を睨にらみ回してくる。

「このクズ野郎どもが！　私の真しん摯しな想いを理解できないなぞ、無礼千万にもほどがあると言うもんだ！　やはり、この学校も糺されるべき存在なのかもしれないということか。チクショー、覚えてやがれ！」

　さも負け犬の遠吠えといった風に明日菜は叫んだ。勧かん善ぜん懲ちよう悪あくヒーローモノに出てくるヤラレ役の、いかにもな捨てゼリフを、こんなありありとした形で聞けるとは貴重なことなのかもしれない。

　明日菜の目には涙がにじんでいた。信任されなかったことがよほど悔しいのだろう。本気で生徒会長になるつもりだったようだ。

「しかしだぞ、わずか三名とは言え、私に投票してくれた者がいるだろう？　その三人の滾たぎるような熱き想いを、裏切ることなんてできねーよ。正義を貫く烈士の私としては、その三名のために応える義務もあるというものだ」

　いや……面白半分で投票したか、それとも単に丸を付け間違えたか、どちらかだと思います……。その証拠に、明日菜が獲得した三票は、無効票八票まで大きく下回っているのである。

「たしかに私には、生徒会長として学校を変えていくことは叶かなわなかったかもしれねえ。だがこの私に投票してくれた三名との信義を大切にするため、私は自分の部活を新しく起ち上げ、世界を一から創り変えていこうと今決めた。何事も即断即決ってヤツだ。この世界を正義の力で覆い尽くす部活にしようぜ。私たちが地球のすべてを統一するんだ。噓うそ偽いつわりのない、まやかしのない、信義を重んじた本物の地球政府を創り上げてやるんだよ」

　なぜ学校の部活動が地球と結びつくのか謎なぞである。いやまぁ、世の中のおかしな側面すべてを正そうと思えば、究極的には地球全体に行き着くのはわからないでもない。だが現実味があるかどうかは別問題というものだ。

「それゆえ部名は、『地球統一政府準備委員会』にしようと思う。集まった部員は生死を共にするくらいの心意気で、血の盟約で結ばれるものにしたい。私の部活に、熱い志こころざしを持った義士たちは是ぜ非ひとも結集してくれや」

　暑苦しさここに極まれりというものである。大義のために生死を共にするとか、血の盟約とか、いつの時代の人間のつもりなのか。

　許可もなく壇上に立ち、生徒たちを威い嚇かくして、一方的に部活の起ち上げまで宣言した明日菜を捕らえようと、男性教師の何人かが階段を登っていく。

「今日の放課後、私の下に集まってくれ。そこで宣誓式と洒落しやれ込こもうじゃねーか。この学校を変え日本を変え、そして世界を創り変える、とてつもない熱い想いを持った……何しやがる教師どもッ！　私は大事な話を……！」

　四人の男性教師らに取り巻かれた明日菜は、ついにマイクを取り上げられた。明日菜は身体を揺すって抵抗を試みていたが、男性教師四人もの力に敵うはずもない。

　教師の一人が叱しかりつける声が聞こえる。

「いい加減にしろ！　落選したんだから、偉そうにするな！」

「テメーら、放課後だ！　私のところに集まってくれ！　地球のために！」

　目を血走らせた明日菜は壇上を引きずり下ろされながらも、懸命にこちらに視線を向けて、切迫した声を響かせた。

　そのまま全校生徒が注視するなかを、複数の教師らに持ち上げられるようにされながら、明日菜は体育館を引き立てられていったのだった。













　一いち條じよう明あ日す菜なのファンキーな部設立宣言というハプニングはあったものの、生徒会長選挙は何事もなく終わり、ホームルームを済ませて早くも放課後である。

　帰り仕度をしていたところ、クラスメートの一人──小こ林ばやし倫りん太たがやってきた。倫太は小学校と中学校も同じだったため、俺おれの数少ない旧友だった。

「隼しゆん兵ぺい、ラーメンでも食っていかね？」

「いや、俺は帰るよ。家でダラダラとゲームでもしてるわ」

「つまんねぇ人生だな」

「おまえもな」

　運動部所属なら放課後は部活動で忙しいのだろうが、用事のない俺は直帰するだけだ。倫太と連つるんでも、特段目新しい話があるわけでもない。俺の拒絶を倫太は怒りもせず、そのまま緩ゆるく挨あい拶さつを交わして別れた。

　そして学校の玄関で靴を履いていると……玄関を出たところに明日菜が陣取り、帰宅する生徒らに声を掛けて回っているのが見えた。たしか明日菜は、放課後、設立宣言したばかりの部への参加者を待っているという話だったのではないか。にもかかわらず玄関そばで生徒たちに声を掛け回っているということは、新しい部に誰だれも集まろうとしなかったということだろう。当然である。

　靴を履き終えた俺は、玄関を出ると、明日菜を大きく迂う回かいする形で通り過ぎようとした。運良く明日菜は他の女生徒二人に声を掛けているところで、こちらには気づいていない様子だった。

　そのまま俺は正門に向けて足早に歩を進めた。

　振り切った、そんな確信を得た矢先──。

「うーっす、そこの彼氏！　私と一緒に地球を統一してみようぜ？」

　声の主は明日菜だった。惜しみなく笑みを浮かべ、一身に俺を見やってきている。












「……意味がわからないんだが」

　明日菜は俺の顔を覗のぞくようにして、考えながら口にする。

「テメーは同級生だな？　ええと、名前は……」

「霧きり島しま隼兵だ。Ｄ組な」

「隼兵ね。Ａ組の一條明日菜だ。私のことは明日菜でいいぞ」

　明日菜は俺を、いきなり呼び捨てにしてきた。

「知ってるよ、アンタは有名人だからな」

「この世界は間違ってることばかりだ。だからこそ、この世界を糺たださなきゃならないって真ま面じ目めに考えているんだよな。私が新しく創ったばかりの『地球統一政府準備委員会』では、熱き魂たましいを持った新入部員を求めて──」

　明日菜の誘いを制し、俺は即座に言う。

「悪いが断らせてくれ。ただ、生徒会長選挙での演説はなかなか面白かった。その点だけは褒ほめておきたい」

「どうして断るんだ？　そんなのありえねーよ。まずは理由を言ってくれ」

　明日菜は押し売りもびっくりの論理を展開してきた。一方的な押しつけを断るのに理由がいるというのか。

「危険人物とは関わらないのが処世術だろう。俺はまだ警察に捕まりたくないんだ」

　すると明日菜は誇らしげに腰に手をやり、かっかっか、と高笑いする。

「私ほどの危険極まる男はそうそういない。フフフ、貴様、よくわかっているな」

「そもそも男じゃねーし。ここで勧誘してるってことは、あれだけ派手に部を起ち上げたってのに、誰も入部希望者がいなかったってことか？」

「……へっ、不義理なヤツらばかりだぜ……」

　明日菜は大きく視線を逸そらし、悔くやし紛まぎれにつぶやいた。やはり誰も入部希望者がいなかったらしい。

「俺にかかずらうよりも、他の生徒を誘ったほうが可能性はあると思うぞ」

「どーしても、ダメなのか？」

　明日菜は、期待するような眼差しで俺を見やってきた。

　俺は即答する。

「ダメだ」

「んだとぉ……？　せっかく声を掛けたのに、頭から撥はねつけるなんて無礼千万だろ。この芋いも助すけが」

「芋助……。この場合、明日菜のほうがずっと失礼だよ。じゃあ訊きくが、街で変なキャッチに捕まって商品を売り込まれたり、ぼったくりの店に連れていかれようとしたら、明日菜は素直に従うのか？」

「そりゃ、見ず知らずのキャッチだったらぶっ飛ばすだろうな。だけど、私たちは同級生だろー？　今日ちゃんと全校生徒の前で部活を設立するってことも伝えたばかりなんだ。私の身分はちゃんとしてるし、キャッチみたいに怪しくないよ。話しかけるくらいいいじゃんか」

「話しかけるのはいいけど、入部は拒否する」

「どうしても……？」

　一瞬だけ、明日菜は怯ひるんだような表情を覗かせた。可か愛わいらしい姿を垣かい間ま見みせることもあるらしい。

「どうしてもだ」

「…………」

　明日菜は無言でこちらを見つめてきた。ここで視線を逸らしたり、言い訳するようなことがあれば負けな気がする。だから俺は口元を引き結び、何も言わずに明日菜を見返す。

「…………」

　しばらく、互いに無言で見つめ合った。いや、睨にらみ合あったとしたほうが正確か。

　先に視線を逸らしたのは明日菜のほうだった。

「うう、こんなに頼んでるのにさ……」

「断固拒否だ」

　強い調子で、有無を言わせず俺は畳み掛けた。

「すかたん野郎め！　呪のろってやる！　月のない晩は気をつけやがれチクショー！」

　涙目になった明日菜は、敗北した雑ざ魚こキャラのような捨てゼリフを残し、一目散に走り去っていってしまった。

　ホッとしたと同時に、俺は一いち抹まつの寂しさを感じた。明日菜という会話相手がいなくなったことにしんみりしてしまったのは予想外だった。明日菜があまりに暑苦しいので、一人になったときのギャップが大きかったのだ。

　俺は再び歩き始めた。こんなことならラーメンの誘いを受けておけばよかったと後悔し始めた矢先──。

「おらおらぁ、チンタラ歩いてるんじゃねえぞコノヤロー」

　俺はギョッとして声のほうに視線を向けた。

「またおまえか」

　棒読み口調で俺は応じた。

　明日菜が、古びたオートバイに乗って後ろから現れたのだ。旧式のホンダ・カブ。出前の人や新聞配達員が乗っているのと同じタイプの、なかなか味のある年代物のオートバイである。進学校であるうちの高校では、早くからバイクの免許を取っている生徒は珍めずらしい。

　明日菜は自慢げに口にする。

「じゃじゃーん。私の単車」

　明日菜はバイクから降り立ち、ヘルメットの結びを解いた。バイクを引きながら、再び俺の歩調に合わせてくる。

「他の生徒への勧誘はどうしたんだ？　そもそも、何で俺にだけターゲットを絞ってくるんだよ？」

「簡単な話だ。会話が成立したのは隼兵だけだったからな。他のゴミ野郎どもは勧誘しようとしても、足早に逃げちまうだけなんだよ」

　俺は絶望した。明日菜への対応を間違っていたらしい。知しらず識しらず地雷を踏んでいたということか。

「しくじったな……。俺もそそくさと逃亡すればよかったのか」

「それでさ、部員第一号になってくれよ。四○～五○人に声掛けてみたんだけど、まともに話が成立したのは隼兵しかいないんだよ。仕方がないから消去法なんだよ。嫌々だけど、選択肢が一つしかないことってあるだろ？　頼む、このとーり！」

　中指を突き出し、明日菜はあからさまな威い嚇かくのポーズを取ってきた。

「それ頼んでねえよ！　むしろ恫どう喝かつしてるだけだろ」

　俺が拒絶を繰り返すと、明日菜はガックリと肩を落とす。

「何で誰も彼もがダメなんだ……？　私は大義を掲げ、真心をもって語ったつもりだ。少しも誇張を交えず、誠心誠意の言葉で語りかけようと試みた。できれば全校生徒が地球統一政府準備委員会に入部してくれるくらいになって欲しかったが、最低でも二○～三○人くらいは集まってくれるんじゃないかって踏んでいたんだ。だいたい、私に投票してくれた三人はどこにいったんだ？」

「間違いであることを俺が教えてやろう。だいたい、学校の部活動に地球政府とか無関係だろうが……。そんな部活に人が集まるわけがない」

「いいや、日々流れてくるおかしなニュースに義憤を感じている人間ならば、地球統一政府準備委員会に入るはずだ。たとえ既き存ぞんの部活に入っていたとしても、そっちを辞めてこちらに合流するくらいの男女がたくさんいても不思議じゃない。私には納得できない」

「いや納得しろよ……。ていうか、その前に部名が長すぎるぞ」

「！」

　ハッと気づいたように、愕がく然ぜんとした面持ちで明日菜は俺を見やってきた。

「ど、どうした……？」

「……天才……。そうだよ……部活名が長すぎたのが、多くの人に避けられた原因だったのか。それだ、そうに違いない！」

「いや違うよ」

　俺はサラリと応じたが、明日菜は身を震わせる。

「地球統一政府準備委員会……なんだこの長ったらしい名前は……。私が間違っていた……。多くの部員を獲得するためにも、わかりやすい名前にしなきゃなんねーな」

　他人の意見を素直に認める度量はあるらしい。単なる暴走少女ではないようだ。

　そして明日菜はつぶやいていく。

「地球部……統一部……政府部……。今度は部活の目的がわかりづらくなるな……」

「目的ってアレか、世界征服みたいな？」

「ある意味そうだと言えるだろうな。私は地球を一つに統一し、人類世界に真の大義を実現させてやるんだ」

「だったら普通に世界征服部とか地球統一部でいいんじゃないのか。いや、そんな名前の部に入ろうとする人間なんているわけないが、明日菜が一人で勝手にやるんなら別に」

「悪くはねーな。だが私の真の目的は、統一することだけにあるんじゃない。統一したその先こそが重要なんじゃないか？　地球上にくまなく権力を行使できる政府を創り、人類の真の理想を追求することにある。そうだろ？」

「そうだろって言われたってな……。要するに地球を一つに連合させたあとが大事ってことか。なら地球連合部とか？」

　適当に俺は話を合わせた。

「地球連合部か。普通だな。とくに捻ひねりもない」

「そうか？　地球とか掲げている時点でどうかと思うが……。まぁ奇をてらってるわけじゃないのは確かだな」

「だが考えてみれば、欧州を一つにまとめようとしているのが欧州連合ＥＵだ。地球を一つにまとめようとするのなら、地球連合というのは目的が明確になる感じがする……。よし、ちょっと単純だけど、それで決めようぜ。私たちの部活名は、地球連合部だ。掲げる大義の旗としては悪くねーよ」

「私たちって……なんで俺も含まれてるみたいな言い方なんだよ……」

「隼兵、テメーも今日から地球連合部員だ。わかったな？」

「地球連合部員と言われると、そこはかとなく漂う違和感は何だろうな……。何度でも言うが、部員になるのは断固拒否だ」

　ジョークを交えて地球連合部と名乗ったりするのなら、バカバカしいことではあるが、まだなんとか小さな子どもの遊びとして理解できる範囲内だろう。三日で飽きて名前を変えたりすればいいだけだ。

　だが明日菜は心の底から地球統一を目指しているらしく、欧州連合を模して、大真面目に地球連合部とする方針のようである。微み塵じんも冗談ではなく、ガチで地球統一を目指して名付けるなんて、テロリストみたいなものではないのだろうか。

「冗談は顔だけにしろ。テメーはこのまま何も考えず高校を卒業して、どうでもいい大学に行って、サラリーマンとして詰まらない仕事をこなすだけで一生を終えるのか？　バカも休み休み言えや」

「サラリと酷ひどい言動を挟はさみ込こんでくるよな……。俺は高望みしてないよ。普通に生きられれば十分だ」

「この劣等野郎が。先人たちが何の疑問も抱かず飛び乗ってきたそのレールに乗っちゃいけない。その先に待っているのは地獄だけだからだ」

「なんで地獄だって断定できるんだよ。まだ高校生なんだから、今は深いこと考えなくてもいいじゃないか」

「ほざけ隼兵。勝手に地獄に堕おちるのは、表ひよう六ろく玉だまのテメーにはお似合いだよ」

　空気を吸うように明日菜の口から繰り出される暴言の数々に、俺はうんざりしてため息をつく。

「そういう言葉遣い、親から注意されなかったのか？」

「先人たちとは時代が違う。遠くない将来、世の中の多くの仕事は機械に取って変わられるだろう。車掌も、ショップの店員も、株式ディーラーも、医者すらも、機械で代替することができるようになる。すでにアメリカでは機械がニュースを配信し始めているってことは知ってるか。底抜けに間抜けな隼兵がやれるような仕事なんて、肉体労働系しか残っちゃいない。明らかに残ると断言できるのは、機械のＡＩを製作するシステムエンジニアくらいなものだ」

「便利になるのは良いことじゃん。人間が進歩してるってことだろう？」

「テメーは少しも進歩しないだろうがな。進歩するのは機械の所有者と製作者だけで、プロレタリアートどもには今より悲惨な生活が待っているだけだ」

「プロレタリ……？」

「テメーのことだよパープリンが。機械で人類文明は発展していくように見せかけて、今後は逆に人類の経済は収縮していく。なぜなら機械に職を追われる多くの人が、消費するための収入を得られなくなっていくからだ。だから今のこのシステムに何も考えず参加しちゃいけない。私たちが世界政府を実現し、チャレンジ精神と社会的平等が共に担保される新しい地球文明を創り上げるんだよ。いいから黙って地球連合に参加しろ」

「なんとなくだけど、明日菜が意外と真面目に考えて部を創設したってことはわかった気がする。俺よりも、ずっと色々難しいことを考えてるんだろうな」

「ノータリンのテメーと比べんなよ。比較されて軽く憂ゆう鬱うつだよ。死ねよ」

「ここまで面と向かって毒突かれると、なんか清すが々すがしいっていうか、逆に怒る気にもなれんのはどうしてだ……」

「それは隼兵が変態なんじゃないのか。虐いじめられることに快感を覚える異常者って、いるんだろ？」

「いや知らんけど……ていうか明日菜さ、そういう言いざまは素すなのか？」

「なんだよ、これでいつもの通りだよ。悪いか」

「そんなんで友達いんの？」

　俺が訊くと、明日菜は視線を逸らす。

「……ふん。馬の骨の分際で痛いところを突いてくるな。どうしてなのか、新しい友達がなかなかできないんだよ。それなりに努力してるつもりなんだが、テンでダメ。私ってさ、明るくてポジティブなんじゃないかと自分では思うし、結構気さくなつもりだし、積極的に色んな場所に顔を出しているはずなんだけど、ちょっと知り合った相手はみんな逃げていくんだよな。どうしてなんだ？」

「そりゃ明らかだろ。暴言の数々はどうしようもないレベルだし、正義やら何やらを叫んでばかりで暑苦しすぎるんだよ。警察の厄介になりたくないから関わりたくねーよ」

　明日菜は大きく肩を落とす。

「これでも私ってさ、根は真面目だし、コソコソ人の陰口を叩たたいたりしないんだぞ。友達にするには良いヤツだと思うんだが」

「俺に対して悪口言いまくってるじゃねーか」

「あのな、それはまったく次元が違う話だ。面と向かって事実を言い募るかもしれないが、陰口を叩くような卑ひ怯きような真ま似ねはしないということだ。決闘ってのは陰険なものじゃなく、一対一で向き合うもんだろ？　人付き合いってのはな、決闘のように命を懸けたものであるべきなんだ」

　俺とて友達が多いわけではないが、そこそこ友達と呼べる相手がいる。小学校や中学校からの気心が知れた相手が一○人はいるだろうか。数が曖あい昧まいなのは、友達と単なる知人との間のグレーゾーンが意外と広いからだ。

「明日菜って、黙ってさえいれば男子にモテそうなんだけどな。その性格じゃ女子の新しい友達を探すのは難しいかもしれないが、男子なら間違って相手をしてくれるヤツがいるかもしれないぞ。言葉を口にしなければな」

「モテる？　私がか？」

「一般男子の共通見解だよ。よく言われてる、明日菜って暑苦しすぎて近づけないけど、黙ってれば普通に可愛い子なんだがなってさ。俺個人が言ってるんじゃないぞ、男子生徒の共通見解だ」

　俺の説明に、明日菜はこの世の終わりとでも言わんばかりの表情を浮かべる。

「最低だ。本当に最低最悪だ。私は無敵の男になりたいんだ。筋肉ムキムキって意味じゃないぞ。荒野の一匹狼おおかみで、拳けん銃じゆうを持って愛馬と共にさすらうような西部劇の主人公だな。愛用のカウボーイハットも家にあるぞ」

「だから男じゃないっつーの。いっそ性転換してもらえよ。そのほうが友達も少しはできるようになるんじゃないのか」

「こんな私だけどさ、たった一人だけ友達と呼んでいい存在がいるんだよ。そいつくらいだな、気楽になんでも言い合える相手は。ちょっと説教くさいところが玉たまに瑕きずだけどさ」

　意外な思いに駆られて俺は訊く。

「へえ、いたんだ友達。クラスメートか？」

「クラスは別だが同級生。ほら、新しく生徒会長になった、アイツだよ」

「天あま宮みや柑かん奈なと!?　なんだ、それじゃあ友達同士で生徒会長を争ってたのか。ただ天宮さんは明日菜とまるで違って、友達多そうだけどな」

「ふん、柑奈は人当たりがいいからな、確かに友達多いよ。幼稚園のころから一緒でさ。同じマンションに住んでる幼おさな馴な染じみなんだ。マンション内に託児施設があったから、一緒にそこに通ってたんだな。そんな物心つく前からの知り合いだけが私の友達。……つーか、テメーのせいで、自分がいかに非リア充なのか気づいちまったじゃねーかチクショー！」

　明日菜は憚はばかることなく慟どう哭こくした。

　つぶやくように俺が応じる。

「俺もおんなじだ……。小学校や中学校のころから連んでるヤツらだけが友達と言えるだろうな。他に親しい友達なんかいないよ。いつから、こんな風に友達を作りづらくなっちまったんだろうか……」

「うっわ、またボンクラの隼兵と比較されてかなりの絶望。しかも私のほうが友達少ないじゃねーか」

「正直、対人スキルは、まだ俺のほうが高いと思うぞ。明日菜の対人スキルはアレ過ぎる。互いに低次元で争っているレベルだがな」

　唐突に、明日菜は納得したようにうなずく。

「そうかわかった。悲惨で哀れな高校生活を送る隼兵と、私が友達になってやってもいい。いいぞ、ほら、今日から私たちは友達だ。本当は嫌で嫌で困っちまうが、泣いて頼まれたんじゃ仕方がねーな、まったく。地球連合部の部長であるこの私が、三下野郎と友達になってやろうってんだ。この栄光を深く嚙かみしめることだな」

「俺より悲惨なヤツが何を偉そうに。だから友達ができないんだぞ」

「テメーもな」

　言いながら明日菜がカブを停めたので、俺も足を止めた。すると明日菜が片手を差し出してきた。よくわからないまま俺は手を差し出し、互いに固く握り合った。すると明日菜がニッと笑ってきたので、俺も頰ほおの端を吊つり上げたのだった。

　友人の誓いといったところだろうか。妙なところで、妙な縁えんがあるものだ。新しい友人ができたのは数年ぶりだろう。

「なぁ隼兵。私ら友達だよな。なら、部活に入ってくれよ。困ったときは助け合うのが友達ってものだろ？」

　カブに寄りかかるようにしながら、明日菜は友達であることを楯たてに主張してきた。

　俺も負けじと友達を楯にする。

「友達として忠告したい。まずは地球統一とかいう、ありえない極端な目標を掲げるのは止めろよ。それから、何かあれば正義を連呼するのも暑苦しい」

「あんだよ。テメーは私の魂を否定すんのか？」

「だから、個人がどんな思想信条を持ってようが自由だけど、ハタ迷惑な行為は程々にしてくれってことなんだよ」

「出来損ないめ。私のなかに眠る熱き想いが、ウスノロの隼兵にはわからねーんだろうな」

「わかんねーよ。わかりたくもない」

「まったく友達甲が斐いがないブタ野郎だ」

「おまえもな」

　ふと明日菜は腕を組んで訊いてくる。

「ところで、友達って何すんだろうな？」

「さあ、何だろうな？　まさか一緒に受験勉強するわけでもないだろうし」

「低脳の隼兵なんかと勉強したって、学力の差がありすぎてどうにもならんだろ。私がマルクスでも読んでる横で、テメーはグリム童話でも読んでろや」

「同じ学校に通ってんだから、そこまで致命的な差はないだろうよ……」

「だったら、二年の一学期終わりに受けた全国模試、隼兵は何位だったんだ？　ああん？」

「俺か……俺はまぁ、校内で二○○位くらいか……」

　同級生三二○人のうち、本当は二四六位だった。明日菜の前でちょっぴり誇張しただけである。見栄を張る範囲としては、ギリギリ許されるレベルであろう。

「どうしようもねーな、隼兵は。ちなみに私は校内一位だぞ」

「知ってるよ……。明日菜は色々と有名人だからな」

　明日菜が不動の一位であることは誰もが知っていた。あまり優秀な生徒には見えない明日菜だが、やるべきことはキッチリやっているということだろうか。

「友達として、私が勉強を教えてやってもいいぞ。頭が絶望な隼兵に、家庭教師の真似事でもしてやろう」

「そんな態度で家庭教師されたら勉強が死ぬほど嫌いになるだけだ。どう考えたって逆効果だろ」

「だったら、なんか案を出せよ、ほら。友達同士でやることって、何があるんだ？」

　しきりに明日菜が促うながしてきた。今すぐ具体的なことがやりたいのだろうか。

「そこまでして何か無理に実行しなくてもいいだろうよ……。友達っていうのは自然な関係であるべきだ」

「このアホンダラが。今日はちげーんだよ。今日だけは、友達になった記念とか、あるだろ？」

「何があんのか知らないけど……そうだな……漫画喫茶に行くとか」

「なんじゃそら。一人で読めばいーじゃねーか」

「だったら、カラオケとか？」

「隼兵の下へ手たくそ過ぎる歌なんざ聞きたくねぇなぁ！」

　俺の歌を聞いたこともないくせに、明日菜は下手だと断定していた。実際のところ、俺の歌はそこまで酷くはないと思う。だが、まぁいい。明日菜とはそういう相手なのだと、今日で嫌と言うほどわかったことだ。

「結局、何を提案してもダメじゃないか。どうしろっていうんだ。自分で案を出せよ」

「私にはわかんねーんだよ。ロクに友達がいないからな」

　自信満々な態度で明日菜は言った。

「俺だって大して変わらないんだが……」

「だから、これだっていうものを提案しろ。早くしろや、でないと私のデコピンを喰くらうことになるぞ」

「それでも友達かよ。だったら……ラーメン食いに行くとかどうだ？」

　ふと俺は、倫太からラーメンを持ちかけられたことを思い出し、咄とつ嗟さに提案してみた。女の子相手には相応ふさわしくないと思ったが、他に思い浮かばなかったのだ。

「それだ。なんでそれを最初に言わなかったんだ？」

「今日友達からラーメンに誘われたんだが、なんとなく断ったんだよ。別に行ってもよかったんだが」

「なんでテメーには友達がいるんだよ。むかつく～」

「小学校のころからのツレなんだよ。明日菜だって生徒会長が友達じゃないか」

「向こうはお嬢様だからさぁ、そういう友達じゃねーんだよ。ラーメンなんて発想は出てこないんだよ」

「明日菜だって本当は結構なお嬢様なんじゃないか？　天宮柑奈と同じマンションに住んでるっていうし、学年一位の成績だし……」

「ハッ、お嬢様！　私がか？　そう見えるか？」

「黙ってさえいればな。ていうか頼むから黙っててくれ」

「じゃあ行くか、ラーメン屋。ほら隼兵、置いていくぞ。駆け足だ」

　言いながら明日菜はヘルメットのベルトを締め、再びカブに飛び乗ってエンジンを掛けた。そうかと思えば俺を待つこともせず走り出していってしまう。慌てて俺は追いかけた。

　見る間に遠ざかっていくカブに、俺は暗あん澹たんたる思いに包まれた。なんて友達甲斐がない女子なんだろうか。

　このままどこかに走り去ってしまうかと思われたカブだが、ふと交差点のところで止まったので、俺はそこまで駆けていった。

　ようやく追いつき、ゼエゼエと息をする俺に向けて、明日菜はヘルメットを少し上げて聞いてくる。

「おい隼兵。ラーメン屋ってどこだ？」

「は？　この辺、有名なラーメン屋って多いだろ。行きつけの店とかないのか？」

「いや、ない」

　たしかに男子と違い、女子高生が好んでラーメン屋に行く機会は多くはないのかもしれない。

「だったらなんでラーメンにしたんだよ。まぁいいよ、こっちだ。ついてきてくれ」

　俺が駆け出すと、明日菜がカブで後ろからついてくる。

「チンタラ走ってんじゃねーぞタコ助。ダッシュだろ、ダッシュ」

「もうダッシュしてるっつーの……。自分はオートバイ乗ってるくせに、なんて酷い友達なんだ明日菜は……」

　背後から明日菜の罵ば声せいを浴びせかけられつつ、這ほう々ほうの体ていで俺はラーメン屋に向けて駆けたのだった。





　　　






　翌日の昼休み、学校で明日菜と廊下で出くわした。

「オース、隼兵」

　明日菜が陽気に声を掛けてきた。

「お、おう……」

　昨日は一緒にラーメンを食べ、明日菜の調子に合わせて他愛ない会話をしただけである。いきなり新しい友達と言われても、長らくその手のイベントがなかったから、いまいち距離感が摑つかみづらい。昨日までは他人だった相手と友達だなんて、なんとなく恥ずかしくもあり、むず痒がゆくもある。

「昨日のラーメンは美う味まかったな。また行こうぜ」

「女は控え目にしたほうがいいぞ、ラーメンはな。たしかに美味いけど、凄すさまじいジャンクフードの類たぐいだ。せっかくのスタイルが崩れることになるぞ」

「ぇあ？　別にスタイルを意識してるわけじゃねーって。女が四○キロ代前半なんざ、キモすぎ童どう貞てい野郎どもの吐き気をもよおす幻想なんだよ。おとぎの国でも行って帰ってくんなよ、ロリコンどもが。なんなら私がもっと太って、自称紳士どもの幻想を打ち破ってやるぜ」

「しかし童貞野郎ってな……。明日菜だって処女じゃないのかよ……。だって友達いないってことは、それだけ美人な割に、どうせ彼氏だっていたことないんだろ？」

　性格に問題アリというよりも、もはや色々と突き抜けすぎている明日菜だと、一般的な男女交際が成立するとは思えない。男が一目散にトンズラこくに決まってる。

「Motherfucker!!　ドアホが。私は処女に決まってんだろ。地球統一を旗印に掲げる私が、巷ちまたの女子高生みたいに遊び浮かれるはずもねぇ。地球連合部員たる者、軍人のように規律ある生活を自らに課すべきだ」

「ますます地球連合部に入りたくなくなるな。普通の高校生の楽しみから遠ざかるだけじゃないか」

「はあ？　どっちにしろテメーに、アニメや漫画に出てくるようなファンタジーまがいの高校生の楽しみがあると思ってんのかぁ？　隼兵は非リア充だし、その脳みそじゃ将来も真まっ暗くら闇やみだし、最悪人生が約束されてて可か哀わい想そうだろ。生まれながらに激しい虐ぎやく待たいに晒さらされ続けている人生みたいなもんだ。どうなるんだよ、テメーの将来は。どうして生まれてきやがった？　友達としてこっちが心配すぎて死んじまいそうだよ。おお、神よ、隼兵を救いやがれ」

　酷すぎる明日菜の話は慣れっこになりつつあったが、人生否定っぷりが実に強烈だ。うんざりしながら俺は言う。

「はっきりわかったのは、明日菜はいくら努力をしようと彼氏的存在ができるはずもないってことだろうな。明日菜に少しは慣れた俺じゃなけりゃ、男の人格が崩壊するレベル。日本全国の男が願い下げたい不良物件だよ」

「だが大丈夫だ。そんな哀れ極まる隼兵を、地球連合部が華麗に救ってやる。いいから黙って私のところへ来い。悪いようにはしてやらんぞ。なんなら隼兵に、部長である私の次席……ナンバー２の地位をくれてやってもいい」

「お断りします。気き宇う壮大すぎる名前の部活のナンバー２なんて罰ゲームだろ」

「ダボが。今この社会に生きてる一○代の若者が、地球連合部に入らないなんてそれは人間じゃねーよ。何か別の生き物だよ。きっと生きながら死んでるんだろうな。死にながら生きてるゾンビのほうがナンボかマシだ」

「幼おさな馴な染じみの生徒会長に入ってもらって、ナンバー２になってもらいなよ。あの人はかなりの常識人っぽいから、明日菜より部員を集められるんじゃないか？　生徒会と部活は普通に両立できるだろう。両立してる面々のほうが多いんだし」

「柑奈はダメなんだよ。私のやることなすことにことごとく反対しやがるからなぁ」

「やっぱりあの生徒会長は常識人だな。友人のために叱しかってやれるだけの優しさと良識まであるということだ。いつも学年トップクラスの成績で謙虚だし、人当たりもよくて、教師からも生徒からも人望がある」

「柑奈より私のほうが成績も上なんだがな」

「そうは見えないが、本当にそうだから困る」

「だがな、成績なんざゴミみたいな話なんだよ。私は大学に進学するつもりはねーし、受験勉強に励はげんでるわけでもないんだぜ」

「え！　マジで？　その成績なのに？　明日菜と友達になって驚きっぱなしだが、今の話が一番びっくりしたかもしれない」

　成績トップの明日菜なのにまさか大学に進まないルートがあるなどと、今まで想像していなかった。

　苦々しく明日菜が口にする。

「なんでだよ、このスットコドッコイ。そもそも私たちがこの部活動で目指すのは地球統一なんだぞ。そんな理想を前にしてるのに、大学受験がどうたらとかチマチマやってるのはアホのすることだろうが。それを私は、昨日もラーメンを食べながら滔とう々とうと聞かせてやったはずだ」

「そうだったっけ……？　そんなに大した話だとは……。豚骨の味がどうのって話くらいしか覚えていないんだが……」

「ゴミ虫が。テメーはつくづく友達甲斐がないヤツだよ。だが友達想いの私としては、相手がどんなに最悪で無能な存在だとしても、温かい目で見守ってやるだけの度量を持っているということだろうな」

「友達二人しかいねーじゃねーか。度量が足りなすぎて友達いないんだろ」

「それを言うなよ、この朴ぼく念ねん仁じん野郎」

「いちおう少しは度量がないのを自覚してたのか……。なんか安心したぞ」

「つまり、テメーはクズだが友達だ。そんなに友達に泣かれて頼まれたとあっちゃあ、義のなかの義を守り抜く私が拒絶することはできないだろ。しょうがねーから地球連合部の末席に加わるくらいは許してやらねばなるまい。それが部長としての度量の見せ所だからな。いいぞ、ほら、参加を許可してやる。昨日ラーメン屋で渡した入部届けに記入して持ってこい」

「お断りします」

「ちぇっ。即答かよ」

　明日菜は舌打ちし、残念そうに息を吐いて続ける。

「……まぁいいよ。隼兵の加入を無む理り強じいするつもりはないけどさ。だけどやっぱ、友達には期待しちゃうところがあるじゃん？　ちょっとでいいから地球連合への加入を考えておいてくれよ。私は大真面目に取り組んでいるんだ」

「活動内容が地球統一とか言われても理解に苦しむが、何だかんだいっても明日菜とはこうして親しくなったわけだし、在籍するくらいのことは考えてもいいぞ。ただ、やっぱり名前なんだよ、名前。俺だってな、友達に協力してやりたい気持ちは山々だけど……まずは名前を変えてくれたらな。普通の文化部っぽい名前がいい」

「そもそも最初に地球連合の名前を出したのは隼兵じゃねーか」

「案は出したけど、入りたいとはこれっぽっちも言っていない」

「そんなに名前にこだわるのはどうしてなのさ？」

　不思議そうに明日菜が訊いてきた。

　俺は懇こん々こんと説明する。

「そりゃ、『おまえの部活動は何だ？』って親戚とかから訊かれたら、なんて答えればいいんだよ。まさか地球連合部ですって言えってか？」

「私は言うよ。誇りを持ってな」

「常人にはなかなか越えられないハードルだぞ……。名前がファンキーすぎる……。せめて部名を変えてくれよ」

「だったら今日から霧島隼兵って名前を止めて、ノーブラ王子隼兵って名前にしろや」

「ノーブラなんて当たり前だろ。そもそも男はブラジャーなんかしねーよ。変質者じゃねーか」

「だったら、丸まる禿はげタイガー隼兵でもいいぞ」

「禿げてないっつうの！」

「ったく、わがままなヤツだな。じゃあ、家無しストロベリー隼兵にしようぜ」

「家くらいあるわ！」

「オナラ大名隼兵」

「人生がおしまいだ……」

「メンマ三号隼兵」

「一号と二号はどこ行ってるんだよ」

「くのいち仮面隼兵」

「漂う変態臭……」

「岡っ引きエンジェル山田」

「山田って誰なんだ……」

　明日菜のセンスがおおよそわかってきた。

「な？　地球連合部はよく考えられた名前なんだ。そう簡単に変えられないってわかったか。隼兵みたいなウスラトンカチには、わざわざ事例を挙げて解説してやらなきゃ理解できないから困る」

「わかんねーよ。生まれたときに役所に届け出てる個人名と、昨日今日に取って付けたような部活名じゃ、重みがまるで違うだろ」

「あれも嫌だ、これも嫌だ……テメーはいったい何様なんだよ、まったく」

「おまえもな」

「地球連合部ではさ、部員の証しとして専用のハチマキかバッジでも作ろうかと思ってるんだ。特攻服でもいいかもな。部が配布するそれを身につければ、いつでもどこでも部員の証明になる。部員を増やしていくのも私たちの重要な使命になるからな」

「ますます嫌になってきた。というか、地球連合のすべてが嫌すぎる」

「隼兵もすべてが嫌悪されるべき存在だけどな」

「おまえもな」

　そんなやり取りをしていたところ、昼休みの終了を告げるチャイムが鳴った。

「もう昼休みが終わりか。ずいぶん話し込んじまったな」

「ところでさ、今日は放課後、どこ行く？」

　明日菜が意気揚々と確認してきた。

「今日もどっか行くのかよ？　昨日一緒にラーメン食ったばかりじゃないか」

「なんだよ、行かないのか？　今日の俺様はすこぶる機嫌がいい。特別に案内させてやろう」

　明日菜は偉そうに両腕を組み、仁に王おう立だちの格好で命令してきた。

「なるほど。駄だ弁べり合う友達がいないから、どこに行ったらいいかわかんないんだな。唯一の友達だっていう生徒会長とも、せいぜい同じマンション内で顔を合わせるくらいなんだろ」

「気高き孤高とも言う。気品ある風ふう雅がとも言うな。私のような生まれながらの貴族民は、そこらの愚民風ふ情ぜいとは付き合わないんだよ」

「あっそう。……つってもなぁ、カラオケや漫画喫茶がダメとなると……軽く飯食うか、バーガーショップでダラダラ飲み物飲むかくらいじゃないか？　映画やショッピングともなれば、彼氏彼女のデートみたいだしなぁ……」

「喋しやべれるところだ。その条件さえ満たせばどこでもいい。さあ、早く決めろ」

「しっかし偉そうだよな……。なんか腹立ってきた」

「そろそろ教室に戻らないとならないんだぞ。どうするんだ？」

「だったら、その辺の喫茶店かバーガーショップな。放課後までに適当に選んどくよ」

「茶店だな。いいだろう、そこまで頼まれたら、たまには一緒に行ってやる。しみったれの隼兵と並んで歩くなんて、学園のアイドルと呼ばれた私のレベルを著いちじるしく下げたようで情けない限りだが、そのような苦行に耐えることも修行だと言えるだろう。私ともなれば毎日が修行なのだー」

「学園のアイドルなんて一度も聞いたことがないぞ。昭和臭がすごい単語だな。それじゃ、放課後な」

「了解、放課後だ。学園のアイドル様に誘いを受けてもらえたなんて、隼兵はなんて幸運なヤツなんだ。つくづく、この修しゆ羅ら世界を運だけで生き延びてきたような野郎だな。よし、テメーの名前は今日から勝負師モモンガー隼兵だ」

「おまえが誘ったんだろうが」

　それから俺たちは手を振って別れ、互いの教室に駆け込んだのだった。





　　　






　放課後、明日菜と連れ立って駅前までやってきた。

　入ったのはデパート一階に入居しているバーガーショップ。駅前の喫茶店はどこも混雑していたので、食事の時間とずれていることもあり、比較的空すいていたバーガーショップに落ち着いたのだった。

　ここに来る前に、明日菜たっての希望で一○○円ショップに寄り、盃さかずきを二つ買ってきていた。理由は知らない。二○○円プラス消費税は明日菜が出したので、俺に文句などなかった。

　互いにコーラを頼み、最奥の席に向き合って腰かける。こうして改めて明日菜を見れば、やはり可愛い女の子ではあるのだが、昨日と今日で交わした会話のせいで、そこまで強烈に異性を感じることはなかった。男というものは、女の子が可愛ければ誰でもいい的なノリがある生き物だし、その点で明日菜は一○○点満点を達成しているに違いないけれども、それとは別の次元のところで相手を親身に感じられる気持ちが強くなっていた。すでに俺たちの間には、たった二日間の付き合いにもかかわらず、すっかり友情が成立していたのだ。友情や愛などが関わる人間心理に、理由などないと思う。

　俺は明日菜に対して、人間としての好意を持ち始めていた。明日菜は性格も言葉遣いも乱暴で、そこらの男よりずっと荒くれな無ぶ頼らい漢かんといったタイプである。常日頃から義を叫んで憚らない暑苦しい性格と、口汚い放言や暴言の数々に当てられて、友人がなかなかできないのも納得だ。俺とて最初は、ずいぶん辟へき易えきさせられた。だが、いざ付き合ってみれば、明日菜の天性はサッパリした女じよ傑けつであり、並の男たちよりもずっと付き合って清々しい相手であることは確かだった。

　明日菜のほうも、俺に対して同様に友情を感じてくれているのだろうと思う。でなければ一緒に連れ立って、こんな風に店で向き合っているはずもない。

　一○○円ショップのビニール袋を取り上げた明日菜は、さっそく盃をテーブルの上に二つ置いた。

「こんなの、何に使うつもりだ？」

　俺の問いには答えず、明日菜はなんと二つの盃に、今しがたバーガーショップの店頭で注文したばかりのコーラを注いでいった。

「おいおい、ストローで普通に飲めばいいじゃないか。なんでわざわざ……」

「これは儀式だよ。私たちの友情を誓い合うためのな」

「儀式……？」

　なみなみと注がれた二つのコーラの盃を前にして、明日菜は意味深に語りかけてくる。

「なぁ隼兵、今日から俺たちは義兄弟だ。そうだろ？」

「なんで一人称が時々『俺』に変わるんだよ」

「そりゃ女じゃあ、義兄弟っていうのはアレだろ。今日この日だけは、漢おとことして生きさせてくれや」

「まぁいいけど。明日菜なら何でもアリだよ」

　義兄弟というのは今どきの日本でやり過ぎな感はあった。明日菜に友情を抱いているのは確かだが、義兄弟というのがどういうものか、イマイチ想像がつかない。だが、明日菜の表情は真剣そのものだった。

　コーラの盃に俺たちは手を付けず、会話を交わす。

「私は嬉うれしいんだ。隼兵は、私が物心ついてから初めてできた友達だ。本当言うとな、私に新しい友達ができるなんて、なんだか信じられない思いでいっぱいだ。友達ってこんな風にできるものなんだってドキドキしてさ、昨日もロクに寝られなかったくらいなんだぞ」

「だから義兄弟なのか？　友人同士、親友同士っていう感じとは違うもんなのか？」

「相変わらずノータリン野郎だぜ、隼兵は。私たちの関係は、そんなゲームみたいに簡単に割り切れるものじゃねえ。友人や親友なんて遙はるかに超越した義兄弟なんだ。そうだろ、兄弟？」

「わかった、明日菜がそうしたいって言うなら、別に構わないぞ」

「私たち義兄弟は、相手がどこにいようとも分かり合っている。相手のことを常に思い合える。たとえ離れ離れになっていても、死ぬそのときまで心は一つだ。それが友としての究極の姿であると私は思う」

「ずいぶん極端というか……強烈に真面目に考えすぎてるような気もするな」

「この単細胞が。真面目に向き合っちゃ悪いのか？」

「いいや、悪くない。ちょっとびっくりしただけだ」

「私が死ぬときは、隼兵も共に死ぬときだ。いいな？」

「……すごい問い掛けだな。むうう……何て応じればいいのか……」

　さすがにこの問い掛けに即応するのは躊ちゆう躇ちよせざるを得なかった。真面目に考えれば尚なおのことだ。

「でだ、隼兵が死ぬときは、私がテメーの遺産を相続してヨロシクやらせてもらう。さらば友よだ」

　明日菜の話が不意打ちすぎて、俺は喉のどを詰まらせる。

「ガハッ！　ゴホッ……不公平すぎる」

「あはは、冗談に決まってんだろ。どうせ隼兵の遺産なんざゴミみたいなものしかないだろうしな。安心しろ、義兄弟の契ちぎりを結ぶ以上、隼兵がどんな苦境のなかにあろうとも、必ず私がテメーの面倒を最後まで見てやる。それが私なりの正義だ。そういうもんなんだよ」

「そういうもんか」

　妙に俺は納得してしまった。揺るぎない自信を持って明日菜に断言されると、ついうなずいてしまう。

「私が兄で、隼兵は弟分だ。まったく、デキの悪い腰抜けの弟分ができちまって、先が思い遣やられるってものだな……」

　そう言って、これ見よがしに明日菜は大きなため息をついた。

　身体からだ全体で残念そうな素そ振ぶりを表現した明日菜だが、その割には笑みを嚙みしめたような表情を時おり垣間見せ、どこか嬉しそうな様子だった。

「へいへい。明日菜には敵わないよ」

「隼兵、盃を上げろ。いいか、私たちはこれから生涯にわたる友情で結ばれる兄弟だ。苦しいときも、嬉しいときも、すべてを共に分かち合う。それが私たちの正義、私たちの友情だ」

　明日菜に呼応し、俺も盃を持ち上げる。

「明日菜みたいな友達ができて、俺も嬉しい。これからもよろしくな」

「よし、一息に飲みほせよ。それで儀式は終了だ」

　互いに盃を口にやり、俺たちはコーラを一気に喉に流し込んだ。もとより盃のコーラは量が多くない。あっという間に互いにコーラを飲みほしてしまったのだった。

　明日菜は重々しく語る。

「この盃は、今日この日の契りの証しだ。生涯、大切に取っておけよ。私も自分の分は大事にしまっておく」

「了解した。なんだかバーガーショップでやるような儀式じゃなかったな。この盃も一○○円だし」

「この石頭野郎。いいんだよ、それで。互いの気持ちのほうがずっと大事なんだからな」

「明日菜が兄で俺が弟分ってことは……これからは、お兄ちゃんって呼ぶべきか？」

　冗談交じりに俺は言った。

「キモッ。やっぱりテメーは存在するだけで反へ吐どが出る犯罪者だ。消え失せろ、ウスノロが」

「絶え間ない暴言のオンパレード、明日菜に友達ができないのは当然だな。人格ヤバすぎだろ」

「腑抜けた三太郎の隼兵ほどには人格破綻しちゃいないがな。いかに隼兵が異常極まる人間性を有しているか、私が百万の言葉で論理的に説明してやってもいいぞ。三日三晩喋りまくっても語り尽くせないほどだ」

「暑苦しさＭＡＸの野郎に言われたくないぞ。明日菜の破格っぷりにはとても敵わない」

　俺はあえて「野郎」という言葉を協調した。

　かっかっか、と明日菜は高笑いを浮かべ、満更でもなさそうに言う。

「その破格さが俺という男の偉大さの証明よ。いよいよだ、いよいよこの俺が地球統一政府を創る刻ときが来た──」

　明日菜は何やら大それたことを語り始めた。だがその内容よりも、明日菜のやたらと嬉しそうな表情や素振りが俺にはとても印象に残った。

　それから俺と明日菜は他愛ない話で盛り上がり、閉店間際まで駄弁りあったのだった。













「おはよ。隼しゆん兵ぺいくんでしょ？」

　朝、登校して自分のクラスに入ろうとしたところ、呼び止められて振り向いた。予想外の相手に俺おれは息が詰まる。

「天あま宮みや……柑かん奈なさん……？」

　柑奈と会話を交わしたのは初めてのことである。学年一の美び貌ぼうの持ち主として有名で、なおかつ生徒会長である柑奈のことを俺が知っているのは当然だ。一方、とくに有名人でもない俺のことを、柑奈が知るはずもない。

「私のことは呼び捨てでいいよ。これからは柑奈でお願い」

　柑奈は俺に近づき、覗のぞき込こむようにしながら言った。立ち居振る舞いや仕草が、どこか大人びて見える。何もかもが乱暴な明あ日す菜なと対比してしまうと、余計に柑奈の洗練された印象が強く映った。

「じゃあ柑奈……どうして俺の名前、知ってんの……？」

「だって明日菜から、新しく友達ができたって聞いたんだ。それ、本当なの？」

　なるほど、道理で知られているはずだ。

「ああ、色々あって明日菜とは友達になったんだ。柑奈との仲も聞いていた。明日菜の唯一の友達だって」

「やっぱり事実だったんだ……。明日菜は決して噓うそをつかないタイプだから、本人がそう思い込んでいることを否定はしないよ。だけど隼兵くんのほうに、何かの誤解や勘違いがあったんじゃないかって心配だったんだよね」

「ははは。一応、誤解や勘違いではないつもりだ。盃を交わして、義兄弟の契ちぎりまで結んだよ。友達というより兄弟分みたいな感じなのかな。明日菜によれば、俺が弟になるらしい」

　そんな俺の話に、柑奈はげっそりした風に青くなる。

「義兄弟の契り……。いきなりそこまで行っちゃうんだ……。だから明日菜には友達ができないっていつも言い聞かせてるんだけどね……」

「いや、兄弟分と言われても俺もまだよくわかってないんだけど……」

「とにかく明日菜は、やることなすこと極端なんだよ。友達と認定すれば生死を共にするとか、テストがあれば絶対に一位になるとか、マラソン大会では心臓が止まってもトップになるとか、許せないニュースを見れば自分が世界を征服してやるとか……」

「極端さは、おおよそわかってきたつもりだよ。それだけに本人は至って真剣に取り組んでいることとかもね。だからある意味、とても信頼がおける相手だってことも」

「へぇ……想像してたよりずっと、隼兵くんって色々わかってるのね……。ちょっと感心しちゃった。普通の人はそこまで理解できなくて、明日菜を危ないヤツだと思って避け続けるだけなんだけどね」

　柑奈は感心したように何度かうなずいた。

　俺は肩をすくめる。

「まぁ実際、かなりの危険人物であることは否定できないな」

「あはは。だよね、納得できないと思えば、警察だって敵に回して戦いそうだし」

「そう言えば柑奈は、明日菜と生徒会長選挙で争うことになったよね。何とも思ってないの？」

「明日菜が立候補するって聞いてびっくりした。そりゃあね。しかも目的は地球統一だって言うでしょ。でも冷静に考えたら、私としてはかえって都合がいいとも思えたんだよね」

「都合いい？　どうして」

　俺が声を上ずらせると、柑奈はニヤッとほくそ笑む。

「だって明日菜が私の敵対陣営として立候補してくれるなら、どう考えたって私の正当性が強調されるでしょう」

「ああ、たしかに。でも柑奈は、そんなに生徒会長になりたかった？　俺なんて、たとえ当選確実だとしても、生徒会長になろうなんて思わないなぁ」

「理由は簡単。明日菜が信頼した隼兵くんだから打ち明けるけど、推すい薦せん目当てだよ。本当言うとね、それだけ。学校のためとか、ぶっちゃけあんまり関係ないでしょ。だって、誰だれが生徒会長やったって別に何も変わらないもの。明日菜以外という前提だけど」

　柑奈はかなりの現実主義者のようだった。常日頃から理想を口にしてやまない明日菜とは正反対だ。

「たしかに誰がなっても同じだよな、明日菜以外なら」

「うちの学校の生徒会長って、立て続けに慶けい央おうに推薦で行ってるんだよね。受験勉強すること考えたら遙はるかに楽。こんなに簡単な選挙で、私もコースに乗ってラッキーだよね。ゴチになります、みたいな」

　柑奈は、明日菜を通したことで、俺をすっかり信用してくれているようだった。でなければ初対面で、こんな本音をのぞかせてくれることはしないだろう。

「ははは。リアリストなんだな。そこまで割り切って取り組んでるなら逆に感心するよ」

「隼兵くん、覚えておいたほうがいいよ。女っていうのはナチュラルにリアリストなんだよね。デキる女ほど、生まれながらに腹黒さを標準装備してるみたいなものなの。ここ、テストに出るよ。たぶん隼兵くんの人生で一番大事な知識」

　そう言って、柑奈は俺を指差してきた。

「なんだか明日菜と柑奈は、正反対の性格だよね。とても友達同士だなんて信じられないくらいに」

「たしかに正反対よね。だからこそ明日菜を手放しで信頼ができるというものよ」

「まるで自分のことは信用するなと言ってるみたいだよ」

「普通の女子には裏表があるのを忘れないでってこと。こっちは言葉に出さないだけで、実際には色々考えてるからね」

「こんなに性格が違うのに、明日菜と友達やってるのは、やっぱり同じマンションに住んでる相手だから？」

「うちのマンションに託児施設があるのね。物心つく前から、そこに一緒に通ってた。同い年の同性同士だったから、そりゃ遊び相手になるよね」

　マンション内に託児施設があるのは珍しい。よほど大規模な物件か、そこそこ富裕層が集まっているところなのかもしれない。

　柑奈は続ける。

「子どものころから明日菜は妙に正義感に燃えていて、納得できないことがあれば大人たちにさえ喰ってかかってたよ。タバコのポイ捨てなんか見たら、もう辺り構わず怒り心頭で大人を叱りつけるの。相手がヤクザみたいな人でも同じなんだよ。近隣住人で明日菜を知らない人なんていないくらい」

「想像できるなぁ。明日菜の場合、暴言のオンパレードだから、正しいこと言ってるのか悪いこと言ってるのかわからないのが困る」

　そう言って俺は苦笑した。

　感じ入ったように柑奈が口にする。

「隼兵くんって話しやすいし、良い人だよね。明日菜の話は本当だったんだ」

「え、何て言ってたの？　明日菜が俺を褒ほめるわけないよ」

「すっごく褒めてたよ～。『隼兵はトンマで無礼で最低で変態な鬼き畜ちく野郎だが、ほんの米粒くらいは良いヤツだ』って」

　笑いながら柑奈が言った。

「いやそれちっとも褒めてないんですが……」

「ううん、明日菜の話は、暴言の部分をぜんぶ取り除いた上で、褒めてる箇所を三○倍増しくらいで聞くのが正解。じゃないと、アイツの本当のところは何もわからないよ」

「米粒を三○粒にしても片手で握れるくらい小さいと思う……」

「だったら一万倍増しでいいよ。悪態は照れ隠しみたいなものなの。隼兵くんが大人になって、子どもの明日菜のワガママを聞いてあげるくらいの気持ちで構えてないとね」

　ふいに、明日菜の立腹した声が響いてくる。

「ああん？　おい柑奈、隼兵が大人で、私が子どもってどういうことだ？　なわけねーだろ。隼兵はなぁ、私のへなちょこな弟分なんだよ。仕方がないから育ててやってんだよ」

　ちょうど明日菜が登校してきたところだった。近寄ってくるなり明日菜は声に怒りを滲にじませた。

　柑奈は両手を腰にやり、少しも動じずに応じる。

「明日菜には悪いけど、やり取りしてみて、私は本当にそう感じたけどね。むしろ明日菜と比較しちゃうなんて、隼兵くんを過小評価してるかも」

「なんだと、このスカタン！」

　明日菜が声を荒らげると、柑奈も負けじと声を大にする。

「明日菜！　私と二人きりのときは減らず口もいいけど、第三者がいるときは穏和に話しなさいって言ったでしょ！」

「な、なんだよ……。テメーこそ怒ってんじゃねーかよ……」

　人に対して明日菜が怯んだのを見たのは、俺には初めてだった。

「あなたが乱暴な口を利きいたからでしょう！　テメーじゃなくて、柑奈」

　柑奈は目を細め、鋭く明日菜を見やった。

「…………」

　明日菜は拗すねた様子を見せた。

　柑奈は構わず畳み掛ける。

「テメーじゃなくて、柑奈」

「……う……」

　明日菜は背をのけぞらせた。

　尚も柑奈は繰り返す。

「テメーじゃなくて、柑奈」

「……か、柑奈……」

　根負けしたのは明日菜のほうだった。

　柑奈のお嬢様然とした綺き麗れいな素顔の陰に、わずかに一瞬、鬼の形ぎよう相そうが垣かい間ま見みえたのは間違いではないかもしれない。意外や意外、柑奈は下へ手たな男よりもずっと腹が据すわっている。なるほど……どうりで柑奈は、明日菜と唯一の友達であり続けたはずだ。

　柑奈は満足げに言う。

「はい、よくできました」

「チッ、なんだよいつもいつも。テメ……柑奈は私の小こ姑じゆうとかよ……」

　明日菜は小声でつぶやいた。

　俺が言う。

「柑奈。気を遣ってくれるのはありがたいけど、俺は別にどんな扱いでも気にしてないって。明日菜との会話は慣れてるし、いつも通りでいいんだよ」

「いいの。こういうのは、言い聞かすのに肝心なタイミングってあるからね。隼兵くんを交えて三人で会話するのは初めてだから、最初にガツンと言っておかないと」

　明日菜がいきり立つ。

「なんだよ、偉そうに言いやがって。柑奈は私の何様なんだよ、ああん？」

「この際だから言わせてもらう。私は明日菜が部活を始めることに反対。地球を統一するんだっけ？　明日菜が本気を出したらとんでもないことになりそう」

　明日菜が問い質す。

「柑奈は、私の正義を信じないのか？」

「違う、そういうことじゃない。私には、明日菜が大きく道を外すはずがないってことくらいわかるよ。だけど明日菜の極端なやり方を、万人に理解してもらえるとは思わないほうがいいってこと。要するに、他の人たちは理解できない」

「そんなはずはない。この世界にはびこるありとあらゆる間違いを糾弾するためには、地球を統一し、根本から人類社会を変えていくしかない。素直に考えれば、誰だってそのことを理解できるはずだ」

「明日菜を他人が理解できないことの証明は簡単よ。だってあなた、友達が誰もいないでしょ？」

　ズバリな柑奈の指摘に、明日菜がダメージを受けたように後じさる。

「ぐう……それを言うなよオタンコナスが」

「オタンコナスじゃなくて、柑奈」

「くうむぅうう……」

「オタンコナスじゃなくて、柑奈」

「柑奈……」

「よくできました。だからつまり、明日菜は誰にも理解されないままで生きてきた。たまたま私が同じマンション内に生まれて、偶然同じ託児施設に通っていた幼馴染みだっただけ。その私だって、明日菜とのそんな過去がなかったら、きっと他の人たちと同様に、明日菜に近づきもしなかったでしょうね」

「だが私には隼兵がいるぞ。隼兵は、私の義兄弟なんだ。死ぬときも一緒だって誓い合ったんだぞ。そんな無類の友がいるヤツが、他のどこにいるっていうんだ。私は超絶に恵まれている」

　そう言い切って、明日菜は誇らしげに胸を張った。

「それは短期間で明日菜の本質を見極めてくれた隼兵くんの優秀さの証明であって、あなたが優れていたわけじゃないの。隼兵くんに感謝しなさい」

「私が鈍ちんの隼兵ごときに感謝するわけがねーよ。隼兵のことは、私が世話してやってるんだ」

「そういう跳ねっ返りのところが、みんなに理解してもらえない部分だって言ってるの。せめてまともに部を運営したいんだったら、明日菜が全面的に仕切ろうとしないで、もっと隼兵くんの意見を採り入れなさい」

「やけに意見してきやがるな。何なんだよ、偉そうに」

「明日菜ほど偉そうじゃないつもりだけどね。見てられないからよ。せっかく隼兵くんが貴重な友達になってくれたんだから、これからは他人のことまで考えてしっかり運営しなさい」

「まるで私がまともな部の運営なんてできないみたいな言いざまだな」

「できないと思うよ」

　柑奈は少しも表情を乱さず、冷静なトーンで断言した。明日菜に対して、ここまで断定的に口を利ける人間など、他にいないだろう。見かけによらず、柑奈は肝っ玉が据わった女子である。

　案の定、明日菜は地じ団だん太だ踏んで悔くやしがる。

「むっかー！　腹立つなあ！」

「貶けなしてるんじゃないの。明日菜は、自分個人のことなら大抵のことを達成していける有能な人間だと思う。だけど、他人を巻き込んで何かやるには、あまりにも不向きな超無能人間。明日菜は部の運営なんてまともにやれないんだから、できれば止やめておきなさいって言ってるの。どうしてもやりたければ、せめて隼兵くんの意見を聞きなさいというアドバイス」

「だったら柑奈、私が部の運営をきちんとできるかどうか、賭かけをしてみようぜ」

「……賭け？」

　柑奈が眉まゆをひそめた。

　明日菜が自信ありげに大きくうなずく。












「そうだ。地球連合部に、新しく三人の部員が入部するかどうかをだ」

「そんなの無理。誰もいないでしょ。だって地球を本気で統一する部活動って……」

「だからこそ、賭け事が成立するんだろ」

「そんな部に入った経歴は、黒歴史以外の何ものでもないから。高校時代の部活動が地球連合部って経歴は、かなりヤバいと思うよ。大学推薦の面接とかで、『高校では地球連合部に入って熱心に活動してきました』なんて言った日には、確実に落とされるでしょうね」

　推薦時の面接など、柑奈はずいぶん切実で現実的な発想をするものだ。

「ご託たくを並べるのは好きにしろや。問題は、柑奈が私との勝負を受けるのか、それとも尻尾しつぽを巻いて逃げ出すかだ」

「逃げ出すわけないじゃない！　そこまで言うなら受けてあげるわ。どうせ私が勝つに決まってる勝負だし」

「よし、決まりだな。この勝負に勝ったら、柑奈は何が欲しい？」

「え……別に何もいらないけど……」

「何だっていいんだよ。じゃないと面白い勝負にならねーだろ。言ってみろ」

「そうね……だったら私が勝ったら、これからは私のことを『柑奈様』と呼びなさい。しかも一生」

　勝ち誇った笑みを浮かべて柑奈は言い放った。

　明日菜は眉をひそめる。

「なんだぁそりゃ？　断る。なんで柑奈なんかに『様』を付けてやらなきゃならねぇんだよ。まるで柑奈が私のボスみたいな扱いじゃねーか」

「なーんだ。人を煽あおっておいて、肝心のときに逃走するのは明日菜のほうだったみたいね。ふふん」

　驕おごる柑奈がまるで女王様みたいに見えた。柑奈の本性なのだろうか。

　明日菜は唇を嚙かみしめる。

「くっ、テメー……好き放題言いやがって……。いいだろう、受けてやんよ……」

「いいこと、一生だからね？　一生よ？」

　柑奈は二度も繰り返した。

「くうう……。偉そうなことばかり言いやがって……。まぁ私が勝てばいいことだからな。次は私が勝った場合だ。そのときは、柑奈に地球連合部に入ってもらう」

「……はああ？」

　柑奈は目が点といった様子だった。

　構わず明日菜は語り続ける。

「私が三人の部員を獲得するということは、私を含めて四人。そこに柑奈が加われば五人になるわけだな。五人になるということは……この学校の部活動に関する校則……」

「部員が五人になれば、部室が割り当てられる……」

「そうだ。柑奈を入れて五人になれば、地球連合部は部室を持つことになる。地球統一の野望に向けて、輝かしい第一歩を踏み出すということだ」

「部室なんかなしでやりなさいよ。屋上で野ざらしだっていいじゃない。だって地球連合部だよ？」

「バカ野郎テメー、地球連合部に部室なしなんてありえねぇだろ。重大な機密だって扱うのに、屋上でやったら軍事衛星から丸見えじゃねーか。私らの計画が、米軍や日本政府に筒抜けになりかねないだろうが」

「どうして衛星から監視されるっていう発想ができるのかしらね……。自意識過剰もいいところ……」

「じゃあ、決まりでいいんだな？　新たに三人の部員を獲得できたら、柑奈が地球連合部に加入すると」

「ダ、ダメよそんな……。完かん璧ぺきに完成される予定の私の輝かしい経歴に、地球連合部なんて黒歴史が刻み込まれるなんて……」

　青くなる柑奈に、明日菜が勝ち誇ってみせる。

「はーん。やはり柑奈は口ばかりか。私の前から逃げ出したのは柑奈のほうだったようだな。戦う前から勝っていたとはこのことか」

「くうううう……」

「呆あきれたな。もし柑奈が勝てばこれからは『様』付けで呼んでやろうと同意したのにさ、柑奈のほうは泣きながら逃げ出すんだからよぉ」

　得意絶頂といった面持ちで、明日菜は俺を見やってくる。

「なぁ隼兵、聞いてたよな？　私さぁ、まーた柑奈に勝っちまったよ。そういや先月の校内模試では、私が学年一位、柑奈が学年二位だったんだ。柑奈はおめでとうとか言いながら、口元が震えてやがんの。どうせ柑奈なんか、本気を出した私に勝てるはずもないのにさぁ」

「……だったら……賭けの期間は一週間だけ。それなら、私は受けてもいい」

　柑奈は半ば涙目になっていたが、絞り出すような声で小さく口にした。

「一週間!?　期間指定ありかよ！　私はいつでも三人獲得すればって話だと思ってたのに」

「その一週間には、今日も、土日も含めてだよ」

「だって今日はまだ何も募集活動の計画なんて立ててないし、土日なんてまず無理だろう！」

　今日は月曜日だ。柑奈の指定条件とすれば、賭けの終了日は日曜日ということになる。だから実質的に活動できるのは、月曜日である今日、火曜日、水曜日、木曜日、金曜日の五日間だけだろう。土日に学校に来るのは一部の運動部員だけだろうし、金曜日までには勝負をかけないと厳しい。

　得意げに柑奈が口にする。

「どうするの？　それなら、受けてあげてもいいけど？」

「くうううう……柑奈のくせに生意気だぞ……」

　明日菜は悔しげに言葉を絞り出した。

「…………」

「…………」

　そしてしばらく、二人は激しく睨にらみ合あった。柑奈は自信に満ちていたし、明日菜のほうは忌いま々いましそうな面おも持もちだ。

　やがて明日菜が、諦あきらめたように口を開く。

「……わかった、いいだろう。期間は、今日も土日も含めて一週間。次の日曜日までだ。その間に、地球連合部員を三人増やせれば、柑奈もこの部活に入部する。そのときは地球連合部に晴れて部室が割り当てられることになる」

「地球連合部じゃ、一週間で三人の確保なんてどうせ無理」

「逆に三人の獲得ができなければ、私はこれから一生、柑奈のことを『様』付けで呼んでやる……。どんだけ偉ぶった女王様なんだよクソが……。腹立たしいが、それでいいんだな？」

「ＯＫよ。私の勝ちは決まったみたいなものだけどね」

　柑奈は意気揚々と同意した。

　見るからに荒くれで、極端なまでに物事を追求しようとする明日菜。対して、一見すると常識人で人当たりもいいのに、その実はリアリストで表裏があり、他人を下に置きたがる女王様然とした顔を隠し持っている柑奈。どちらも、友達にするにはいささかクセの強いタイプには違いない。

　俺のことなどすっかり蚊帳の外で、二人の戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされたのだった。





　　　






　放課後、俺は明日菜に呼びつけられ、一緒に屋上までやってきていた。何でも地球連合部の部活動を始めるらしく、手伝ってくれと頼まれたのだ。ここ数日、放課後は明日菜と連れ立ってラーメンを食べたり、バーガーショップで話をしたりしていたので、それが屋上になっただけである。

　俺たちは地べたに腰かけて向き合った。

「記念すべき地球連合部の第一回部活動だな！　燃えてきたぜええ！」

　明日菜はそう叫んだが、いつでも暑苦しいほどに燃え盛っているのが明日菜だと思う。

「そもそも俺は部員じゃない。明日菜が一人で部活を開いているところを見物に来たといったのが実態だ。だから第一回部活動と言われたって、明日菜が一人で開いているみたいなものだからな。想像すると恥ずかしい状況かもしれんぞ」

「んだとこのアンポンタン野郎が。恥ずかしいのは隼兵の存在それ自体なんだよ。どういう脳みその構造になってんだよ、一回生まれ変わって来いや」

　明日菜の暴言にはすっかり慣れきってしまっている自分が不思議だ。これはもう挨拶みたいなものだろう。

「飲むか。どっちがいい？」

　俺は手に持っていた袋から、二本の缶、コーヒーと紅茶を取りだした。

「おう……。弱虫隼兵のくせに、なかなか気が利くじゃねぇか」

　明日菜はコーヒー缶を受け取った。弱虫と気が利くことには何の相関関係もないと思われる。とにかく息を吸うように暴言を挟み込んでしまうのが明日菜なのだろう。

「この部活動、どこまで本気なんだ？　いや、明日菜が冗談を口にするようなヤツじゃないことくらい、ダチになってみてよくわかるようになってきた。だが地球統一なんて想像つかないぞ」

　俺は紅茶の缶のキャップを開け、喉を潤した。

「ったくよぉ。隼兵には、何でもかんでも私が手取り足取り教えてやらなきゃなんねーから困る。とんだ出来損ないの弟分だぜ……」

「いや、そこは教えてもらわなくちゃわからないだろ。具体的に教えてくれ。不可能に思えることを、どうやって成し遂げようっていうんだ？」

　明日菜は鋭い視線を向けてくる。

「この人類社会ってヤツは、何によって突き動かされていると思う？」

「何によってって……ずいぶん唐突な問いだな。うーん……」

　缶を地べたに置いて、俺はしばらく悩んだ。

　うなっている俺を見かねてか、明日菜が手振りを交えて口にしていく。

「この社会ってのは自由に見えて、実際には私たちの社会を形成させている空気みたいなものがあるだろう。社会が戦争に向かったり、特定の芸能人が人気になったり、何かの法律を成立させたり、悪人を罰したり……そういった様々な物事を取り決めているものがある。それは何だ？」

「やっぱり、金じゃないか？」

「資金はたしかに大事だが、それだけで社会の空気を形作ることはできない。仮に、うなるような金があっても、社会の空気が金持ちを攻撃するものに一変すれば、目を剝むくような富がかえって足あし枷かせになってしまうことだってありうる」

「社会の空気、か……。世論みたいなものなのかな？」

　俺がそう応じると、明日菜は我が意を得たりといった風に俺を指差してくる。

「そうだ、世論だよ。世論を操れば、極端な例だが、金持ちを憎み、投獄し、虐ぎやく殺さつしろという風潮を創りだすこともできるはずだ。戦争を起こしたりするにも世論の後押しは欠かせないし、革命だって世論の行方ゆくえによって成功もすれば失敗もする。裏で陰謀を企む権力者どもだって、今度は世論をどういう風にコントロールしてやるかと手ぐすね引いてるわけだな。世界を動かす力は世論なんだ」

「じゃあつまり、地球連合部が世界を制覇したり、地球に唯一無二の政府を実現させたりするのも、世論の支持があれば叶うってことなんだな。世界中の市民がそれを心から望めば、世界政府だって用意できる」

「そういうことなんだよ」

「いや、そこはその通りだと思うぞ。そりゃ世界中の人間が明日菜のことを初代地球大統領として支持したりすれば、地球連合部の目的は叶うだろう。全人類が支持してるわけだから、当然そうなるのは不思議じゃないよな。ただし最大の問題は、どうやって世論をそこまで動かすかってことにあるだろ？　そこが不可能だと思うぞ」

　明日菜はうんざり気味に大きく息をはき出す。

「なんで独りよがりの答えを出しちまうんだよ。もう少し考えてみろ、世論を創り出しているのは何者だ？」

「……え？　世論を、創り出す……？」

「カッペはこれだから困る。テメーは本当に文明社会に生きてんのかぁ？」

　カッペとは田舎いなか者もののことだろうか。この街生まれの俺は明日菜と同じ出身のはずだし、いちおうギリギリ東京圏のここが田舎だったら、日本の九割以上が田舎になってしまう。

　最近わかってきたが、明日菜は息を吸うように暴言を吐くものの、暴言の中身自体は大して重要性がないのだ。明日菜にとって挨拶か、それともYesかNoの受け答えの一種なのではないか。暴言はつまり、「No」とか「違う」と相手の意見を否定する意味合いなのだろう。

　俺が言う。

「世論を創ることができるとすれば……新聞とかテレビ？」

「そうだ。世論を生み出しているのはマスコミだ。多くのヘタレ市民どもは一見、世論は民衆が生み出して、それをマスコミが報道しているだけだと思い込んでいる。だがそれは因果関係が逆だ。実態は、マスコミが報道したものが世論を形成し、ヘタレ市民どもはそれを自分たちが創り出した空気だと勝手に思い込む。要するに人類の大多数は無能でアホ揃ぞろいってことなんだよ」

「なるほど……。言われてみれば、まぁ、確実にそういうところはあるよな」

　考えてみれば、ありとあらゆる物事は、マスコミが報道しないと世間一般の人々は誰も知らないままになってしまうだろう。知らないものを買いたがるわけもないし、知らないサービスを受けようとするわけもない。もしマスコミ情報がなかったら、身の回りにあるものだけで別に困らないし、十分満足に暮らしているはずだ。何らかの形でマスコミが関わり、その情報を受け取るからこそ、俺たちは余計な商品を買い、サービスを受けることになる。

　スポーツだって普段は大して興味はないはずなのに、テレビで報道されていると、知っているのが当然だという気分になってくる。国会議員だって、マスコミに取り上げられない人間が当選するのはなかなか難しいだろう。

　また、ネットで扱われている議論の大半も、結局のところテレビや新聞や雑誌が扱ったものだ。最近ネット上のあらゆる場所で目にする大手マスコミに対する反発の声だって、ある意味で言えば世の中を覆うマスコミの影響からまったく脱することができていない何よりの証しだろう。

　明日菜が身を乗り出してくる。

「マスコミが報道しなければ、世論は生まれないってことだ。オリンピックだって、もしマスコミが一切情報を扱わなかったら、誰も見向きもしないものになる。どれほど優秀な政治家だって、マスコミが取り上げなければ大物にはなれない。情報を制する者が世界を制する。信じたくない現実だが、この社会はマスコミが統治しているようなものだ」

「そう考えるとショックだな……。俺たちは選挙で政治家に一票を投じることで社会を変えていったりできると思い込んでいる。だが実像はまるで違うわけだ。誰もマスコミの人間たちを信任なんてしてないのに、実際に社会を作っているのはそっち側だったということか。……だが、その現実が、地球連合の活動とどう結びつくっていうんだ？」

　俺の問いに、明日菜は呆れた様子で首をふる。

「どこまで頭ムチャクチャなんだ隼兵はよぉ……。ここまで言ってまだわかんねーのか？　シンプルな話だ。地球連合部が、世界の世論を支配するテレビ局を創ればいいんだよ」

「テレビ局を……創る!?」

「世界中の人間が、地球連合部が発信するニュースを見て、地球連合部が作るエンターテイメントに一喜一憂する。世界の情報を統制できれば、私たちの勝ちだ。いずれ世論は、自然な流れで、私たちが用意する地球統一政府を支持するようになる」

「いやだって、新聞部を始めるのとは訳が違うだろ……？」

「訳が違ったから何だっていうんだ？　こちとら、ガキの遊びをしたいわけじゃねーんだよ。本当に本気で、地球の色を塗り替えてやるんだ」

「そうだった……明日菜なら、何だって極端なまでに大真面目なんだよな。なるほどな、世界中にくまなく影響力を持つテレビ局を創ることができたなら、ある意味でそれは世界征服が叶っている状態というわけか」

「私たちが創る報道機関では、常に正しいと思うことをしていきたい。特別なニュースがないときは、無理に報道を作り出したりする必要はない。広告主からの影響を決して受けないことも強く打ち出していきたいし、相対する意見を持つ他のメディアや学者や政治家の意見も必ず盛り込んでいくように努めたい」

　明日菜は続けてゆく。

「そこで働く社員は固定化させたくないし、できるだけさまざまな業界で深い経験を積んだ人間たちが携わるメディアにしていきたい。そういった正しい行いをコツコツ積み重ねていって、人々の信頼を獲得し、やがては地球のすべてに影響力を持つ。私たちは正義を追求するが、同時に情報操作も仕掛けるわけだ。そして世論を動かし、世論が自ら望んだように見せかけて地球統一政府を打ち立ててしまうんだ」

「世界の人々が自らの意志で地球統一政府を創りたがっているように演出していこうって訳だな？　それを成し遂げるためにも、世界一影響力のあるメディアを確立させてしまうと」

「木で偶くの坊ぼうの隼兵にも、ようやく理解できたようだな。出来損ないの弟子を持つと気が滅め入いるってもんだぜ」

「ただ、それだけのテレビ局を創るっていうのも並大抵のことじゃないだろう。途方もない道程のはずだ」

「愚にも付かない無駄口を叩いてんじゃねーよ。途方もないなんて当たり前だろ。それこそが人生だ。だいたい漠然と世界征服を目指すより、具体的な中継地点を示したほうが遙かに現実に近づいているだろ」

「それはそうだ。適当に地球統一政府を創るなんて言われるより、ずっといい」

「地球連合部が、世界人類のあらゆる間違いやタブーをひっくり返し、社会に巣くう利権野郎どもを根こそぎぶち殺してやろうって寸法だ」

「ただ、テレビ局を創るっていっても、放送免許とかもあるだろうし、スタジオを用意したり、カメラ機材を買ったりしていかなくちゃならない。電波利権とかもあったりするって話だろ？　テレビ局や新聞社なんかの色んな事情も調べていかないとな。めちゃめちゃ大変な作業だし、莫大な資金もかかりそうだ」

「だから資金も集めるぞ。最初は自分たちでこなせるインターネット放送を使って運営しつつ、スポンサー集めも開始だな。自分たちで稼ぐことも必要になってくるだろうよ」

「スポンサー集め……気の遠い話になりそうだ……」

「何も街頭に立って募金を集めるわけじゃない。実際にメディア活動をしながら、その広告主を集めてやっていくんだよ。もちろん自分たちでも資金をコツコツ稼ぎ出し、運営費を捻ねん出しゆつしていかなきゃならないな」

「やることは山積みだ。本当に明日菜の構想が現実味を帯びてくれば、たしかに衛星で監視されるって話も満更妄想じゃないんだろうな。尤もつとも、それほど影響力を持ったときには、自分たちでビルを持ってたりしそうだけど」

「そのインターネット放送の主軸として、これから地球連合部では、定期的にニュース配信をしていこうと思うわけだ」

「ニュース配信って簡単に言うが、どうするんだよ？」

「部活設立したばかりの最初のころは、気追い込まずに毎週一回一○分程度でいい。自分たちで撮影して、ネットに番組を掲載していく。そうやってノウハウと実績を積み上げていき、早いうちにスポンサーとかも見つけられると尚のことベターだ」

「高校生の番組にスポンサーなんて付くだろうか？」

「内容と話題性次第だろ。一定以上の視聴者が見込めるようになれば、広告出稿にメリットを感じるスポンサーは必ず出てくる」

「けどさ、内容と話題性っていうけど、俺たちはまだ高校生なんだし、そんなに注目されるコンテンツを簡単に集められるだろうか？」

「テメーは質問ばかりだな！　うぜぇんだよ」

「部活の具体的な方針について初めて聞いてるんだから、質問ばかりになるのは当たり前だろう……」

「話題性を掠さらう方法は幾らでもあるだろうが。その気になるかどうかだけだ」

「あるか？　たとえばどんな？」

「これは究極の例だが、隼兵が素っ裸で日本全国を旅行するインターネット放送なんかを行えば、話題性だけは掻かっ攫さらえるだろうが。驚異のバカ番組として大手メディアのニュースで報道されても不思議じゃない」

「いやそれ以前に逮捕されるだろ。話題性という意味では勝てるだろうがな。それに、あまりにハレンチな企画すぎてスポンサーが付かないよ」

「そうだ、多数のアクセスを集めることは重要だが、スポンサーを付けることができる高尚な番組であることも重要だ。そして、私らが取材できる範囲の内容でなくてはならない。話題性と高尚さ、そして取材で他の記者たちに勝てる番組にできるかどうか、そのバランスが重要だ」

「毎日仕事として取材している記者たちに勝てるとは思えないが……」

「職業として取り組んでいる記者どもを逆手に取る方法があるんじゃないかと、私は思うんだよな。同じ内容を取材しても、取り組む時間を考えれば、たしかに私たちに軽々と対抗できるはずもない。だから別の角度から攻められるんじゃないかと思う」

「どんな角度からだ？」

「大手メディアと同じ次元で競い合って報道をするよう力むんじゃなくて、大手メディアの報道内容が正しいかどうかを検証する番組なら勝負ができるんじゃないかって思う。その日に最も注目されているニュース報道が正しいかどうかを検証して評価をし、正しい内容であればそれを褒め讃たたえ、間違いや誇張を含んだ報道ならそれを攻撃していくような番組がいいんじゃないかと考えているんだ」

「なるほど。他のメディアと一緒になって報道合戦に参加するわけじゃなくて、一歩引いて、彼らの報道を検証していくわけか。それならまだ……」

「たとえばこれよ──」

　言いながら、明日菜はバッグから新聞を一部取りだした。わざわざ新聞を持ってきている高校生は珍しい。

　新聞を受け取った俺は、一面記事を眺めやった。

　明日菜が説明してくる。

「今日の一面トップには、日米同盟強化に反対する平和デモが国会前で大規模に行われたことが大きく扱われているな。学生デモが五○○○人にまで膨れあがっていると見出しにも出ている。こいつは本当か？」

「学生って言われても、さっぱり実感がないな。少なくとも俺らみたいな高校生じゃないだろう。たぶん大学生あたりか。よほどの暇人集団なんだろうな」

「うちのオヤジが昨日は永なが田た町ちように行ってたから、現場の実際を訊いてみたんだよ。そしたらオヤジは、『五○○○人どころか、実数はその三分の一もいないように見えたし、定年退職したような老人が大半を占めていた。学生の集団だとはとても思えなかった』という答えだよ」

「それ本当かよ……？　なんか……マジ腹立つな……。どんだけ適当なんだ、この新聞。こんな噓八百の報道が、本当にまかり通ってしまってるんだな」

　腹立ち紛れに俺が新聞を握りしめると、明日菜がもぎ取るように新聞を奪う。

「だが、こいつが報道の実像だ。この新聞は公称数百万部を発行する超有名紙だぞ。ただし、報道内容を頭から否定できるわけでもないだろ？」

「いや、否定できるだろ。詐さ欺ぎ同然だよ。恥ずかしいと思わないのか、この記事を書いた記者や、一面に掲載を許可した新聞社は」

「そう感情的になるなや。記事の五○○○人は、これはもしかしたら『のべ人数』のことかもしれねぇ。デモは数時間にわたって行われたわけだが、途中で帰ったり、新しく参加した連中だっているはずだろ。合間にメシ食いに行くため抜けて、また戻ってきたら二人と数えられるかもしれねえしな。ということは、トイレに行って来ただけで一人なのに二人という計算だ。ならば、出入りした人間たち全部含めたら五○○○人に達する可能性がゼロとは言えない。この新聞は、そういったことまで理解していて、ギリギリのところで書いてるわけだ。世論を意図通りに動かしたいためにな」

「そうかもしれないが、それでも俺にはムカつくけどな。何なんだよ、この新聞」

「ただな、この新聞は単なる一つの例だぞ。大なり小なり、すべてのメディアが同様の行為を行っている。第三者が聞けば、捏ねつ造ぞうまがいのことまでやってのけている記事や報道なんざ幾らでもある。記者だって人間なんだから、自分の考え通りに世論を動かしたいと思うのが人情だろ？」

「人情って言われたってな……。そんなのがまかり通るのは許せない」

「だからよぉ、そこが逆手に取れる部分だと思うんだよ。私たちは、この記者たちと同じ次元でニュースを追いかけるわけじゃなくて、こういったマスコミ報道を監視していく役目に徹すればいいんじゃないかって思うわけだ。それなら、最初の細々としたインターネット放送にだって勝機はある」

　明日菜は新聞をぞんざいにバッグに突っ込み、手振りを交えて続ける。

「この一面記事の報道が正しいかどうかは、直接、国会議事堂に行ってみれば確認できるだろう。前日に行われた出来事なら自分の目で確認する術はないが、そのデモを監視していた警官たちに直接話を聞きにいってみれば、真偽はすぐにわかることだ。そうやってコツコツと、報道内容を検証していく番組ならば、私たちにだって対抗することは可能だろうし、比較的かける労力も少なくて済む。そうした活動を積み重ねていけば、スポンサーを集めることだって可能になってくるだろ？」

「なるほど……」

「そしてだ、地球連合部では、メディアの格付けをしていこうと思うんだよ。どのテレビや新聞が比較的正しい報道をしていて、どこが捏造まがいの報道にまで手を染めるか、私たちが決めてゆく」

「格付けってどういうものだ？」

　俺が聞くと、明日菜は片手で顔を覆う。

「たはー、このド阿あ呆ほうにはそんな基礎から説明していかなきゃなんねーのかよ。先が思い遣られるってもんだぜ。よくニュースとかで聞かないか、金融の格付けみたいなものを」

「ああ、知ってる限りだと、日本国債の格付けが下がったとか、アメリカ国債の格付けがどうなったなんて話を聞くな。あと金融機関や金融商品も格付けされてるんだっけ？　ＡＡＡとかＢＢとか」

「それだよ。そんな格付けはアテにならないなんて話もあるし、その通りだろう。だがよ、かといって資金の運用担当者なんて大半がサラリーマンだから、自分の能力一つで資金の配分を決めることは恐ろしくてできねーものなんだよ。失敗したら解雇されるかもしれんからな。だから格付けを見て、一応この金融商品は安全だとか、これは危険だとかいう判断を丸投げしてるんだな。大多数の人間が、社会的思考をマスコミに丸投げしているのと一緒みたいなもんだ」

「そういう格付けを、金融商品とか銀行に対してするだけじゃなくて、ちゃんと実績を測って、ありとあらゆる報道機関に付けていくということか？　そして報道機関を評価する立場に立つことによって、世間の注目を惹ひき、やがては自分たちのテレビ局設立に繋つなげていくと」

「そういうことだ。私たちが悪い格付けをすれば、その報道機関を公開処刑しているのと一緒くらいになればいい。そうした活動を通して私たちは一般大衆の信頼を獲得していくって寸法だ。やがては自分たちの巨大なメディアを所有し、世論をコントロールする立場に就き、地球統一政府の樹立まで繋げていこうって計画だ」

「結局最後は、俺たちも世論をコントロールしようとするんだな。その新聞みたいに」

「だからそれこそがマスメディアの本性だって言ってるだろう。最初に言ったように、この社会を形作っているのはメディアの報道だ。私たちが報道機関として名を成せば、それは自然に世論をコントロールしているも同然になる」

　明日菜は咳せき払ばらいをして、先を続ける。

「最初は日本の報道機関だけが対象になるが、ゆくゆくは世界すべての機関の格付けを行い、それを公表し、私たちが世界を導いていく。公の場で、多くの有識者と議論を重ねながら、すべての議論の流れを公開して格付けしていきたいところだ」

　明日菜の話はなかなか理路整然としているように聞こえた。非礼な振る舞いの数々のわりに、意外にも明日菜は無鉄砲なばかりではないようだ。

　俺が確認していく。

「話をまとめてみると……地球連合部の最初の柱は、定期的なインターネット放送。そして肝心の放送内容は、報道機関が配信したニュースや記事の検証を行っていくこと。そこで各報道機関の実績を分析し、格付けをする立場になることで、多くのマスコミに影響を与える立場になっていくと」

「同時に、その活動に協賛してくれるスポンサーを見つけていかなくちゃならねぇだろうな。莫大な資金を集めて、自前の放送局を持てるまでになるといい」

　明日菜は空を見やって続けてゆく。

「いずれにしろ、野ざらしで活動するわけにはいかねぇだろ。雨降ったら活動中止なんてふざけたことをしてるヒマはないんだからな。放送の収録をしていくためにも、スタジオとなるべき部室の確保が必要不可欠だ。だからこそ部員は五人にする必要があるし、部員として柑奈の野郎を地球連合部に引き入れるチャンスを活かしていかなきゃならねぇ。じゃねーと私は柑奈の野郎を『様』付けで一生呼びつけることになっちまう。冗談は脳みそだけにしろって話だ」

「期限は一週間だろ？　かなり厳しい勝負だな」

「そのくらいやれなきゃ、地球統一なんて話どころじゃねーよ」

「あと二人か……。土日の活動は無理だけに、実質的には金曜日までの勝負……」

　考えながら俺は言った。

　明日菜は問い返してくる。

「二人？　三人の間違いだろ」

「間違っているのは明日菜だ。俺もいるんだからな」

「はあ？　何だ隼兵、さっきは部員じゃねーとか抜かしてやがったろうが。いつ考えが変わったんだよ」

「意外に真面目に考えてる明日菜の話を聞いて、俺も手伝ってみようかと思ったのさ。まぁいずれにしろ、兄貴分が何かを始めるというのなら、幾らかは手伝わなくちゃならなかったはずだろ。こんな壮大な目標がどうなっちまうのか成り行きには興味もあるし、参加してみるのも悪くないかってな」

「地球連合部の名前が恥ずかしいとか抜かしてやがったじゃねーか」

「よく漫画とかアニメであったりしないか。身内の緩い集まりなのに、冗談交じりに変な名前や壮大な名前を付けちゃうような部活がさ。現実でそれをやられたら困るところだが、話を聞けば聞くほど、明日菜は本気で地球を一つに連合させようって思ってるんだろ？　だったら別に痛々しい名前ってわけでもない。目標通りの、ごく普通の名前だったんだよな」

「へっ、とんだ食わせ者野郎だぜ……。隼兵が嫌だっていうから、私としてもこれ以上は強く誘うのは憚られていたんだ。それが隼兵から申し出てくるなんざ、狐につままれた気持ちっていうのはこのことだ」

　明日菜が笑みを嚙み殺すようにして、妙に嬉しそうな様子を必死で隠そうと取り繕つくろっていたので、なんだか微笑ほほえましくなった。そんな明日菜の表情をしげしげと見やっていると、明日菜は顔を逸らして続ける。

「なんだトンチキ野郎、あんまりこっち見るんじゃねえ！　……しゃあねーな、私が隼兵を鍛えてやる。手間ばかり掛けさせやがって、減らず口ばかりの役に立たねぇ弟分だぜ」

「というわけで、柑奈獲得まであと二人で済むというわけだ。かなりハードルは高そうだが、二人くらいなら間違えて入部してくれるなんて可能性がないわけじゃない」

　俺は慎重に構えていたが、明日菜は楽観的に応じる。

「二人だったら楽勝だろ。第一、私らは正義の部活だぞ。世界をひとつにまとめ、おかしなこと、間違ってることを根こそぎ糺してやろうっていう部活動なんだ。話を聞けば、誰だって入るに決まってる」

「だから明日菜はさ、自分の正義感が燃えさかりすぎているせいで、人様も同じだと思い込みがちなんだよ。柑奈も諭さとしていたが、そんな風に思える人は少ないものだ。地球のことや社会の不正より、自分の身の回りのことのほうが大切だろう。それだけで精一杯なのが普通の人の人生だ」

「だが真しん摯しに語ればわかってくれる相手だって多いはずだ。私はそう信じている」

「残念ながらそれは違う。生徒会長選挙で、あれだけ熱く正義を語っても、たった三票しか入らなかったのが何よりの証明だろう。他人の力に頼っちゃいけない。やるなら、自分たちでやるしかない」

「洟はな垂たれ隼兵のくせに、少しはまともな口を利くようになったじゃねぇか……」

「だけど話を聞けば、そんな普通の人の人生を、巨大なテレビ局を創って動かしてやろうとしているわけだろ？　案外、明日菜はちゃんと考えているんだなと俺には思えた。地球連合部の名前にも、それほど違和感がなくなった。だったら弟分として、部に参加してやろうと思ったんだ。一般人を大勢巻き込もうとするんじゃなくて、本当に身近で色々考えてくれる大事な仲間を何人集められるかが勝負じゃないか？」

「その通りだ。私が言いたいことを隼兵が代弁してくれたな。真の友情で結ばれる熱い仲間を何人獲得できるかが最初の勝負になる。私たちなら軽く乗り越えられるだろうよ」

「友達が誰もいない明日菜には猛烈に高いハードルだろうがな」

　冗談交じりに俺は言った。

「んだと三太郎が。友達は数じゃなく、質こそが大切なんだよ。深さこそがすべてなんだよ。緩い友達なんざ願い下げだろ。友のために命を差し出せるかどうかが重要なんだ。私には義兄弟の契りを結んだ隼兵がいる。私のリア充っぷりに敵う人間なんざ誰もいやしねえ。隼兵という義兄弟を獲得できたことだけでも、すでに私は人生の勝利者だ」

　ここまで俺との友情を高らかに表明して来られると、なんだか気恥ずかしくなってくる。しかも明日菜は普段は暴言ばかりだとしても、俺のために身体を張ってくれるであろうことを、なぜだか信じられた。

「そうだな。まずは一刻も早く部員を獲得して、部室を割り当ててもらうことから始めよう。やれるところまでやってみるか」

　俺は自らの決意を込めて、強い口調でそう言った。













「今週いっぱいは部員の勧誘活動に注力しねーとな。天下の地球連合部が、いつまでも活動拠点もなく彷徨さまよってるわけにはいかないだろう。番組収録のためのスタジオは、やっぱ部室じゃねーとな」

　野ざらしの屋上、快晴の空を見上げながら明あ日す菜なが言った。

　肩をすくめて俺おれは応じる。

「天下だったことは一度もないがな。明日菜は休み時間中も勧誘活動をしてたらしいな？　成果あったか？」

「けっ、腐くされ外げ道どうばかりで参っちまうぜ……。何のために生まれてきたのか百万の言葉で問い詰めてやりたいところだ」

「そんなもんだろ。だいたい今は二学期が始まったばかりだぞ。部活案内の時期じゃないし、どこかの部に入るようなヤツならとっくに全員入ってるよ。部活の移籍なんて早々簡単に決断できるような話じゃないしな」

「たわけが！　なんでいきなり諦めてんだよ。この程度のことが成し遂げられずして、地球統一なんてできるわけもねーだろ」

「いやだから、すでに部活に入ってるヤツを勧誘しても無駄になる可能性は高いと思うんだよな。ここは帰宅部に絞るしかないだろう。時間も限られているんだし、効率的にいかないとな」

　明日菜は舌打ちし、顔をしかめて腕を組む。

「なら、帰りの生徒を狙ねらうしかないな。まだ放課後になったばかりだし、今なら校門の辺りで張っておけば、帰宅部の連中を大量に捕まえられるだろう」

「そうしよう。今日は火曜日。実質、水、木、金と四日しかないんだ。できれば今日中にも一人は確保したいところだが……」

「二人して校門で待ち構えてても非効率だ。二手に分かれようぜ。私が校門で網を張るから、隼兵はそれ以外を狙ってくれや」

「それ以外ってどこだ？」

「教室でダラダラ喋ってる連中に声を掛けて回ってもいいし、廊下や下駄箱でもいいだろ。よし、隼兵は校内担当だ」

「了解した。可能な限りやってみるよ」

　俺と明日菜は屋上をあとにして早速二手に分かれ、それぞれ勧誘活動を開始したのだった。





　　　






　学校の外は明日菜に任せ、俺は廊下を往き来する生徒たちに声を掛けて回っていた。

「ごめん、突然だけど、ちょっといいかな？」

　俺が声を掛けると、男子生徒は不思議そうに訊きき返してくる。

「何？」

「部活入ってる？」

「いいや、何も」

「そいつは丁度いい。新しく設立したばかりの部活の勧誘なんだ。地球連合部に興味ないかなって声を掛けてみたんだけどさ」

「地球、連……え？」

　男子生徒は予想外だと言わんばかりに息を飲んだ。

「ちょっと壮大な部活名に聞こえるかもだけど、実はちゃんと目的を示した名前なんだよ。漫画やアニメっぽい痛々しい名前を好んで付けたわけじゃないんだ。だから安心してほしい。地球連合部ではさ、ゆくゆくは地球統一政府を樹立したいと企くわだてている。そのための道筋も色々考えてて、世界の世論を操るようなテレビ局を始めてみることを考えて──」

「待って、それって一いち條じよう明日菜の例のヤツ……？」

　なぜか男子生徒はゼエゼエと息を切らせていた。

　俺は満面に笑みを浮かべ、なるべくポジティブに受け止めてくれるように明るい声で応じる。

「そうそう！　明日菜はちょっとアレな感じの有名人だけど、みんなが思ってるほど変なヤツじゃないんだよ。人当たりが極度に悪いだけで、話してみると面白いし、深いことを色々考えているんだなってわかるはずだ。よかったら明日菜も交えて話だけでもしてみない？」

「う……まったく興味ないっす……」

　たちまち男子生徒の顔が青ざめた。

「ええと、もう少し話を──」

　俺は懸命に呼び止めようとした。だがその男子生徒は、俺を振り切るようにして、そそくさと立ち去っていってしまった。せっかくの帰宅部だったが、取り逃したのは痛い。

　次に通りかかった女子生徒に、臆せず俺は声を掛けていく。

「突然だけど、ちょっといい？」

「え？　たしかＤ組の……」

「部活、入ってるかな？」

「手芸部です」

　特定の部活に入っている相手だと、かなり難しい交渉であることは承知していた。帰宅部かどうかの見分けが付けばこの女子生徒に声を掛けることはしなかったろうが、訊いてみるまでわからないのだから仕方がない。ただ、せっかく話しかけた以上、ダメ元で軽く話を振ってみることにする。

「あ、そっか。熱心なほう？　部活変えてみる気持ちない？」

「いえ、特に……」

「新しく創った地球連合部って部活動の勧誘なんだ。ほら、一條明日菜っているよね。彼女が始めた部活動で──」

　明日菜の名前を聞いた途端、女子生徒の表情はたちまち歪ゆがむ。

「ごめんなさい、急いでるので」

　女子生徒は耳を塞ふさぐようにして、俺の横を小走りに駆け抜けていった。

　──やはりダメか。

　予想はできていたことだが、勧誘のハードルがあまりにも高すぎる。

　部活勧誘の時期が悪いし、地球連合部などという気宇壮大な看板を掲げるのも問題があったし、何より明日菜は悪い方向で有名人でもあった。本当の明日菜は義理堅く、極端なまでに真ま面じ目めな性格なだけなのだが、表面しか見ない人たちにとっては乱暴者やいじめっ子タイプにしか思えないのだろう。

　その後も俺は一○人ほどの生徒に声を掛けてみた。だがその全員が、けんもほろろな対応で、逃げるように俺の前から去っていったのだった。

　どうしたものかと悩みながら、俺は廊下の窓際で外を眺めやった。ここからなら、校門の辺りまで見渡せる。校門そばでは、ちょうど明日菜が帰宅する生徒たちに声を掛けて回っているところだった。明日菜のほうも俺と同じで、誰もがそそくさと横を走り去ってしまうようだ。しかし俺と違い、明日菜は少しも諦める様子がないようで、めげずに次々と生徒たちに語りかけていった。

　校門周辺の様子をぼんやり眺めていたとき──。

「隼しゆん兵ぺいくん。この世の終わりみたいにゲッソリして、どうしたの？」

　ふと声を掛けられ、俺は視線を向けた。生徒会長にして明日菜の唯一の友達──天あま宮みや柑かん奈なだ。

　俺は振り向いて窓辺に寄りかかり、肩をすくめる。

「わかる？　そりゃわかるよね。なかなか上う手まくいかなくてさ、地球連合部の勧誘」

「そう言えば明日菜から、地球連合部に隼兵くんが入部したって聞いたよ。それ本当なの？」

「事実なんだ。色々考えてね」

「どういう風の吹き回し？　普通の人はそんな決断しないと思うよ。まぁ隼兵くんは明日菜と義兄弟なくらいだから、普通じゃないかもしれないけど」

「ははは、普通じゃないのは認める。意外とちゃんと方針を考えてる明日菜に、ちょっと意表を衝つかれたんだよね。地球統一とか叫んでた時点ではどうかと思ったけど、そのための布石をちゃんと決めてるんだと知って、そこまで悪くないかなって」

「巨大なテレビ局を創るって計画……だよね？」

「そうそう。その発想は面白いなと素直に思えた。雲を摑つかむような話じゃないから、それならありえるんじゃないかなって」

　そんな俺の言葉に、柑奈は首をかしげる。

「そうかなぁ？　私はぜんぜんありえないと思うな。明日菜は頭が悪いタイプじゃないから、考えなしに地球統一を叫んでるわけじゃないのは知ってるよ。だけど巨大なテレビ局を創るって、絶対手が届かないほど大きすぎる話だと思わない？」

「そこの受け止め方が柑奈と違うんだな。俺にはまるで考えられない話だという印象は受けなかったんだよ。今の時代って、パソコンやスマホでドラマや映画をオンデマンドで視聴できるサービスとか、個人番組のようなものを持てる動画投稿サイトみたいなものが普通になってきてるよね。自分のことを考えてみると、テレビを見る機会なんてめったになくなってしまった。だから、ネットを中心にする新しいメディアなら、なんだか手が届きそうな気がしている」

「なるほど……隼兵くんにはアリだって思えたわけか。既き存ぞんのテレビ局みたいなものではなく、まったく新しい方向なら、隼兵くんは考えられると受け止めたのね……」

「たぶん柑奈よりネットを使ってるほうだと思うから、そういう印象だったのかもしれない。あ、意外と考えられる方向だよなぁって。地球統一とか言われた時点では、さすがに俺もナシだったよ。だけどテレビ局って具体化されれば、俺のなかではアリだ。放送免許を取ったりするような局だとまだハードルは高いけど、ネットに軸足を置いた形で、視野を広げて考えていけると思う」

「意外とネットオタクだったり？」

「オタクってほどじゃないと思うけど……うちの妹がね……妙に詳くわしいタイプなんだ。色々言ってくるから、その影響を受けたっていうか……」

「へぇ、妹さんいたんだ」

「うちの学校の一年だよ。学校ではまったく顔を合わせないけど」

「一年か。生徒会活動に興味を持ったりしてくれないかな？　いま生徒会で、『健康生活がんばろうキャンペーン』っていうのをやっててね、各学年のリーダーを募集してるのよ。食べ物の注意事項とか、生活スタイルの基本を学んでもらって、それを同級生たちに伝えていく役目。なり手がいないから、募集に困ってて」

「なんだその変なキャンペーンは……。明日菜の地球統一キャンペーンのほうがまだマシに聞こえるから不思議だ」

　俺が素直な気持ちを吐露すると、予想に反し、柑奈もうんざりしたように同意してくる。

「だよね～、頭悪すぎだよ。小学校低学年ですかって思わない？　勘弁してよって感じ」

「ははは。生徒会長がそんなこと言っていいの？　だって生徒会で取り組んでるんだよね？」

「別に私たち生徒会のメンバーが発想したわけじゃなくて、先生が押し付けてきたんだよ。こんな無茶振りばっかり。ぶっちゃけ生徒会なんていらないよね」

「おつかれさまだ。だから誰も生徒会長なんて好んで立候補したりしないんだよな」

「先生たちには笑顔で応じてるけど、心のなかではうんざりしてる。バカらしいと思ってもそれを呑のみ込こんで、大学推すい薦せん、大学推薦って唱えてるよ」

「大学推薦が決まった瞬間に、たちまち柑奈は弾けそうだな」

「私がこう思ってること、先生たちには内緒だよ？　もし私の推薦が決まらなかったら隼兵くんのせいだから。一生恨うらむよ」

「大丈夫だよ。柑奈の裏表の激しさを公表したら、柑奈から確実に刺し殺されることは知ってるから。そんな冒険、俺にはできない」

「よろしい。もしもの場合は川で某高校生の遺体が発見されると思うよ」

　そう言って柑奈は笑った。そして、ふと考えるようにしながら柑奈は続ける。

「私、友達多いけど……こんな風に本音を口にできる相手って、明日菜以外だと隼兵くんくらいかもしれない」

「何？　柑奈のなかで俺は、いきなりそこまで昇格してたの？　明日菜フィルターを通ったからかな」

「アレでも明日菜だってバカじゃないから、信用できない相手と義兄弟の契りを結んだりしないよ。私より明日菜のほうが、極端なくらい物事を深く掘り下げるタイプだし、それだけ人付き合いには慎重で、相手のことをよく見てるんだよね。命を預け合うってくらいだから、隼兵くんには大いに認めるところがあったんだよ、きっと」

「案外、明日菜のことを評価もしてたんだな。地球連合部のことで争い合っている最中だから、喧けん嘩かも多いのかなと思ってたけど」

「自分とは完璧に正反対なヤツだから、腹立たしいことも多いけど、嫉しつ妬とっていうか、なんか羨うらやましいなって思えるところもあるんだよね。表面ではいつも役割を演じてる自分とは、まったく違う人生だから」

「ただ柑奈に言わせれば、多くの女性って、みんな何かしら演じてるところがあるっていうんだろう？」

「そのなかでも私は、かなり恵まれた配役を得られているほうだと思う。望めばヒロイン役にだってなれるし、ラスボス役にだってなれる。もしかしたら人生のすべてが、私の思い通りになるのかもしれない」

　すっかり柑奈は本音を打ち明けてくれているようだった。表向きには決して口にしない言葉だろう。

「そうだな。柑奈は恵まれた美人だし、友達も多くて、人望もある。将来、柑奈さえ望めば女子アナにだって、タレントにだって、学者にだって、政治家にだってなれそうな気はするな。そのポテンシャルは確かに感じるよ」

「それだけに前のめりで演じちゃうところがあって、本当の自分とはなんだかずいぶんかけ離れてしまっているような……。みんな私に騙だまされてるんだよ。私の本音なんて見せたら、たちまち嫌われるからね。自分ではかなり裏表が激しいと思うし、嫉妬深いし、あんたたちなんて私の前に平ひれ伏ふしなさいとかまで思ってるし……内心では嫌なことばっか考えてるの」

「ははは、柑奈が女王様っぽい本性を持ってるのは、なんとなくわかってた。でも柑奈の本音は何度か聞いてきたけど、違和感あるようなものじゃなかったよ。うなずけるものが多かったくらいだし」

「明日菜みたいに行き過ぎたほど純粋に生きてる人間がそばにいたせいで、ふと自分の置かれた立場と比較しちゃうんだよね。私って、自分が自分じゃないじゃん、みたいな」

「柑奈が悩んでるようなことって、実は悩むような話じゃないよ。自分のキャラを演じる側面って男子にだってあって、みんな自然にやりこなしていることだと思う。だから、さ。別に今のままでいいと思うし、うまく世間に自分を適合させていることを誇ってもいいんじゃないか。明日菜の素直さは確かに羨ましく映るけど、賢い生き方ってわけでもない」

　そして俺は咳せき払ばらいをして続ける。

「都会の人は、ありのままの素そ朴ぼくな生活を思い描いて田舎いなか暮らしに憧あこがれるものだ。でも実際に田舎に移り住んでみると不便極まりなくて、濃密でドロドロしがちな人間関係があって、結局は都会に戻ってきてしまうって聞くよね。それと似たようなもので、都会の洗練された生き方が柑奈、田舎の剝き出しで濃密な生き方が明日菜なんじゃないかな。どっちも相手の状況にちょっとだけ憧れを持つんだけど、やっぱり相手のようにはなれなくて、自分の暮らしが満足いくものだったっていずれわかるんだ。他人の芝生しばふが青く見えているだけなんだよ」

「……優しいよね、隼兵くんって。しかも落ち着いた考え方ができるタイプで、頼りになりそうな感じがする。ううん、実際に隼兵くんって、かなり頼りにできる人なんだろうね。だからこそ明日菜が手放しで信頼した」

　実感を込めたような柑奈の語調に、俺は驚く。

「頼りになりそうだって？　俺が？　そんなこと言われたのは初めてだよ。誤解だと思うぞ」

「それはきっと誤解じゃないんだなぁ……。恋に落ちたらちゃんと責任取ってくれそう」

　表裏があるのだと自分で宣言する柑奈は、どこまで本気で口にしているのかわからない。だが面と向かって言われると、あまりに恥ずかしく思えた。俺は照れ隠しをしようと口にする。

「明日菜ならここで、『冗談は顔だけにしろ』とか『デブはすっこんでろ』とか言うだろうね」

　みるみる柑奈の顔色が変わる。

「なに隼兵くん？　これでも私、学年で一番の美人ってよく言われるんだけど……？　たぶん明日あたり死んだよね」

「いやだから、明日菜ならって話で！　柑奈が美人だなんて誰だって知ってるからこそ通用する冗談だよ、ホントに！」

　必死で俺は言い訳した。

　それにしても、自分で「学年で一番の美人」などと素面しらふで言えるのは大したものだ。それだけ本音を俺にぶつけてくれているということでもあるのだろう。

「…………」

　柑奈は視線を鋭くしてきたので、俺は両手を合わせて謝罪する。

「ゴメン、ホントに……」

「落ち着いてて大人っぽい割に、男女関係だけは小学生並だよね、隼兵くんって。間違っても女の子に言っちゃいけないことってあるんだけど」

「これから勉強させてください……。どうかそれでお願いします……」

「ふう。子どもの隼兵くんに、私が手取り足取り教えてあげる。しょうがないな、もう」

　膨れっ面なのに、柑奈はそれほど嫌そうじゃなかったのが印象的だった。

　その後、柑奈は生徒会で任された仕事の最中だったらしく、名な残ごり惜しそうに職員室に向かった。一人になった俺は、再び廊下で勧誘活動を再開したのだった。





　　　






　夕方も押し迫ったころ、俺と明日菜は帰宅するため校門を出た。明日菜とは帰りの方角がおおよそ一緒だが、住まいは駅をはさんで反対側らしい。南北に連なる路線の西側に俺の家があり、東側には明日菜や柑奈の住むマンションがあるという。

「隼兵のほうも成果なしかよ。どうなってんだうちの学校はよぉ……」

　ヘルメットをだらしなく被り、愛用のカブを引きながら明日菜は言った。

「厳しいな、かなり。今日は火曜日だから、残された時間は実質、水・木・金の三日間しかない。だが今日の反応を見ていると、見向きしてくれそうな人が見つかるとは思えないな」

「地球上のすべてを覆そうとする戦いに参加しないなぞ、とんだ平和ボケ野郎どもだな」

「いや、勧誘方法を間違っているのは俺たちかもしれない。地球連合部の目標を大真面目に語ろうとするのが、そもそも無理筋なんじゃないか？」

「どういうこったよ？」

「理解しがたい壮大な物事よりも、日常に密着した小さな話のほうが理解しやすいはずだ。世界政府を打ち立てるとか言われたって困る反応を示す相手でも、『一緒に放課後、社会のことを学ぼう』みたいな手軽な話にすり替えれば、話だけでも聞いてみようと考える生徒はいるかもしれない」

　俺は部員を集めることだけに特化して提案したが、明日菜は不満げに口にする。

「おい隼兵、なんで話をすり替えなくちゃならねぇんだよ。そりゃ社会勉強っつーんなら丸っきり噓うそってわけじゃないかもしれないが、軽々しい話で相手に取り入ろうと私は思わない。第一、命懸けの仲間を募集してるんだぞ？　戦場の只中で、自分の背中を預けることになるかもしれねぇ。そして私も仲間の命を預かる。そういう大事なメンバーを集めてるんだ」

「だから、そこまで重々しいものにすると、目が点になる相手のほうが多いだろう。柔軟に対応しないと、部員なんて獲得できないぞ。柑奈との真っ向勝負の最中だろ？　このままじゃ負けることになって、一生『様』付けで呼ぶことになってもいいのか？」

「ぐ……」

「実はさっきちょっと柑奈と話す機会があって、俺たちも、もう少し賢く生きるべきなんじゃないかって思えたんだよな。柑奈はだいぶ賢いだろ。見み倣ならうべきことも多いはずだ。すべてに表裏を使い分ける必要はないけど、時々はそういう側面を利用してもいいんじゃないかってさ」

「ああ……柑奈の野郎はな……。アイツは女らしいっつーか、猫かぶりなところがあるからな。誰でもコロッと柑奈に騙されやがって、一瞬でファンになっちまう。だからアイツは友達も多いし、男子生徒から圧倒的な人気を誇ってやがるんだ。聞けば、近隣の高校にまで柑奈のことを好きな男は多いらしいじゃねーか」

「だろうな。柑奈はある意味、オールマイティだ。恋愛ゲームの登場キャラクターだったらヒロイン確定だろうよ。設定は生徒会長で、勉学は学年トップクラス、スポーツもできて、みんなが憧れる美人」

「だが隼兵のくせに、よく柑奈のことをいきなりそこまで見極められたな？　どこまで表裏があるかなんて探るのは難しい」

「柑奈が自分で言ってたんだよ。私には表裏があるってな」

　意外そうな視線を明日菜は向けてくる。

「柑奈の野郎が!?　ほう……そいつは珍しいこともあるもんだ。それだけ柑奈は、隼兵のことを信頼したってことなのかもしれねぇな」

「そいつは光栄だな。まぁ、俺と明日菜がツーカーだから、下へ手たにキャラ作っても無意味と思ったところもあったんじゃないか」

「昔から、何だって私のほうができた。勉強もスポーツも、大抵のことは私のほうが上う手まくこなしてきた。それで柑奈は私にいっつも敵意剝き出しなんだよ」

「へぇ、柑奈って学年有数の成績だし、スポーツ万能って見られてるし、あんなに美人だし……他の生徒たちからは完璧女子みたいに見られてるよな」

「そう思うだろう？　だが本当に、私のほうが上なんだ」

「……たしかに言われてみれば、実際にはテストの成績だって明日菜のほうが上回ってるし、それ以外でもそうなんだろうけど、あんまり明日菜って評価されないよな」

「腹立たしいが、まったくその通りなんだよ。世の中ってのはトンチンカンな連中ばかりだ」

「いや待てよ……柑奈は学年一の美人だってみんな自然に思ってるけど、そういう印象とかキャラクター性とか排除してみれば、明日菜だって十分、学年一の美び貌ぼうの持ち主だって見られてもそんなに不自然じゃないはずなんだよな。なんつーか、明日菜は色々と強烈なせいで避けられがちだから、イメージのせいで大損してるだけなんだよな」

「いくら私が懸命に努力して一番になったとしても、果実はぜんぶ柑奈が持っていくんだよ。ガキのころからいつも、大人に褒められるのは柑奈ばかりだった。私には友達なんて一人もできなかったが、柑奈には一○○人以上の友達がいる。中学でも高校でも、教師どもに評価されるのは柑奈だった。男子生徒にチヤホヤされるのも柑奈だけだったよ」

「なるほど、わかるような気がする」

「一番いい例がこの前の生徒会長選挙だ。票数の差を覚えてるか？　三対九四五だぞ？　どんだけ差つけられてんだよ。そんなに世界や社会のことを考えちゃ悪いのか？　これほどの格差になるほど、私と柑奈には優劣があるっていうのか？」

「なんだ、ガラにもなくそれが悩みだっていうのか？」

　俺が訊くと、明日菜は顔を逸らす。

「ケッ、別に悩んでなんかいねーよ。私にとっちゃ空気みたいに自然なことになっちまってて、今さらなんだ。やっぱり世界っていうのは人間のイメージによってどうにでもなっちまうものだし、百万の間違いがそこら中にゴロゴロ転がってやがる。世の中を正しいものにしていくためには、マスメディアの不正や間違いを可能な限り排除して、報道の間違いがあれば素直に認めて謝罪する体制を構築していかなきゃならねえ。地球統一政府を創るためにも、メディアの雰囲気作りが必要不可欠なことになる。誰もやらないんだったら、私がやるしかないだろ？」

「明日菜が貧乏クジばかり引いてきたのは、そういう誰にも理解されない極端な生真面目さのせいだって気づくのはいつだろうな」

「わからず屋の隼兵が生意気を言いやがる。んなこたぁ、とっくにわかってるんだっつーの。だが私は私だ。もともと私には柑奈みたいに上手く生きることなんざできねえ相談だし、損得なんざゴミクズみたいな話なんだよ。そんなことより問題は、この人生に価値があるかどうか、そして自分に正直に生きられるかどうかだろ。そうじゃねーのか？」

「この人生に価値があるかどうか、か……。そんな視点で考えたことなかったよ。今までは、それなりに生きられれば十分だと思い込んでた。世間が作り出してるイメージに、なんとなく従ってるだけだったよ」

「だから隼兵は無知蒙もう昧まいなボケナスなんだよ。そんな人生を生きるくらいなら、大量生産されるロボットのほうがまだマシだろ。意思ある人間として生まれた以上、この人生は幾らでも極大なものにしていけるはずだ」

「そうは言っても、普通はそこまで思い切れないものでな──」

　俺の言葉を、明日菜が短い言葉で制する。

「おい」

　咄とつ嗟さに、俺と明日菜は足を止めた。うちの学校のブレザーを着た女の子が、風ふう体ていの悪いスーツ姿の男二人に腕を摑まれ揉もみ合っていたのだ。

「ゴメンなさい！　私、やっぱり無理です……。許してください……」

　女の子はひたすら謝罪の言葉を繰り返していた。

　男の一人がガラガラ声を響かせる。

「バカを言うな。もう指名が入ってるんだぞ？　金を稼ぐためなら何だってやるって言ってたじゃないか」

「でもこんな話だと思わなくて……」

「ＣＭのクライアントになるかもしれない相手だ。最初はみんなこうやってコツコツ頑張ってるんだよ。売り出していくためなんだ」

　同じ学校の生徒には違いない。かなりの美少女に見えるから、一度見れば覚えてもおかしくない相手には思える。だが俺が知らないということは、学年が違うのかもしれない。なぜかは知らないが、女の子は大事そうに雑草の束を握りしめていた。

「うちの学校の生徒だな。知ってるか？」

　明日菜に顔を近づけ、俺は訊いた。

「知らんな。知り合い同士のようだが、嫌がっている以上、助けねばなるまい」

「助けるって、ヤクザみたいな連中なのに……」

　俺が言い終わる前に、すでに明日菜は揉み合う三人のところに近づいていた。

「おいテメーら。女子を男二人でよってたかって虐めるとは、とんだ卑劣者だな。いい加減にしろやダニどもが」

　明日菜は偉そうにアゴを上げ、ドスの利いた声を出した。

　女の子を摑む男たちが明日菜に居直る。

「……ああ？　なぁネーちゃん、こっちは大事な身内の話をしてるんだ。喧嘩してるわけじゃないんだよ。すっこんでてくれるか」

「お願いします……あんまり深いことを知らずに所属してしまったことは謝ります……。でも私には、このままやっていくのは無理なんです……」

　女の子は涙声を響かせた。

「嫌がってるじゃねえか！　私の百烈拳で死にたくなければ、テメーらこそすっこんでろや！」

　そう言うが早いか、問答無用で明日菜は拳を男の一人につき入れた。咄嗟のことに男は動けなかったのだろう、拳は脇腹にヒットした。だが、拳を腹に喰らった男は、狐につままれたような顔で明日菜を見やる。

「あ？　百烈拳って何だネーちゃん？」

　もう一人の男が呆あきれたように首をふる。

「おいおい、暴行をふるっていいと思ってんのか？　……よく見れば、だいぶ可愛い嬢ちゃんだな。かなりのレベルだ。ちょっと俺たちの話を聞かないか。嬢ちゃんくらい可愛ければかなり良いところまで行けるぞ」

「話を聞いてやってもいいが、その前にその子を離してやれ。怯おびえてるじゃねえか！」

　明日菜がさらに一歩踏み込んだ。

「正義感はわかるんだが、俺たちは仕事でやってるんだ。返すわけにはいかないんだよ」

「だったら力尽くで取り返すまでだ。死んだな、テメーら」

「その猫パンチで力尽くだと？　舐なめた口利いてんじゃねーぞ！」

「舐めてんのはテメーなんだよぉ！」

　明日菜は叫びながら、男にローキックを喰らわせた。男はそれほど痛がる様子はなかったが、そんな明日菜の暴行に逆上したようだった。

「この野郎！」

「あっ……」

　明日菜は男に平手で押されると、脆もろくも崩れ落ち、地べたに尻しり餅もちを突いた。

　女の子は両手で顔を覆い、まるで自分が殴られたとでも言わんばかりの声を上げる。

「キャッ!?」

「明日菜！」

　慌てて俺は明日菜と男の間に入ろうとしたが、男は明日菜に足を伸ばして蹴けり上げる。

「ふざけるな！　邪魔なんだよ！」

「くっ!?」

　明日菜は腕を蹴られ、うめいた。

　俺が男を両手で押さえ、懸命に訴える。

「止めてくれ！　女の子に暴力を振るって許されると思ってんのか!?」

「……隼兵、邪魔だ。退どけ。こいつは私と、その男の問題だ」

　明日菜はそう言い、蹴られた腕を押さえてよろよろと立ち上がった。

　蹴りを入れた男は鼻を鳴らす。

「はっ、さっきは偉そうに語ってた百烈拳はどうしたよ？　入れてみろ！」

「その前に、テメーは自分の心配をしたらどうだ。婦女暴行の罪でムショにぶち込んでやるぞコノヤロー。私自身が被害者として証言してやる。暴行は事実だからな！」

　明日菜の言葉に意表を衝かれたのだろうか、男は血相を変える。

「なっ、なんだと!?」

「警察を呼ばれて逮捕されたくなければ手を引けや！」

「なんてヤツ……！　だいたい先に手を出してきたのはおまえじゃないか……！」

　男の言う通り、先に暴行を加えたのは間違いなく明日菜だった。いきなりパンチを繰り出したのも明日菜だし、続いてローキックを喰らわせたのも明日菜だ。それに反応し、男が逆上しただけである。

　だがそんなことに構わず、明日菜は宣言する。

「いいか、逮捕されたくなければ覚えておけ。今後、その子にコンタクトを取りたいならば、私の許可を取ることだ。さもなくば、テメーの運命は決まった」

　そして明日菜は自分のスマホを取りだした。

「おいバカ止めろ……。こっちは仕事で……」

　動転する男は言葉を濁らせた。

　慌ててもう一人の男が謝罪してくる。

「悪かった。あんたの度胸には参ったよ。俺らは手を引く。それでいいな？」

「いいだろう、許してやる。ありがたく思うんだな」

　仁王立ちの明日菜は偉そうにアゴを上げ、尊大に言い放った。だがどう見ても喧嘩において、一瞬でボコボコにされかけたのは明日菜のほうであって、勝者は男のほうだと思う。しかも、もともと最初の被害者は男なのだ。しかし警察沙ざ汰たになれば、警察はヤクザ然とした風体の男より、女子高生のほうを被害者だと見るであろうことは火を見るよりも明らかだった。それがわかりきったことだったからこそ、アベコベながら男たちは明日菜に頭を下げるしかなかったのである。

　明日菜に謝罪した男が、絡まれていた女の子を見やり口にする。

「燈とう華か。本当に、いいんだな？」

「ゴメンなさい……」

　女の子は小さく口にした。

「こんなチャンスは二度とないと思え。こうなった以上、他でデビューなんて許されねーからな？」

「本当の本当にゴメンなさい……」

　その言葉を聞き届けた男二人は、顔を見合わせ、俺たちに言葉もなく立ち去っていった。

「ふう、久々に男どもをボコボコにのしてやったぜ。私に掛かればイチコロだな。おととい来やがれ、この野郎どもだ」

　明日菜は無理やり強がった。

　女の子がおそるおそる口にする。

「助けてくださってありがとうございます。一條明日菜さんですよね。私、知ってます」

「おう、そうか。私もなかなかどうして、柑奈に負けないくらい有名人だな」

「どちらかと言えば柑奈は良い意味で、明日菜は悪い意味で有名なんだけどな」

　俺が正確なところを補足した。

「この前の生徒会長選挙で知りました。まさかその一條さんから助けてもらえただなんて……」

「私の事は明日菜でいい。これも何かの縁だ。よろしくな」

「俺は二年の霧きり島しま隼兵。同じ学校っぽいのに、あんまり見かけない顔だよね」

「三年の水みず樹き燈とう華かです。学校は休みがちでしたから……。学校に行った日でも、夕方以降はバイトとかに駆け回っていたので……」

　燈華は上級生だったらしい。だが燈華の自信なさげな態度のためか、年上だという印象はあまりない。

「三年か。どうりで知らないわけだ。というか水樹さん、訊いていい？」

「私のことは燈華と呼んでください。呼び捨てでいいです。何ですか？」

「じゃあ燈華、さっきの男たちのこととか、デビューなんたらとか色々訊きたいことがあるんだけど……まずは、その雑草からだ」

　俺は雑草を指差した。

「あっ、ゴメンなさい！　私、これはその……」

　燈華は咄嗟に、恥ずかしそうに、握りしめていた雑草の束を背中に隠すようにした。

「そんなにガッチリ握ってたら青くさくなるよ。捨てたら、それ？」

「……。……今日のおかずになるので……」

　うつむいて、顔を真まっ赤かにしながら燈華は小さく言った。

「は？　おかず？　だって草だよ」

「これはカタバミとカラスノエンドウです……。ちゃんと食べられる雑草なんです……。味は青くさいだけなんですけど……」

　燈華と俺の会話に、明日菜が口をはさんでくる。

「燈華は、そういう野草ハンティングが趣味だったりするのか？」

「違います……。うちが貧乏なんで……」

　思いもしない燈華の答えに、俺は声を上ずらせる。

「貧乏だからって、そんな草を食べたりするの!?」

「…………」

「ごめん……そんな他人の家の事情を気安く言うべきじゃなかった」

「いいんです、実際美お味いしくないですし、恥ずかしいとも思います」

「さっきの男どもは何者なんだ？　知り合いのようだったが」

　そう明日菜が訊いた。

「あの人たちは──」

　燈華が説明しようとしたのを、俺が制する。

「待ってくれ。長い話になりそうだ。ここで立ち話も何だから、どこか茶店にでも行かないか？」

「あの……お金が……」

「そのくらい奢おごるよ。とにかく場所を変えよう」

　そして俺は燈華と明日菜を促うながし、駅のほうへと足を進めたのだった。





　　　






　俺はバーガーショップを選び、燈華が持っていた雑草をショップのゴミ箱に捨てさせ、代わりに今晩の食事としてハンバーガーセット二つを持ち帰り用に買い与えたのだった。雑草ではなくサラダも付けてあげた。俺と明日菜が半分ずつ出して奢ってあげたのである。

「いいんですか、本当に……！」

　持ち帰り用の袋を前にして、燈華は感じ入ったように声を上げた。

　俺が言う。

「たかだかセット二つくらいで感動しすぎだろ」

「お母さんに、今日は雑草なんかじゃなく、ちゃんとお肉を食べさせてあげることができます……！」

　燈華の喜びようは半端ではなかった。目に涙を浮かべて喜んでいるほどなのだ。たかだかハンバーガーセットごときで、ここまで感動されるとかえって困ってしまう。

　明日菜が訊く。

「母にってことは、母子家庭ってところか？」

「そうです、お母さんと私の二人暮らしです。二年前までお母さんは普通に会社勤めをしていたんで、生活がここまで苦しいってわけでもなかったんです。でもお母さんが病気がちになってしまって、会社を辞めざるを得なくなってから……」

「ありがちな話だな。だから高校に通いながらバイトを始めたというわけか」

　明日菜は何度かうなずいた。

「そういうのって、今どき珍しくもないんだろう。それでさっきの話の続きだけど、あの男たちだよ。最初は襲われてるように見えた。でも、顔見知り同士のトラブルだよね？」

　俺が確認すると、燈華はうなずく。

「あ、はい。あの人たちは事務所のスタッフで……」

「事務所？」

「芸能プロダクションです。水み無な月づきまりな、私の芸名です。ほとんど無名なんですけど……」

「タレントさんだったの……？」

「半年前の日曜日に、原宿で携帯電話のキャンペーンガールのお仕事をやっていたときにスカウトの人から声を掛けられたんです。携帯電話のキャンペーンガールはキツい仕事だったんですけど、時給が良かったので、大事な生活の糧になっていました。でもスカウトの人から、『絶対これ以上に稼げるから』って言われて……」

「稼げた？」

「いいえ、全然……」

　燈華は唇を嚙かんだ。

　明日菜が訊く。

「詐欺に遭ったみたいなものか？」

「いえいえ、そういうわけじゃないんです。いちおうプロダクションもそこそこ有名なところでしたし、お稽けい古こごとにもプロダクションの負担で通わせてもらったりしてて。売れないのは私にも原因があるわけですし」

「水無月まりなで検索させてもらっていい？」

　言いながら俺はスマホを取り出していた。

「どうぞ」

　燈華の同意を得たので、俺はさっそく「水無月まりな」を検索した。すると、少なからずプロフィールが出てくる。写真もよくよく凝視してみれば本人だった。写真は作られたような笑顔で、光がかなり当てられている明るいものだったから、目の前にいる非運の真っ直中といった薄幸の美少女が本人だと言われても、すぐには気づけない。












　明日菜が見せろと言わんばかりに手を差し出してきたので、俺はスマホを預け渡した。

「アイドルみたいな感じだったのかな」

　俺の言葉に、燈華がうなずく。

「そうですね、持ち歌もありましたし、ライブも何度かやらせてもらいました」

「現役アイドルがいたら、うちの高校で少しは話題になっていてもいいはずなんだけど」

「ゴメンなさい、それだけ私には実力がなかったということです……。それにデビュー間もなかったので、こんなものだとも思います」

「つまり、お母さんと自分の生活を支えるために懸命にバイトに励んでいたときに声を掛けられてアイドルデビューしてみた、でも売れずに困ってたと」

「もちろん生活のために携帯電話のキャンペーンガールは続けてましたし、他にも色々なバイトに手を出しました。その間に、生活が少しでもよくなるならと、タレントでも売れようって必死でした。それでＣＭの仕事がもらえるかもしれないって言われて、ようやく光明が見えかけてきたんじゃないかってときに──」

　そこで燈華はうつむき、言葉を詰まらせた。

　スマホを俺に返してきた明日菜が確認する。

「さっきの男たちとのトラブルと関係があるんだな？」

「……そのＣＭのクライアントさんの仕事を確実なものにするために、個人的なお付き合いを強要されたんです。要するに、よく知らない人とカップルになれと」

　俺が声を上げる。

「……そういうことが本当にあるものなんだな。いや、頭ではわかってるんだけど、信じたくないっていうか……」

「最初は色んな話を聞かされて、タレントも商品なんだぞって言われて、そういうことも仕方なのかもしれないって思ったこともあります。でも、いざ当日を迎えてみると、急に怖くなって死にたくなって……」

「止めとけや、そんな仕事。見切りをつけて正解だったんだよ」

　明日菜はぞんざいに言い放った。

「……私にはそういう割り切りがどうしてもできなかったから、こんな風に貧乏しているんだと思います。私がもっと上手くやれたのなら、お母さんにもこんなに苦労を掛けなくても済ませられるのに……」

　考えてみれば、女子高生であることを活かして手っ取り早くお金を得る方法というのは、今どき色々とあるのかもしれない。ましてや燈華はバイト中にスカウトされるほど美少女の部類であるのだから、その気になれば幾らでもありそうだ。悪名高い援助交際などしばしば聞く話だし、取引先の担当者との付き合いはもう少しマシな部類だろうか。無器用なのは美徳だが、生活を改善できるかどうかは別問題だ。

　俺はうなる。

「苦学生だったんだな。適当に生きてた俺みたいなのと同じ学校の生徒に、こんなに苦労して暮らしている子がいたなんてちょっとショックはあるな」

「ボンクラ隼兵みたいに何も考えず生きてるほうがアレだろ。生まれ直して来いや」

「生まれ直すってどうするんだよ……」

　明日菜が訊く。

「燈華の家では、生活保護は受け取っていないのか？」

「一度お母さんが福祉事務所に相談に行ったみたいなんですけど、まだ働けるうちは頑張って欲しいって言われたらしくて……。お母さんは病気がちなんです。たしかに入院はしてませんし、パートとかもできますけど、どうしても働けない日ってあるんです。それなのに……」

「受給者が増えすぎちまって簡単じゃないんだよな、今。本当に切羽詰まった人間がなかなか受け取れなくなってるわけだ」

　その辺りの事情を明日菜は詳しく知っているような口ぶりだった。

「でも、たしかに私がバイトすれば、水道代や電気代くらいは何とかなってますし、最低限のお米も買うことができてます。死ぬほど切羽詰まっているわけではないかもしれません」

「いやいや、雑草食べてる人間が言うのはおかしいよ。妙なところで頑固というか、真面目だよなぁ」

　俺が首をふると、明日菜が言う。

「よし、生活保護の件は私に任せとけや。少なくとも燈華が高校生のうちは、国から援助してもらえる権利がある。いずれ働けるようになったら、税金を払うことで返していけばいいだけの話だ」

「おいおい、任せとけって……。さっきの男たちとの争いみたいに、福祉事務所に押しかけて喧嘩売るわけじゃないだろうな？」

「ド阿あ呆ほう。私はヤクザじゃねーんだ。なんで福祉事務所に恫どう喝かつしに行かなくちゃならねーんだよ」

「明日菜はヤクザよりアレなことだって多いじゃないか……」

「おう燈華、ここに母親の名前、住所、連絡先を書いてくれや。あとは私がやっといてやる」

　さも親分といった風に明日菜は言い、紙とペンを差し出した。燈華は言われた通りに記入していった。

「それから、もう雑草を食おうとするな。ほら、生活保護が支給されるまでの金だ。少ないけど数日これで辛抱しろや」

　明日菜は自分の財布から四○○○円を取りだした。それは明日菜の財布に入っていた札のすべてだった。

　慌てて燈華が口にする。

「そんな！　受け取れません……！　ハンバーガーセットまで奢ってもらって、その上でお金までなんて……！」

「グダグダ言ってんじゃねーぞ燈華コラ。人の厚意を素直に受けないってのは大間違いなんだよ。いいから受け取っとけや」

「ゴメンなさい……本当にゴメンなさい……。こんな風にまでして頂けるなんて……」

　何度も頭を下げながら燈華は四○○○円を受け取った。

「俺も少しは出すべきか？」

　俺が確認すると、明日菜は叱りつけてくる。

「貧民風ふ情ぜいは黙ってろ。隼兵、テメーは恵むほうじゃなくて恵まれるほうだ」

「うちがどんな家かも知らないくせに、よく暴言吐きまくるよな……。そこまで裕福じゃないけど普通程度の家だと思うぞ……」

　それから俺と明日菜は、燈華がどんな生活を送ってきたのかを聞いた。

　燈華の家庭は、夫婦関係は円満だったが、父親とは小学生のころに死別したらしい。それから母が会社員をやって生計を立ててきた。しかし貯蓄する余裕はなく、その母が病気がちになってからはかなり極貧に喘あえぐ生活を送ってきたようだ。最初のころはご飯と納豆ともやしで凌しのげたが、母親が病院にかかるようになってからは野草にまで手を出すようになり、白米すらままならないほどの厳しい生活を送ってきたという。

　燈華は今どき珍しく携帯すら持っておらず、バイト三ざん昧まいの生活だったため、学校では孤立してしまっていたらしい。イジメられていたというわけではなく、存在自体がスルーされているような状況だったそうだ。学校を辞めようか悩んでいた時期もあり、もしタレント業で稼げるようになったら思い切って退学しようとまで決めていたという。プロダクションに所属してからは連絡用の携帯を渡されていたが、頑固な燈華は私事で利用することもなく、ひたすら黙々と暮らしてきたと語った。

　どうりで燈華のような美少女がほとんど知られることもなく学校生活を送ってきたはずだ。そこには、ほぼ学校生活の影はなかった。バイトと極貧生活に追われた薄幸の美少女という形容が相応しいだろうか。

　話を聞き終えたころには、すっかり薄暗くなってしまっていた。それから俺たちはハンバーガーショップを出て、向き合った。

「何から何までゴメンなさい。本当にありがとうございました……！　なんだか今日は、生まれてきて一番嬉うれしい日かもしれません」

　燈華は謝ってばかりいた。極貧が人間を卑屈にしてしまうのではないか。バイト三昧で社会と接する機会が多かったせいか、燈華は礼儀正しいし、物言いもきっちりしている。おそらく極貧でさえなければ、もう少し明るい性格を保っていられたのかもしれない。

　俺が応じる。

「生まれて一番とは大おお袈げ裟さだな。俺と明日菜なら、いつもこんな感じで喫茶店で駄だ弁べってたりするよ」

「私、高校生活なんてほぼ無縁に過ごしてきました。こんな風に、同じ学校の生徒の人とお店でお茶するなんて初めてで……胸がいっぱいです……」

「安い女だぜ。茶くらいでよければいつでも奢ってやる」

　明日菜は上から目線でそう言った。

「はい、その通りですね。安い女だと思います。バイトしてるとき以外、呼んでもらえれば駆けつけますのでいつでも誘ってください」

　俺には、燈華が安い女だとは思えなかった。第一、タレント業での成功のキッカケを摑むために、身を売ることを拒絶した子なのだ。今どきの時代、同様の立場になって、その誘惑を拒否できる子など、他にどれほどいるのだろうか。もちろん明日菜だってそのくらい一切合切をわかっていて、暴言はいつもの挨拶か照れ隠しみたいなものだろう。

「私と隼兵はよく屋上で部活やってるからよ。教室にいなければ、だいたいそこだ。ヒマがあったら覗のぞいてくれや」

　明日菜は親身に口にした。

　それから燈華は俺たちに何度も礼を言い、ハンバーガーセットの袋二つを大事そうに抱えて足早に去っていったのだった。





　　　






　昼休み、部員勧誘に切羽詰まっていた明日菜と俺は、屋上で顔を突き合わせて話し込んでいた。

「もう木曜日か。まったく成果なし。本格的にやばいな」

「軟弱野郎が。まだ今日と明日で勧誘できるだろ。ちっとも問題じゃねぇんだよ。これからが勝負なんだよ」

「といってもな、もうすでにかなりの数の生徒に声掛けてるぞ。作戦とか、そういう問題じゃなくなった。お手上げってのはこのことだよ」

「ったくよぉ！　テメーみたいなネガティブ男と一緒にいると気が滅入っちまうもんだぜ！」

「根性論もいいけど、事ここに至っては──」

　そう俺が言いかけたとき、屋上の出入り口の辺りから声が響いてくる。

「明日菜さん！　隼兵くん！」

　声の主は燈華だった。尻尾を振った犬のように俺たちの下もとへと駆け寄ってきた。

「教室に行ってみたら二人ともいなかったので、もしかしたらここで部活してるんじゃないかって」

「よーう燈華。たまには美味いものでも食べてるか？」

　明日菜は鷹おう揚ように口にした。

「急に福祉事務所から連絡があって、生活保護の書類を出せって言われたんです。それで今日の午前中、学校の授業を休んで、お母さんと一緒に半信半疑で書類を申請しにいったら、あっという間に申請が下りちゃったんです！　どうしてこんなことになったのか、狐につままれたような感じで……！」

「え？　それマジ……？」

　それを訊く俺のほうが目が点になっていた。こんなにあっさりと公的機関の物事が進むなんてことがありえるのだろうか。しかも、向こうから連絡してきたのだと言う。お役所が突然降って湧いたように、一住民に対してお金を払いたいとピンポイントで連絡してくる事例なんて聞いたことがない。

　だが明日菜のほうは少しも驚いた様子もなく、満足そうに応じる。

「そうか、そいつは良かったな。高校生やってる間は、しばらく勉学や遊びに専念しろや。仕事に精を出すのは卒業してからにしろ」

「……こんな風にいきなり申請が通ったのは、きっと明日菜さんのおかげなんですよね？　どんな方法を使ったのかわかりませんが、魔法使いみたいです……」

「ふざけた口利いてんじゃねーぞコラ。燈華の家は普通に受給する資格があって、ちょっと誤解されていただけなんだよ。心配すんな」

「俺からも訊きたいんだが、いったいどんな方法を使ったんだ？　普通そんな簡単にいくわけないんだろう？」

　明日菜はやれやれと首をふる。

「マジで知らねーよ。私も口利いただけだよ。三秒で済んだことなんだよ。どうでもいい細けえことを、いちいち詮せん索さくしてくんじゃねーぞテメー。私の百烈拳で死にたいのか？」

「百烈拳ってあのときのアレか。猫パンチだったけどな」

「ひとまず私がちゃんと働けるようになるまでは、生活保護で凌がせてもらいます。将来は、ちゃんと返していけるようになりたいです」

「燈華よぉ、大学はどうすんだ？」

「受験勉強もしてないですし、学校を休みがちでしたから推薦の話もありませんでした。それに学費を払う余裕もありませんから、すぐに働くことにします。だから、これから就職活動に力を入れてみようって。できれば安定した会社さんに入って、長く勤められるといいですね」

　うちの学校から、卒業後すぐに就職したりするパターンは稀まれなほうである。勉強をまったくしない落ちこぼれもいるにはいるが、落ちこぼれているからこそ、すぐには働こうとせず、適当な大学にもぐり込むものだ。しかも教師たちが進学率を気にしているから、進学しない生徒たちにいつもハッパを掛けてくる。

「ちょっとまだ計画段階なんだが、なんなら、うちの部活に就職するっていうのはどうなんだろうな？　燈華が真面目一徹なことはわかってるし、採用する人材としてはなかなか希け有うな野郎だと思ってる。悪いようにはしてやらんつもりだぞ」

　どうすれば入部が就職になってしまうのか俺には謎なぞだった。だが燈華のほうがよほど意外に感じたらしく、目を見開く。

「はい？　部活に就職……ですか？」

「どういうことだよ、それ。俺も訊きたいよ」

「最近起たち上あげたばかりの部活なんだ。地球連合部って言ってな──」

　それから明日菜は長々と、懇こん切せつ丁てい寧ねいに部活の説明を始めた。俺にはすでに理解できている話だが、燈華には驚きの連続だったようだ。耳を傾けながら、しきりに息を切らせている。

　やがて明日菜が説明を終えると、燈華は声を上げる。

「──テレビ局を!?」

「タダの下らないテレビ局じゃない。日本の民放みたいなものを想像すんなよ。世界の意志の中心になるようなものだ。適正でバランスのとれた報道、意味のある番組、価値のある情報、そういったものを追求し、世界の情報界を取り仕切るようなものになるといい。ゆくゆくは、その巨大な局を中心として、地球人類の世論に多大な影響を与え、地球統一政府を創り上げていこうという寸法だ」

「正直なところ、半分以上、何を言っているのかわかりません。ですが、明日菜さんや隼兵くんが信頼できる人だってことはわかります。それに、返せないほどの恩もあります。だから、私がお手伝いするのは当然だと思います」

「だがよぉ、今はまだ、毎月いくらの給料を払ってやれるのかとか、社会保障はどうなる予定かとか、詳しいことは話せない。決まってないからな。だがこれだけは言える。地球連合部に就職するのは、燈華の人生に無限の価値をもたらすことになるだろうってことがだ」

　俺が口をはさむ。

「真面目に就職先を探そうとしている燈華を、そんな曖昧な条件で誘うのは問題が出てくるんじゃないか？」

「うるせー、馬太郎は黙ってろや」

　キッと俺に視線を鋭くした明日菜は、再び燈華に向き合い切々と続ける。

「地球連合部の活動と比べれば、タレント活動で成功するとかしないとか、大学に行くとか行かないとか、そんなあらゆるものが生ゴミ以下の出来事だ。生ゴミと、比べることすら烏お滸こがましい。生ゴミに申し訳ない気持ちにすらなってくる」

　そして明日菜は身を乗り出し、親身な様子で口にする。

「燈華が雑草を食うときは、私と隼兵も一緒に食ってやる。燈華が極貧に喘ぐときは、私と隼兵も一緒に喘いでやる。燈華が絶望するときは、私と隼兵も必ず一緒だ。目を瞑つぶって私たちの仲間になれ。地球連合部では、そんな鋼の結束で結ばれる仲間を求めてる」

　かなり強引すぎる誘い方には違いない。だが当の燈華は、目に涙をジワッと溢れさせた。真摯な明日菜の言葉が通じたのだろう。いつもなら冗談を言い合える間柄の俺も、真剣な明日菜の眼差しの真意は感じ取れる。

　まるでプロポーズをされた直後のように燈華は身体を震わせ、自分の胸に両手を重ねる。

「こんなに熱心な言葉で誘ってもらえたのは私の人生で初めてのことです。私なんて何もできませんし、どんな役に立つのかもわかりません。それでも、いいんですか？」

「いい」

「私なんて仲間にしても、大したことは何もできないと思います。友達もあんまりいませんでしたし、クラスでも独りぼっちなことばかりでした。仲間ってどんなものかもわかりません。こんな私でも、本当の本当にいいんですか？」

「いい」

「……わかりました。明日菜さん、隼兵くん、これから地球連合部でお世話にならせてください。私のことを、どうぞよろしくお願いします……」

　なぜか燈華は目元を覆い、泣き出してしまったのだった。













　金曜日の朝──。

　最後の機会だと考え、登校してきたクラスメートたちを集めて俺おれは声を響かせる。

「みんな、聞いてくれ。どうして政権が転覆したり、戦争が起こったり、景気が上下したりするんだろう？　考えたことがあるか？」

「なんだなんだ？　何が始まるんだ？」

　倫りん太たが囃はやし立たててきた。俺が軽いジョークを交えた雑談でも始めようとしているのだと考えているのかもしれない。

「俺たちが大人になるころには、果たしてまともに生きられるだろうか。のんべんだらりとこのまま暮らしていくだけじゃ、俺たちのお先は真っ暗だ。そういう喪そう失しつ感かん、みんな漠然とながら感じてるんじゃないか？」

「哲学者隼しゆん兵ぺいかっけー」

「それ考えてどうなんの？　美お味いしいの？」

　不思議そうな面おも持もちで俺の演説を聴きいっている男女二○人ほどに向けて、俺はさらに説得を続ける。

「でもさ、社会の事情に振り回されて生きるってバカみたいじゃないか。発想を転換しよう。いっそのこと、俺たち自身が社会を変えてしまったほうがよくね？」

「変えるって……どうやるんだよ」

　クラスメートの一人が怪け訝げんな声で応じた。

「世界のあらゆる問題を、逃げずに取り組んでみることってできると思うんだよな。ちゃんと将来まで持続していけるような明るい人類社会を、他の誰だれでもない、俺たち自身の手で創り出すことはできるはずだ。だって、この社会って結局人間が創ってきたもので、だったら俺たちにだって同じことができるはずだろ？　振り回される側じゃなく、振り回す側になって何が悪い？」

「突然なに言い始めちゃってんだろ、隼兵くんは……」

「日本政府だって超常的な存在が創ったものじゃない。幕末、下級武士の連中が試行錯誤しながら創り上げたものだろう？　それが枝葉を変えたりしながら今に至るまで続いてる。なんだ、やっぱり誰か人間が創ったものじゃないか。そうだよ、それを地球規模にしたって同じことができて当たり前だ。地球の色を塗り替えて、世界を統すべるような統一政府を創ってみないか？」

「も、もしかしてそれって……」

「嫌な予感しかしない……」

「まさか一いち條じよう明あ日す菜なのアレか、アレなのか……？」

「そう言えば隼兵くんが一條さんの部活に入ったって……」

　集まっていたクラスメートがざわつきだした。

「そうだ、地球連合部だ。壮大でジョーク風味の部名に聞こえるけど、そこは笑いどころじゃない。意外に思うかもしれないが、かなり真っ当に目標を表した部名なんだよ。世界統一政府を創るのが最終的な目標だ。そのためのステップとして幾つかの段階を考えてて、まずは世界の世論に影響を与えられるような巨大なテレビ局を──」

　とたん、俺の周りを囲んでいたクラスメートら二○人は、たちまち視線を逸らし、ちりぢりになり始めた。まさにクモの子を散らすように逃げ始めたのだ。

「待ってくれ……！　もう少し話を……！」

　俺は懸命に続きを聞いてもらおうと試みたが、もはや誰一人俺のそばに近づこうとはしないのだった。





　　　






　金曜日の放課後。

　学校の駐輪場、明日菜は自分のカブに軽く腰かけヘルメットを被り、俺と燈とう華かが対面する形で向き合っていた。

　明日菜は地面に片足を打ち付けながら悔しがる。

「あと一人なんだよなチクショー。こんなに熱心に声を掛け回ってるっていうのに、イカれた野郎ばかりで参っちまうぜ」

「世間的には、俺たちのほうがイカれてるらしいけどな」

　俺の言葉に、燈華が続く。

「放課後に、勇気を振り絞ってクラスメートに声を掛けてみたんですが……難しいですね……。あんまり親しい人がいないので、私が声を掛けただけで怪しいと思われてしまうんです」

「実際のところ、三年生の勧誘は難しいだろう。燈華が色々あって例外ってだけで。三年はみんな部活を辞めていく頃合いだからなぁ」

「残りは土日か……。どうするよ？」

「いや、どうすんだよ」

「運動部の人たちには声を掛けましたか？」

「積極的には掛けてねーなー。隼兵の薄らボケが帰宅部に絞ろうって言うからよぉ」

　燈華が提案してくる。

「だったら、土日に学校に来るのは運動部の人たちばかりですし、頑張って土日に勧誘してみます。丁てい寧ねいに説明すれば、話を聞いてくれる人くらいはいるんじゃないかなって」

「土日に学校に来て勧誘してくれるのはありがたいが、俺にはやっぱりどう考えても運動部のヤツがいきなり地球連合部に乗り換えるとは思いがたいな。まぁ、何もしないよりはマシなんだが」

「燈華に足りないのは、自信を漲みなぎらせて、毅き然ぜんとして主張する態度なんだよ。ガツンと行って相手の前に立ちふさがれば、嫌でも話を聞かざるを得なくなるものなんだ」

「明日菜は悪い意味で毅然としすぎてると思うんだがな」

「燈華っていつもビクビクしてて、不幸そうな影が漂ってるんだよな。そんなマイナス思考だと先が思い遣られるってもんだ。少しは隼兵を見み倣ならえや」

「へぇ、なんだ明日菜、もしかして俺のことを少しは評価してくれてたのか？」

「ほら、隼兵をよく凝視してみろ。こんな壮絶に悲惨な存在なのに、健けな気げに生きてやがんだぞ？　人間存在と呼べるのかどうかも微妙なほどの哀れ極まる人生なんだ。それでも、めいっぱい前向きに生きていやがる。隼兵と比べれば、燈華は自分がどれほど恵まれているのか理解したほうがいい」

「マジかよ俺は人間じゃないのか」

　俺の姿を、燈華はボーッと眺めやってきた。

　ふと目が合うと、とたんに燈華は首をふる。

「ゴメンなさい！　私、そんなつもりじゃ……」

　燈華はやや震えているようだった。まるで明日菜の暴言を自分が口にしてしまったとでも言わんばかりの様子だ。俺は優しく言い聞かす。

「いいって。明日菜にはいつものことだ。逆に、暴言を吐かない明日菜なんて明日菜じゃないよ」

　そう言って、俺は明日菜に向き直る。

「話を戻すぞ。明日の土曜日、俺はクラスメートたちに電話したりして頼んでみるよ。形だけでもいいから所属してみてくれないかってな」

　明日菜は吐き捨てる。

「形ばかりのゲス野郎なんていらねーんだよ。地球連合部に加わる同志たちは、鋼の結束で結ばれるんだって言ったろ？　部員のためなら命だって投げ捨てるんだ。部員獲得は命懸けの、重大極まる行為なんだよ」

「わかったよ。だったら真っ正面から説得してみて、部の方針に共感してくれるヤツを探してみるさ。かなり難しいとは思うけどな」

　明日菜の言葉が本気のものだと俺にはわかっていたので、反論せず、素直にうなずいた。

「よし、私は街中をうろついてみるわ。公園とか駅前とかな。そんでうちの生徒らしき野郎どもを見つけたら、片っ端から声を掛けまくってやるとしよう」

「了解だ」

「土日の役割分担はこうだ。燈華は学校で運動部の連中を誘ってみる、隼兵は電話で友達に声を掛けてみる、そして私が街中で遊んでるリア充のカスどもを勧誘してみると。つーか、なんで隼兵にはそんなに友達がいるんだよ低能のくせに」

「だから、ゆるい友達だって言ったろ。明日菜と俺のような義兄弟みたいなものを想像されても困るぞ。そういう友達なら、誰だっているだろ」

「テメー喧けん嘩か売ってんだな昼ひる行灯あんどんが。私にはいねーんだよ。どうなってんだよ私の人生」

「明日菜は明日菜のままでいいんじゃないのか。そんな明日菜だからこそ、俺は義兄弟も受け入れられたんだしな。なぁ、お兄ちゃんよ」

「キモッ。虫むし酸ずが走るとはこのことだぜ……」

　燈華が不思議そうに訊いてくる。

「お兄ちゃんって誰のことですか？」

「ああ、明日菜と俺は義兄弟の仲だって話したよね。で、明日菜が兄で、俺が弟らしいよ」

「だから、明日菜さんがお兄ちゃん……？」

「そうそう。別に俺はなんだっていいんだけどね」

「ふふ、羨うらやましい関係ですね。高校生の男女が義兄弟だなんて、生まれて初めて聞きました」

　燈華はしきりに楽しそうに笑っていた。

「そりゃあそうだ。俺だって初めてのことばかりだよ」

「半人前の隼兵がどうしても世話してくれってうるさくてな。だから仕方なく弟分にしてやったんだ。能無しも隼兵レベルになると、どうにも手の施しようがなくて困ってるんだよな」

　それから手を口にやり微笑んでいる燈華に、改めて俺と明日菜の関係性を語って聞かせた。そして何としてでも残りの土日で一人の部員を獲得することを確認し合い、三人で家路に就いたのだった。





　　　






　ついに日曜日。

　柑かん奈なとの賭かけとなる勧誘活動の期限、最後の一日である。だが俺のほうは個人的な友人知人のツテを昨日までで狩り尽くしてしまっており、新しい相手を探す手段が、もはやない。

　それゆえ急いでも意味はなく、俺は昼近くに起きだし、歯磨き洗顔を済ませてリビングへと向かった。手っ取り早く腹を満たすためだ。

　学校には、午前中から燈華が入り、運動部員への勧誘活動を行っているはずだ。それゆえ軽く食事を済ませたら、俺も学校へと出向き、燈華の勧誘の手伝いをしてみようと考えていた。

　リビングに入ると、妹──霧きり島しま雲雀ひばりのふざけた声が飛び込んできた。雲雀は同じ学校に通う一五歳の一年生だ。

「キュイーン！　ギャウーン！」

　なぜか知らないが、うさみみバントをはめた妹がシューティングゲームをプレーしているところだった。服装もコスプレっぽいものだったから、うさみみバンドは衣装に合わせているだけだろう。

　親の教育方針から、俺と雲雀の個室にはテレビモニタもゲーム機もない。手狭な部屋に机とベッドが置かれ、ノートパソコンが与えられているだけだった。それゆえテレビゲームをしたければ、リビングでプレーするしかないのだ。

　妹を刺激しないように静かに背後を回り、俺は冷蔵庫へと足を進めた。

「ドワワワーン！　シャリーン！」

　ゲーム機の電子音に合わせて、雲雀がわざわざ大きな声を出す。あまりにもふざけた効果音の物真似に、俺は失笑しそうになった。

　重度のオタクでコスプレ趣味の妹だ。ゲーマーでもあり、とりわけシューティングゲームがお気に入りだった。シューティングゲームの何がいいのか訊いたところ、妹曰いわく、早いのが好きだと言う。オタク情報の交換のために欠かせないのかインターネット関連知識も豊富で、自身のコスプレ写真を自作ウェブサイトに公開しており、多数のアクセスを集めてもいた。チャットなどで知り合った友達も多いらしい。

　だが、我が妹ながらオタク的感覚が行き過ぎて痛々しく、意思疎通はなかなかに難しい相手でもあった。たとえばメールなどでも、普通の女子高生なら同意の表現として、「わかったよ」とか「了解★」など相応の応じ方があると思う。顔文字の使用も良い印象だ。これを妹が書くと「おｋｗｗｗｗｗｗｗｗｗおｋｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ」と変換されてしまう。

　先週など、午後から雨という天気予報だったため、妹に「傘忘れてるぞ」というショートメッセージを打った。それへの返信が「ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ」なのだ。一体全体どういう返事なのか。

　ふと爆破音が聞こえた。自分が操る機体が爆破されたらしい。雲雀は効果音を声にしなかった。

　冷蔵庫を開けている俺の背に、雲雀が、自機がロストした苛いら立だち紛れといった風に声を掛けてくる。

「お兄ちゃん、寝ぐせ乙おつ！　日曜日の朝から髪だらしなさすぎー！」












　毎度のことながらキャンキャンうるさくて困る。

「うさみみバンドをはめてるほうがよっぽどだらしないだろうよ。今日はメイド喫茶、休みなのか？」

「お店から一ヶ月くらい自じ粛しゆくしてくれって言われてね～」

「店から？　珍しいこともあるものだな。一日でも多く働きにきてくれって泣きついてきてたくらいなのに」

　妹は同じ高校だが、日曜日に限り、わざわざ秋葉原まで出向きメイド喫茶でバイトしていた。最寄駅にもメイド喫茶はあるのだが、妹曰く、メイドになるのなら秋葉原でなくては意味がないのだという。バイトといっても、燈華のように切羽詰まって生活のためにやっているわけではない。あくまで、妹の完全なる趣味である。その趣味が小遣いになるのならラッキーだといったところだろうか。妹なら、時給をもらえなくてもメイド喫茶で働くことを選ぶだろう。

「事件にならないように間をおかなくちゃだって」

「なんだよ事件って？」

「なんかね、ストーカーが付いちゃって。参っちゃうんだよ。ぼくと結婚してくれーって」

「おいおい、マジでか？　警察に届けておくべきじゃないか？」

「警察っていっても、ちょっと後をつけられたり、プロポーズされただけだしねぇ。そりゃ暴力とか脅迫みたいなことになってくるなら、とっくにお兄ちゃんに相談してるけど」

「いやいやいや高校一年生にプロポーズっていかんだろ。問題ありだ。非常に問題ありだ」

「そうかな？　そろそろ結婚可能な年齢のわけだし、わたし的には、求める相手が現れたら結婚もアリなんだけどなぁ。もうなんかすごいの。宝石がいっぱいついた黄金のティアラを渡そうとしてくるんだよ。黄金のティアラって！　特注品でなんと二○○○万！」

「……何者なんだよそいつ……」

「病院の院長先生なんだ。でも四三歳だからけっこう若い院長先生だよ」

「いややっぱ嫁にもらってもらえよ。俺から頼みにいってもいい」

　雲雀は、オタク系の男性を中心にして驚異的なモテっぷりだった。モテるということに関しては、学年一の美貌の呼び声が高い柑奈や、元タレントの燈華すら足下にも及ばないと思う。信じられないことに、妹は一週間に最低一人以上から告白される。アベレージは一週間に二人。早くも中学一年のころには、一年を通してすでに一○○人から告白されたというから、そのモテっぷりは尋常ではなかった。たまに有名女優などで、中学生のころには送り迎えのために何人もの男の順番待ちができ、高校生になるとロールスロイスが迎えに来たなどという逸話を聞くが、妹を見ているとさもありなんと思う。もはや伝説級、告白の千人切りがいるとすれば、それは雲雀のことだ。

　なぜこんなにモテるのか、理解できないわけではない。

　柑奈はお高く止まっている印象があって、男性は引け目を感じてしまいがちだ。燈華はどこか薄幸な印象が漂い、近づくと自分も悲運の運命をたどってしまいそうな暗い気持ちになってくる。ましてや明日菜はアレである。

　そんななか、雲雀はいかにも男性に受けそうなポイントを幾つも突いていた。オタク的趣味丸出しで、それをいささかも隠そうとしないので、とても親近感が湧いてくるのだ。俺には面食らう「ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ」といった正規文字のないメールの返事でも、そういった受け答えに慣れている人には近しく映るのだろう。

　万人が振り向く美少女ではあるが、それ以上に、意外感のあるオタク趣味丸出しの様子が男性にとってとても親近感のある印象を抱かせ、もしかしたら自分にもチャンスがあるかもしれないと誤解させてしまうのだろう。多くの男性にとって雲雀は罠わなであり、存在が罪作りだと思う。

「いいお客さんだったんだけど、男性として見るとアレだよね。何もかもが足りない。致命的に色々足りない。ぜんぜんダメだよ」

　俺は冷蔵庫からバナナを取りだしながら応じる。

「雲雀が振ってきた男どものなかにはな、たぶん物もの凄すごいハイレベルの人がいたと思うぞ。数百人から告白されれば、そりゃあな。雲雀が望むような男性はリアルにいない。二次元の世界と現実は違うと知っておけよ」

　雲雀が好む相手は、もはや現実の話とは思いがたいものだった。本人としてはとても謙虚で控えめな希望を持っているそうで、イケメンでなくて全然構わないし、年齢など些さ末まつなことで、背が低かろうと禿はげであろうと受け入れられるし、お金持ちでなくてもまったく問題ないそうだ。貧乏で生活に困っている男性でもいいし、むしろ自分が理想を追い求める男性のために身を粉こにして仕えたいとすら考えているという。ただし条件として、伝説のトレジャーハンターとか、寡か黙もくなスナイパーとか、普通とは違った、一般社会では決して見かけることのないものを生業なりわいにしている人でなくてはならないのだという。今までの人生のなかで一人もそんな男性に会ったことがないと、雲雀の嘆きは止まらないのだった。

「そう思ってるのはお兄ちゃんだけ。絶対にいるもん。もちろんいたとして、その人が私のことを気に入ってくれるかどうかは別問題なんだけど。そういう人ってやっぱ、私なんかを選ばないと思うんだよね。子どものころ、トレジャーハンティングで生計を立ててる男性の特集を見たし」

「いやトレジャーハンターなら職業としているかもしれないけど、実際には雲雀が想像しているようなアニメチックな感じじゃなく、メチャメチャ地味なものだと思うぞ。特殊な金属探知機を背負って地道に隕石を探したりとかな。妄想も大概にしといてくれよ……」

　ふと特殊な職業と言えばアイドルも該当するのではないかと思い、俺は続ける。

「そうだ、最近さ、タレントの子と友達になったんだ。今は元タレントか。アイドルとして売り出してたらしいんだけど、厳しかったようだな。もしかしたら雲雀ならもっと可能性ありそうじゃないか」

「アイドル！　妄想乙！　お兄ちゃんこそ現実に引き返してきなよ。手遅れかもしれないよ！」

「妄想じゃない。それに雲雀のほうが確実に手遅れだろうな、色々と」

「お兄ちゃんさぁ、高校なんか辞めて、もっとちゃんと将来を考えなよ。なんなら、私と一緒に賞金稼ぎになるのもよくない？　お父さんとお母さんなら、私が説得するしね。一緒にアメリカに行って、全米を飛び回ろうよ。全力でサポートしてあげるよ」

「いや、そんな理由で高校辞めてたら、ちっとも将来考えてないだろ……。賞金稼ぎも実在するのは知ってるけど、アレ、マジで消えてる人多いからな。現実の殺人鬼やテロリストを相手にするんだから当然だろう」

「あとたとえば、ＣＩＡとかに兄妹きようだいで入るのもいいよね。私たちがさ、首相官邸とかにそしらぬ顔で出入りするようになって、アメリカ政府に極秘裏に情報を流す尖兵になるの。すごい活躍できると思うよ、私たち兄妹」

　そんな話をしていたとき、ちょうど玄関のチャイムがけたたましく鳴り響いた。ピンポンピンポンと、連続した音だ。一度だけ押せばわかるのに、よほど急いでいるのだろうか。

「おけおけー、私が──」

　雲雀がゲームパッドを投げ出して立ち上がろうとしたのを、慌てて俺が制する。

「待てって。俺が行く」

　そして俺は玄関に向かった。雲雀にとっては自然な格好でも、よほど親しい親戚などでない限り、コスプレっぽい衣装にうさみみバンドの格好は色々と誤解を生んでしまう。来客には俺が対応すべきだった。

　玄関に向かうとき、再度チャイムが連続して鳴らされた。まったく迷惑な客だ。

　扉を開けながら、俺は無愛想に言う。

「はい」

「隼兵！　テメー、何やってんだよ!?　柑奈との勝負、今日で最終日なんだぞ!?」

　客は明日菜だった。わざわざ俺の家まで訪問してきたのは初めてである。部活に入ったときに住所と携帯番号は教えておいたのだ。互いの家は駅をはさんで反対側だが、歩いて二○分くらいの距離のようで、首都圏在住としては比較的近所住まいだと言えよう。玄関の前には、明日菜のカブが停めてあった。

　ため息混じりに俺は言う。

「なんだ明日菜か……。なこと言ったって、もう手を打ち尽くしてしまったし……」

「この人でなしの横着者が。テメーはそれでも男なのか!?」

「何か募集活動するとしても、ひとまず作戦を立てなきゃならんだろ。ここで騒がれると近所迷惑だから、上がってくれよ」

　俺は明日菜を促して靴を脱がせ、玄関を上がらせた。

　明日菜はキョロキョロと家のなかに視線を走らせながら口にする。

「ふーん、一戸建てに暮らすってこんな感じなのか」

「そう言われても、これが俺には普通の生活だ」

「こんなんでセキュリティは大丈夫なのか？　たった扉一枚で外と隔ててるだけじゃん。私なら窓をぶっ壊して簡単に侵入できそうだな」

「普通は窓をぶっ壊さないものなんだがな」

　俺は明日菜を連れてリビングにやってくると、雲雀はゲーム機を仕舞い込んでいるところだった。来客が入ってくる気配を察したのだろう。

　俺は声を掛ける。

「雲雀さ。悪いけど、リビング、ちょっと貸してくんないかな」

　明日菜に視線を止めた雲雀は、うさみみバンドを大きく揺らし、立ち上がりながら息をのむ。

「え、え、え─────!?　誰なのその可か愛わいい人！　お兄ちゃんの……何!?　もしかしたらもしかしてもしかしたりもするわけで、妄想乙じゃない感じ!?　噓うそだと言ってよお兄ちゃん、え──────!?」

「……よくそこまでテンション高くいられるよなぁ……。一條明日菜、俺の義兄弟なんだ。明日菜のことは、この前の生徒会長選挙で知ってるんじゃないか？」

「義兄弟!?　何それ超絶カッコいい……」

　雲雀はぐらりとよろめいた。

　驚いたのは雲雀だけでなく、明日菜のほうも同様だったようだ。しげしげと明日菜は雲雀を見やる。

「まさか本物の妹なのか？　待てや、すげえ美少女じゃねぇか。腐れ切った隼兵にこんな可愛らしい妹がいるわけねーよ。どうせ血が繋がってないんだろ」

「いちおう少しだけ繋がってるっつーの。ただし、ちょっと色々あって血縁上はいとこなんだが、親族内で養子縁組があって名義上は兄妹なんだよ。だから似てない部分もあるかもしれない。うちの高校の一年、霧島雲雀な。あんまり関わる機会はないかもしれないが、覚えておいてくれ」

「うちの高校だったのか？　だったら、何で地球連合部に誘わないんだよ。おかしいだろ、声掛けないなんて」

「いやだって雲雀はサブカル同好会だぞ。残念ながら帰宅部じゃないし、日曜日にはバイトまでやってんだ。端はなっから対象外だろう」

　うちのサブカル同好会は案外大きい部活動で、さらに意外なことに全員が女子だった。もう一つ似た系統の漫画研究会というのがあり、そちらが男子専用だったので、ほぼ同じオタク系コンテンツを扱っている部活でありながら、男女の住み分けができているのだ。もし雲雀が男子率の高い部活動に入ってしまったら、いわゆるオタサーの姫を超越する姫として男子らの羨せん望ぼうや嫉妬が渦巻き、部活崩壊に向けて大変な事態になりかねないのが目に見えている。

「地球……連合部……」

　雲雀はつぶやき、衝撃を受けたように後じさり、ついにはヘナヘナとソファに座り込んでしまった。

　意表を衝かれ、俺が訊く。

「どうした……？」

「どこなの、地球連合部って……？　うちの高校にそんな部活動、あった？」

　ゼエゼエと息を吐きながら、雲雀は目を爛らん々らんと輝かせて訊いてきた。

「生徒会長選挙のこと、覚えてないか？　この明日菜が宣言しただろ、新しい部活をやるってな。そのときはたしか、地球……」

「地球統一政府準備委員会だ」

　素早く明日菜が応じた。

「そう、それだ。色んな経緯があって、今は地球連合部って名前を変えて続けてる。まだ設立したばかりで、部員は三人しかいないよ」

「その地球連合部に、お兄ちゃんも入ってるわけ？」

「まぁそうだ。明日菜との縁があってな。つっても、月曜日に入ったばかりだぞ」

「どうして私に声を掛けてくれなかったの……？　ていうか、地球連合部ってどんな部活？　地球を侵略者から防衛する感じ？」

　明日菜が進み出て口にする。

「ものぐさ隼兵に代わって私が説明してやろう。結論から言えば、地球を統一する部活動だ。最終目標は世界政府を、地球に唯一無二の統治機構を打ち立てる壮大な構想だ。いいか、さらに説明してやるから、耳をかっぽじってよく聞けよ──」

　明日菜が滔々と説明していくと、はあはあと雲雀は大きく息を乱し始めた。

「やだ……もっとすごい……」

　話を聞き終えた雲雀はそうつぶやき、俺を見やって続ける。

「本当にこんな部活存在したの……？　噓みたいだよお兄ちゃん……」

「生徒会長選挙、聴いてなかったか？　かなり乱暴な話だったが、大筋似たようなことを明日菜は語ってたぞ。まぁ信じる聴衆はほとんどいなかっただろうが」

「んだと隼兵コラ。信じねーのはテメーだけなんだよ」

　明日菜は俺を睨み付けてきた。

「生徒会長選挙って先々週のだっけ？　私そのときノートに漫画描いてたと思う。なんか用紙に二人名前が書いてあって適当に丸付けたけど、どっちに付けたかわからないよ」

　ならば五○％の確率で、雲雀は明日菜に投票した可能性があった。おそらく明日菜に入った三票は、その類たぐいの票だったのだろう。しょせん高校内の選挙など、雲雀のように上の空で参加していた生徒だっているはずで、間違えて三票くらい入るのは自然なことだ。

「どうやら興味を持ってはくれているみたいだな。ならば話は早い。地球連合部員として、地球統一事業に乗り出そうぜ」

「地球連合部員……ヤバカッコ良すぎ乙……」

　すでにこの時点で、雲雀の瞳はキラキラ輝いていた。まさか地球連合部が、これほど雲雀の反応を呼び覚ますものだとは想定しておらず、俺は半ば呆あつ気けにとられていた。一緒に暮らしている家族なのに、未だに雲雀が驚喜するポイントがわからない。

「だが地球連合部は、伊だ達てや酔狂で始めているわけじゃない。私たちは、命を共にできる同志を求めてる。鉄の結束で結ばれた仲間であり、仲間のためにすべてを投げ捨てられるヤツでなくては入部を易々とは許可できないんだ」

「……私も地球連合部員になりたい。お兄ちゃん、私も入っていい？」

　雲雀が俺に視線を向けてきた。

「本当かよ？　サブカル同好会はどうすんだ？　来年は部長候補だっていうんだろ？」

「サブ同のメリットは、漫画やＤＶＤを気軽に交換したりできることだよ。でも別に辞めたからって急に友達の絆きずながなくなるわけじゃないんだし、今まで通り貸し借りできないわけじゃないって。地球連合部みたいな部活動が最初からあったら、私なんて真っ先に入ってたに違いないよ」

　急に明日菜が血相を変える。

「んだとぉ……!?　テメーは友達がいやがんのか！　何人くらいだ？」

「友達の数？　うーん、どのくらいだろー？　頼よりちゃんに、南みなみちゃんに、部活のみんなに……ゆるーい関係の子まで含めると一○○人はすぐ行くよね。ん～、メイド喫茶の子とかお客さんとかまで含めるともっといるかも……。数百人ってところかなぁ」

「……噓……だろ……」

　なぜか明日菜は衝撃を受けたように顔をゆがめた。

「本当だと思うよ。雲雀は結構付き合いが広いからな」

　俺も話を請け負った。

　意外なことに、雲雀は同性受けはそんなに悪くない。一見、男子が群がる雲雀に女子たちが嫉妬していると思いきや、そうでもないのだ。なにせ雲雀は男性を振ったことしかないし、男性の影もないので、女子たちの嫉妬に火を点つける部分はあまりないのである。むしろ雲雀を前にした男性たちが目の色を変えて競争し、ときには友情さえも踏みつぶしてしまうことになる。

「そんなバカな……。私より友達が多い……だと……？」

「明日菜に負けるほうが難しいっつーの」

「私や柑奈を軽く上回る逸材が、まさか一年に存在したとはな……」

　柑奈はリアリストで裏表があるし、いわば世間一般的な言葉で言う女子力も高そうな印象だ。しかし雲雀は裏表があまりなく、女子力はどこかに置き忘れており、オタク力や腐女子力が遙はるかに上回っているタイプである。それゆえ一概に比較はできないと思えたが、しかし我が妹ながら、非常に希有なポジションの女子であることは同意できた。

「柑奈って生徒会長さん？　あの人、なんかオーラ出てて近づきがたいよねー！　いかにも完成された女子ですって感じで、人生勝ってそう！　マジ完全無欠乙！」

　雲雀は嫌味を言うような人間ではなく、素直な気持ちで口にしたものだろう。実際に雲雀は、柑奈に劣っている部分がたくさんある。高校内でのテストの成績は悪いし、運動もそれほど得意ではなく、社会的常識もやや欠如しており、マナーも良いとは言えない。対して柑奈は多くのものを高レベルで持ち合わせているオールマイティ女子だった。

　それでも、男子にモテる雰囲気や美貌ということに関しては、雲雀に敵う女子などそうそういるものではない。そしてこの部分は、一個の生物として、そして女子として、最も重要なのではないか。それゆえ雲雀が他の女子を褒める言葉は、ある意味で、余裕の発言といった貫かん禄ろくすら感じさせるものだった。

「おい隼兵、なんかすげえ逸材じゃねーか？　この私も、雲雀の前じゃタジタジだぞ。なんだこの妙な気持ちはよぉ」

「妙な気持ち？　恋じゃないかそれは」

　俺は冗談で応じた。

　雲雀は明日菜を覗き込む。

「ね、明日菜ちゃんって呼んでいい？」

「ダメだこの野郎。せめて先輩とか部長とか何とか言えや。示しがつかねーんだよ」

「え～！　どうしてなの明日菜ちゃん！　明あ日すニャンとか、アスナンみたいに可愛い渾あだ名なでも付けたほうがいい？」

「もっとダメだ死ねよ。私は存在が硬派で通ってんだよ。アニメみたいな呼び方すんな」

「雲雀はこれでもメイド喫茶のバイトとかで普通に年上の大人たちと話してるから、先輩後輩みたいな感覚は薄いんだよ。それは兄として予あらかじめ断っとく」

　決して雲雀に悪意はないのだが、一般的な上下関係の意識が希薄なのだ。雲雀に告白してくる男性の多くが成人であり、三○歳より上も多いので、日常的に大人たちに接しているという理由が大きいだろう。一般の高校生よりも、メイド喫茶で知り合う客を通して雲雀は大人たちとの交友関係がずっと広いはずだ。

　明日菜は舌打ちする。

「ちっ、しょうがねーな。呼び方くらい好きにしろやコラ」

「おけおけー！　なら、明日菜ちゃんでいこう！」

　雲雀は明るく声を上げた。

「その代わり、地球連合部に入ってもらうぞ。隼兵もそれで了解しろ」

「お兄ちゃん、いいんでしょ？」

　雲雀が俺を見やってきたので、俺は肩をすくめる。

「本人の意志を尊重するしかないだろう」

「雲雀、テメーは仲間のために魂を懸けられるか？」

「当たり前だよ明日菜ちゃん！　だってね、お兄ちゃんとＣＩＡに入ろうって計画を練ってたところだったんだよ。それなのに、こんなに早く地球を駆け回るような仕事に就けるなんて！」

「ＣＩＡ？　本当か隼兵？」

「雲雀の頭のなかでな」

「私に任せちゃってよ。きっと私すごいよ。世界を股に掛けて活躍する女スパイにだって、あらゆるものを盗み出す大泥棒にだってなれると思う。かなーり自信あるんだよね」

　明日菜が念を押す。

「地球連合部での活動は伊達じゃねえ。道半ばで命を落とすことになるかもしれないぞ？　それでも入りたいのか？」

「当然乙だよ、明日菜ちゃん！」

「決まりだな。おい隼兵、地球連合部のエースになりそうじゃないか？」

「どの辺がどういう風にエースなのか知らないが……とにかく、柑奈との勝負に勝ててよかったじゃないか」

　俺にとっては寝耳に水の結果だが、雲雀が地球連合部に入部することになってしまった。サブカル同好会に雲雀は満足している様子だったし、まさかそちらを辞めてまで地球連合部に移籍しようとする意志があるなど想定していないことだった。地球連合部などという壮大な名前のせいで、アニメのなかに出てくる妙な部活動と勘違いしている可能性があった。ただし実際に部活の目標は地球統一事業であるのだし、アニメ以上にありえないものを目指していると言えるかもしれない。果たして雲雀は活動に満足するだろうか。

　とにかく期限ギリギリになって最後の一人を獲得し、柑奈との勝負に勝ちきることができたのだった。













　明あ日す菜な、俺おれ、燈とう華か、雲雀ひばりの四人が、揃そろって柑かん奈なの前に居並んでいた。

　柑奈は、信じられないといった風に首を振る。

「噓うそよ、そんなこと……」

「噓じゃねーって。ちゃーんと、入部届も書いてあるだろ？」

　ドヤ顔で、明日菜は書類をちらつかせた。そして明日菜は、燈華と雲雀を見やり促す。

「ほら、燈華、雲雀。この生徒会長、天あま宮みや柑奈は私の古い友達でな。今日から地球連合部に加わることになる。部員同士、自己紹介してやってくれや」

「三年Ｄ組、水みず樹き燈華です。家庭の事情でバイトに明け暮れる生活をしていましたが、明日菜さんと隼しゆん兵ぺいくんに恩があり、地球連合部に所属することにしました。高校を卒業したら、いずれ正式に地球連合部に就職させて頂ければと思っています。精一杯頑張らせて頂きますので、よろしくお願いします」

　興味津しん々しんといった風に雲雀が身体からだを寄せる。

「ね、ね。燈華さんってアイドルだったんだって？　お兄ちゃんから聞いたよ」

「……微妙アイドルすぎて謝りたいくらいです。私、無理でした。ゴメンなさい！」

　期待に応えられなかったことを申し訳なく思っているのか、燈華は即座に謝罪した。

「でも本当だったんだ！　ね、燈華ちゃんって呼んでいい？　いいよね？」

「ど、どうぞ……」

　燈華の同意を取り付けると、雲雀は感心したように一同を見回す。

「可か愛わいい子ばかりだね～。どういうことなの地球連合部って」

「テメーこそよほど美人なんだよ。つうか、喋しやべりたいならまずは自己紹介しろや」

　明日菜が促うながした。

「あっ、そうだよね。一年Ａ組、霧きり島しま雲雀だよ。苗みよう字じがおんなじだからわかったと思うけど、こっちはお兄ちゃん。地球連合部マジかっけーと思って即座に入部決定！　みんな乙おつ！」

　雲雀は人生舐なめてる印象を相手に抱かせるが、実際これでどこでも上う手まく立ち回ることができているから不思議だ。

「すまんな、あんまり礼儀とかなってなくて。苦情があれば俺に伝えてもらえれば、あとで雲雀には言い聞かすようにする」

　燈華が目を見開く。

「兄妹!?　似てませんね……」

　柑奈は必死の形ぎよう相そうで燈華と雲雀の腕を摑つかみ、揺すりながら言う。

「燈華さん、雲雀ちゃん！　明日菜に脅迫されたんでしょ!?　ぜんぶ知ってるよ！　警察に行こう！　お願い、脅迫されたって言ってー！」

「フフフ、泣きわめくがいい。さあ、次は柑奈が地球連合部員になる番だな」

　勝ち誇ったように明日菜が胸を張った。

「待って……！　『高校時代の部活は何ですか？』って訊きかれて、『地球連合部です』なんて答えられるわけが……！」

　柑奈は慟どう哭こくした。

「いい加減、覚悟を決めろや。男だろ。こんな逆境のなかでこそ根性据えろ」

　そんな明日菜の言葉に、柑奈はすがるように口にする。

「生徒会が忙しいの。だから、ね？」

「生徒会なんざ、せいぜい週に一、二回じゃねーか。しかも生徒会と部活の両立なんて当然」

「もう少し考える時間を……」

「はーん。柑奈はあれだけ正々堂々とした賭かけ事の約束を守らない？　その程度の男だったのか？」

「だって……」

「だっても明後日あさつてもねーんだよぉ！　清く正しく勝負し、私が勝った。そして柑奈は約束を守る。それだけのことだ」

「ううう……そんな……」

「決まりだな。柑奈加入で、これで部員も五人になったぞ。さあ柑奈、地球連合部に部室を割り当ててくれ。とっとと生徒会で書類を作って、教師どもに了解を取ってくれや。部室の用意は明日までにな」

　柑奈は悲ひ愴そう感いっぱいの顔で固まっていた。

　明日菜は俺たちを見回す。

「よーし、部室関係の作業は柑奈に丸投げしちまって、私と隼兵と燈華と雲雀は、これから屋上で祝勝会と洒落しやれ込こもうぜ。華麗すぎる勝利だからな。存分に祝おうや。隼兵、酒さか樽だるを用意しろ」

「水か？　それとも売店でウーロン茶でも買ったほうがいいのか？」

「何でもいいんだよ、このスットコドッコイ！　気分の問題なんだからな。はあー、柑奈に大勝ちしたあとは気持ちがいいなぁ！」

「うううううう……」

　柑奈は無念そうに打ち震え、目には悔くやし涙が浮かんでいたのだった。

　その後、柑奈の地球連合部加入の情報はまたたく間に全校生徒に広がっていった。この情報を広めた張本人は明日菜である。男子からも女子からも安定して高い人気を誇る生徒会長の柑奈が、まさか闇黒面に堕おちてしまったのかと話題になり、校内は騒然としたのだった。





　　　






　ホワイトボードには、『全日本地球連合部、第一回会議』と大書きされていた。

　ついに放課後に部室が割り当てられ、今日は初めて部室に部員全員が集合していたのだった。しかも部室は、柑奈の生徒会長としての力が発揮されたのか、視聴覚室となっていた。普通の文化部なら、一般教室のはずである。一般教室だと、どうしても居残る生徒がいたり、自分たちの本来の教室ではない分だけ、落ち着かない気分があるものだ。しかし特定の目的のために設置された教室であれば、所属する生徒がいない分だけ、心理的に利用しやすい。ちなみに一般教室は黒板だが、視聴覚室はそれに代わってホワイトボードとなっている。

　まずは明日菜がホワイトボードの前に立ち、部活の目的を説明していたのだった。すでに聞き知っている話だが、第一回部活ということもあり、改めて説明することにしたのだろう。俺、柑奈、燈華、雲雀の四人は、講義を聴くように椅子に座り、明日菜の話に耳を傾けていた。

　一通り明日菜の説明が終わると、まずは柑奈が声を上げる。

「──巨大なテレビ局を創ろうって言ったって、そんなことできるわけないじゃない。ありえない方針を掲げたって意味ないよ」

　俺が言う。

「いやだから前も話したけど、地球統一よりは遙かに具体的だろう。世の中には、新興テレビ局だって幾つもあるんだ。それだって人間が創ったものだぞ。俺らに同じことが不可能と断定するのは早すぎるよ」

「隼兵くんはそう言うけど、私たち高校生だよ？　すごいお金いると思うし、人脈だっているし、ノウハウだって必要なはずよ。一体どうしていこうってわけ？」

　最初から柑奈は不満たらたらだった。部室の割り当て作業のため一番働かされたのは柑奈なので、不平を腹に抱えているのは仕方がない。

　壇上の明日菜が苛いら立だたしげに口にする。

「ったくよぉ、姑しゆうとめ野郎柑奈は文句ばかりで困っちまうぜ。情けない男だな。隼兵の言う通り、他の人間にできたことが私たちにできないわけがないだろ？」

「姑は野郎じゃないし、私は姑でも野郎でも男でもない。明日菜は日本語を学び直しなさいよ。それに、他の人間にできたことって言うけど、明日菜はさらに何倍も大きなテレビ局を創ろうって言うんでしょう？　テレビ・新聞・映画・出版・音楽・インターネットと多岐にわたる巨大企業を率いたメディア王ルパート・マードックだって、成し遂げられてないことじゃない。ということは、私たちはそのメディアコングロマリットよりも、遙かに大きなテレビ局を創らなければならないわけ。そんなの端はなっから無理だって言いたいの」

　俺の隣に腰かける雲雀は、顔を近づけてささやいてくる。

「柑奈ちゃん文句ばかりのようでいて、意外と詳くわしいよね～」

「もともと頭は悪くないからな。それに二人は付き合いが長いから、柑奈も、明日菜のやろうとしていることがわかってるんだろう」

　明日菜は声を響かせる。

「全盛期のルパート・マードックは一部の政治家やメディア人に、世界征服をしようとしていると激しく批判を浴びていたくらいだ。本人にその意志まではなかったようだがな。私たちは、私たちが創るテレビ局を中心にして、さらに大きなメディアコングロマリットを創れるはずだ。静かに、牙きばを隠しながらな。そして一定のレベルを超えた瞬間、一気に地球統一事業に乗り出せばいい。反抗するメディアや政治家は、金と権力で黙らせてしまえ」

「だーかーら、創れるはずだっていうけど、どこからその自信が湧いてくるわけ？」

「自信を持っちゃ悪いのか？　私はできると思うからやってるんだ。テメーこそウダウダウダウダと──」

　明日菜と柑奈が威い嚇かくし合い始めたので、俺は腰を浮かせて割って入る。

「待ってくれ。ここで喧けん嘩かはナシな。柑奈の批判は無駄というわけじゃない。むしろ真っ当な意見だ。その意見を覆せないようなら、何をやってもダメだろう」

「ちっ」

　聞こえるように明日菜が舌打ちした。

　柑奈が感心したような視線を向けてくる。

「へぇ……。隼兵くん、明日菜の話に一番最初に乗ったわりに、意外と慎重に考えてるんだ」

「柑奈の不安や不満も、要するに道筋が漠然としているからだろう。だから全体のロードマップを具体化していくことが、この部活で最初に取り組むべきことじゃないか。無む闇やみ矢や鱈たらに敵地を攻撃するよりも、まずは着実に陣地を固めることから始めよう」

「だったら、ここは左巻き隼兵が仕切ってみろや。私や柑奈だと、どうしても反発しあっちまうからな。私に代わって前に出ろ」

　明日菜がそう命じてきて、自分は最前列の席にさっさと腰かけてしまった。

　言葉をはさんだ以上は責任を取らなくてはならない。俺は壇上に進み出て、椅子に腰かける四人の女性陣と向き合った。

「え～、コホン、ただいま指名に与あずかりました──」

　俺が話し始めようとすると、明日菜が威嚇してくる。

「うぜえんだよ、選挙演説じゃねーんだ。挨あい拶さつはいいから本題に入れや」

　その通りだと思ったので、俺はうなずいて黒ペンを手に取る。

「了解。目標を明確化して、そこに至る道のりを具体的に詰めていってみよう。この部活の最終目標はいわゆる地球統一政府を創り上げること。それでいいんだな？」

「はぁ……。今さらだろ」

　明日菜はため息をついた。

　俺はホワイトボードに、「地球統一政府の樹立」と書いた。

「それで、この目標に至るために、明日菜は巨大なテレビ局を……柑奈の言葉を借りればメディア・コングロマリットを創るのが最善手だと考えているわけだ」

「そうだ。世論こそが社会そのものだからな。それがバカげているかどうかなんて、この際そこは問題じゃない。現実は現実として受け入れて、私たちが地球権力を握って糺ただしていけばいいだけの話だ」

「ＯＫ。つまり、誤解を恐れず言ってしまうと、こういう図式になるわけだな」

　再び俺はホワイトボードに向き直り、書き足した。




　地球統一政府の樹立 ≒ メディア・コングロマリット




　そして俺はメディア・コングロマリットに丸を付けて、皆に向き直る。

「ここから先は、俺たちの手で、どうやってメディア・コングロマリットを創っていくかを考えていこう。まずは張本人の明日菜の意見を聞かせてくれ」

「前に隼兵には話したことがあるが、部活設立当初は、毎週一回一○分程度のインターネット放送に注力していければいいと考えているんだよな。そこで実績やノウハウを重ねて、同時にスポンサーも集めていくといい。どういう内容の放送をしようと考えているか説明するとだな──」

　明日菜は自分の席から腰を上げず、皆を見回しながら話し始めた。インターネット番組では、あらゆる大手メディアが大々的に扱ったニュース報道が正しい内容かどうか、検証していくようなものにしたいと語った。その上で、メディアの実績を分析し、各社に格付けをしていくような役目を担うことで、いずれ大衆にも認知される存在になっていきたいと続けていった。いずれはその展開をグローバルスケールにしつつ、世界的なメディア企業を樹立する計画だと明日菜は説明した。

　明日菜が話を終えると、まずは柑奈が応じる。

「でもインターネット放送をしたって、誰も見てくれなければ意味がないじゃないの。自己満足で終わっちゃうだけよ」

「意味がないからって行動しなければ、何もできないままに終わるだろうが。どんな目標だって取りかからなけりゃ突破口は開けない」

「各メディア企業に格付けをしていこうとするコンセプトはいいと思うよ。だけど目先で最大の問題は、どうやって放送を一般の人たちに知ってもらうかってことでしょう。ううん、それ以前に、放送を収録するための設備なんて何もないよ」

「ネット放送なら、ノートパソコンとカメラがあればいいだろ。それと照明機材くらいは揃えたいが、金の掛かるものはスポンサーを獲得してからだ。とにかく最初の放送は地道でいいんだよ。私らが独自に取材して、動画投稿サイトで番組をやるような形でもいいじゃないか」

　明日菜と柑奈は再び議論を戦わせ始めた。この二人はいつもこんな風に議論を重ねてきたのだろうか。

　柑奈の反論は的確だと思ったし、応じる明日菜も突っ張るばかりでなく、相手の意見を素直に認める度量はあるようだった。俺は、この場を仕切るのが面白くなってきていた。二人の話に割って入る。

「さっきから、燈華も雲雀も黙りっぱなしだよな。ここは二人の意見も聞いてみよう。メディア・コングロマリットを創るために道筋を具体化していきたいんだが、二人はどうしたらいいと思う？　まずは燈華からだ」

「明日菜さんと柑奈さんのやり取りを聞いているだけでなんだか勉強になります。そんな考えがあるんだって新鮮ですね。隼兵くんも頭が良くて、進行は適切だと思います」

「俺を褒めて欲しいわけじゃなくて、燈華が道筋をどう考えたかってことを聞きたいんだけど」

「ゴメンなさい……！　私、いきなりのことなんで、そこまで考えてませんでした。協力したいと思ってるのに……」

　燈華はもともと明日菜や俺への恩義があって加入したのであって、目標に共感しての参加ではない。それゆえ、いきなり話を振った俺もいささか酷だったかもしれない。

「はい！　はーい！」

　待ちかねたのか、雲雀が小学生のように右腕を中空に伸ばして自分をアピールした。

「今振ろうと思ってたところだよ。雲雀は何か考えてたのか？」

「要するに地球統一を目指して、でっかいメディアを創ればいいわけだよね。その目的が叶うなら、ネットでも紙でも何でもいいっていうことでしょう？」

　明日菜がうなずく。

「私が言う巨大なテレビ局というのは、あくまで象徴としてのことだ。そもそもテレビ局とネットメディアの線引きは、これからますます曖あい昧まいになっていくだろうからな。細けえ定義なんてどうだっていいんだよ」

「やっぱ最初はウェブメディアを地道に運営するしかないよね。その番組には、明日菜ちゃんが言った案、報道内容が正しいかどうかを探る企画ってかなりいいんじゃないかって思うよ。そして取材した映像は大手の動画投稿サイトとかに載っけとくと。ちょっとしたウェブサイトなら私が作れるよ」

「雲雀は自分で幾つもウェブサイトを作ってるからな。趣味でちょっとしたプログラムも組めるし、動画編集も時々やってるんだよ。ネットオタクをこじらせたみたいになってる」

　俺がそう補足した。

「フリーゲームも作ってるよ！　腐女子向けの超お手軽なヤツだけど！」

　そのフリーゲームは俺も無理やりテストプレーをさせられたことがあるが、一○分でクリアできる程度の一本道のアドベンチャー作品だ。いわゆるヤオイ系の物語だったので、俺には苦痛なシロモノだった。フリーゲームサイトに登録して公開しているようだが、ダウンロードはほとんどされた形跡がない。

　雲雀は学校の勉強をほとんどしないわりに、自分の好きなことには徹底して取り組むタイプだ。アニメや漫画のディープな知識も豊富だし、ネット関連やコンピュータ関連についての技量もなかなかのものがある。また、自分がコスプレしている写真を公開しているウェブサイトのほうは、フリーゲームと違い、かなりのアクセスを稼いでいた。

　感じ入ったように燈華が口にする。

「何げに雲雀さんって、ものすごく優秀じゃないですか？　プログラムが組める女子高生ってあんまり聞きませんよ」

「優秀とは違うんだなぁ。雲雀の場合、自己研けん鑽さんなんて意識はまるでなくて、ひたすら自分が満足するためだけにやってることだし」

　俺がそう応じた。

　柑奈が言う。

「現実的には、明日菜や雲雀ちゃんが言うように、動画投稿サイト向けの番組を作るのが関の山なんでしょうね。でもそれじゃ、いつまで経たっても何も起こらないままだと思うよ。誰も見てくれる人がいなければ、どんな放送をしたって無意味だって私は何度も指摘してるの」

「もちろん単にウェブメディアを運営しただけじゃ柑奈ちゃんの言う通りだよね。だからね、起こせばいいんだよ。私たちが旋風を」

　雲雀が身を乗り出したので、俺が訊く。

「どうやって？」

「これだけ美人さんが揃ってるんだし、アイドルグループを創ってみるっていうのはどう？」

「……はあ？」

　俺には、明日菜の地球統一の話を最初に聞いたときよりも大きな違和感があった。雲雀だから仕方ないと思ったが、しかし俺と違い、明日菜や柑奈は好奇心をそそられたような表情だった。

　雲雀は力説する。

「だって、それ自体がメディア活動でしょ。私たちのグループが知られれば知られるほど、私たちが運営するメディアが有名になっていくってことだよね。元アイドルだっているんだから、取り組んでみる価値あるって！」

「無名アイドルなんて一般人と一緒ですよ……」

　燈華は口惜しげに小さく言った。

　あの燈華と知り合うことになった小さな事件のあと、プロダクションのページを確認してみると、「水無月まりな」のプロフィールは削除されてしまっていた。俺たちが普段見聞きする機会がないだけで、無名タレントがこうして芸能プロダクションを去来するのは珍しくもない日常なのだろう。

「たしかに私たち自身の活動それ自体が、メディアだと言えるかもしれないわね……」

　柑奈が考えながら応じ、明日菜もうなずく。

「スタートアップには悪くないんじゃねぇか？　私たちの番組を一気に広げていく手段としては、かなり面白いアイデアだ。せっかくメス豚どもがこんだけいるわけだし、これを活かさない手はねーよ」

「お金も掛けずってわけにはいかないと思うんです。アイドル活動には、思っている以上にお金が掛かります。歌を用意するために作曲家の方にお金を払わなければなりませんし、衣装を揃えるのもタダではありません」

　そんな燈華の指摘に、雲雀は自分のブレザーを摑むようにして声を上げる。

「衣装はこれでいいって！」

「制服か？」

　明日菜が訊いた。

「そうだよ、だってこの制服可愛くない？　私ね、この制服着たくて高校受験ちょっとだけ頑張ったんだよね。お兄ちゃんがこの学校にいたっていう理由もあったけど。もし他にも衣装が必要だっていうのなら私が揃えてあげるよ。コスプレ衣装とかも作ってるしね～」

　ウェブサイトも雲雀が制作することになりそうな流れだし、衣装まで作る気満々なようだった。このまま行けば地球連合部で必要な物事の数々を、ほぼ雲雀が一人で用意してしまうことになるのではないか。

　ふと雲雀は思い出したように付け加える。

「あっ、そうそう。歌は、私のメイド喫茶でのお客さんに作曲家が二人もいるよ。どっちかに、出世払いで無理やりやってもらおうよ。みんなでお願いにいけば何とかしてくれるって！　そんなノリなんだってマジで！」

「何気に雲雀ちゃんって……」

　柑奈が息をのんだ。

　明日菜が言う。

「学校でオールマイティだと思われてる柑奈より、現実社会では雲雀みたいなヤツのほうが役に立つんだよ。どんだけ気張って良い大学に進学して良い企業に就職したってな、裸一貫の人間力には何の関係もない。下へ手たに華麗なレールに乗ったところで、そんなヤツほど一度でも途中下車したら人生詰んじまうものなんだ。地球連合部に参戦したこの機会に、柑奈は自分の生き方を見直せや」

「…………」

　珍しく柑奈は反論しなかった。現実社会でその人間が本当に役に立つかどうか、雲雀との差をまざまざと見せつけられ、ぐうの音もでなくなっているのだろう。

　俺が口をはさむ。

「おいおい、その前にさ、そもそもアイドルグループの起ち上げって、皆は想定できる話なのか？　俺には突飛すぎて……」

「そりゃあ突飛だよ。私も一瞬、目が点になったな。だがよぉ、巨大メディアを創ろうとする手始めとして、私たちが自らコンテンツとなって売り込んでいくことは、地球連合部の方針にマッチしてるんじゃねーか？　そのアイドルが、最初のころ自分たちでインターネット番組を運営してても不自然じゃないだろ」

「明日菜がアイドルデビューしてる姿なんて、なんだかとても想像つかんぞ。明日菜自身は、デビューしてもいいと思ってるのか？」

「目的に合致してるんだから、まぁいいんじゃねーか。別にアイドル活動がすべてと言うわけじゃないだろう。目標に向けて、他にも色々手を出していくんだ。そのなかで、中核となる活動の一つにアイドル事業を据えるのは、間違ってねぇと思う。別に私たち自身がアイドルになる必要はないんだが、逆にアイドルになって悪いわけでもない。私たち自身で取り組めば、コストも掛からないって寸法よ」

　そんな明日菜の話に、燈華が指摘してくる。

「成功するのは、そう簡単じゃありませんよ。たぶん成功しない可能性のほうが高いです。尤もつとも、地球統一やテレビ局設立という話よりは、ずっと可能性が高いのかもしれませんが……」

「プロだった燈華から見て、どうなんだ、この三人は？　アイドルとして通用すると思うか？」

　俺が確認した。

「私がプロだと言うのは烏お滸こがましすぎると思いますが……。通用するかどうかは言うまでもありません。容姿なら皆さん私より美しい方々です。それに芸能の世界で成功するのは、容姿よりも運や時勢のほうが大切だと思います。ただ……」

「ただ？」

「たぶんですが、雲雀さんはその気になりさえすれば、成功が約束されているように感じますね」

「マジでー!?　私そんな凄すごかったっけ？　私乙！」

　雲雀は楽しげに声を弾ませた。

「私が所属していたプロダクションでも、ずば抜けて成功している女性タレントさんあたりになると、近寄っただけで圧倒されるというか……ああ、この人は違うんだってわかるんですよね。雲雀さんにも、似たような印象を受けました」

「個人的な付き合いが上手かったからとかじゃない？　雲雀にその手のことをさせるわけにはいかないよ、断固としてな」

　俺が強く言うと、燈華は考えながら応じる。

「うーん……決して、売れるために女性タレントがみんな裏取引のようなことをしているわけではないですね。私のような微妙なライン上にいる人間が、最初のキッカケを摑むためにそういうことも強要される場面はあるんだろうと思います。でも本当のカリスマには、その手のことは不要なんじゃないでしょうか」

「たしかに、なんか雲雀は違うんだよな。只者じゃねーんだよ。上手く言葉にできねーけどさぁ」

　明日菜がぞんざいに言った。

　俺はうなずく。

「まぁ実際、雲雀って今まで数百人には告白されてきたからな。一○○○人は大おお袈げ裟さかもしれないが、三○○人は堅いだろう。信じられないと思うけど、兄の俺が言うんだから間違いない」

「三○○人!?　噓、でしょ……。私なんて今までに三人しか……」

　そう言って柑奈は凝固した。

　柑奈は激しいショックを受けた様子だったが、三人とはいえど、告白された経験があるだけでも一般の人々とはまったく違う存在なのだろうと思う。現に、俺はゼロ人だ。当たり前だが。

　明日菜は歯ぎしりする。

「私なんてゼロだぞテメー……。冗談じゃねーぞ畜生……。なんでこんなにモテないんだ私はよぉ！」

「いや明日菜は告白なんてされないだろ、どう考えても。一般的な意味でモテるはずもない」

「明日菜さんの場合、毎日どこか街角ですれ違うだけの相手から一ひと目め惚ぼれされて、間違って告白される……なんて事件ならあってもおかしくないですけど」

　燈華は口元を押さえ、一人楽しげに笑った。

「間違って告白ってどういう意味だよ。そう言う燈華はどうなんだ？」

「ゴメンなさい……！　私、中学のときに一人、高校になってから六人の合わせて七人……。高校での六人は同じ学校の生徒とかではなくて、バイト先や芸能活動で出会った大人の人たちです。その七人とは縁がなくてお断りしましたが……」

「ま、負けてた……」

　柑奈は顔を引きつらせた。

　明日菜が机をドンと叩く。












「つーか、問題は三○○人だよ三○○人。いやマジで物理的にそんなことがありえんのか？　一年に何人なんだよ……。それだけの数の男とすれ違うだけでも大変だろ……」

「そんな大変な数ってわけでもないよ。メイド喫茶に行けば、普通に一日で三○人とか五○人くらいの男子と会うわけだからね～。男子っていうかオジサンも結構いるけど」

　軽い口調で雲雀は応じた。

「とてつもなくモテる人なら、まったく想定できない話でもありませんよ。雲雀さんみたいな女性が、たぶん一○○万人に一人くらいは実在するんです。芸能界でもこのレベルになるとまず見かけませんが、たしかにいるんです。私が知っている話だと……」

　コホンと咳せき払ばらいした燈華は、皆を見回して続けていく。

「ある女優さんがまだデビュー前、彼女が宿泊していたホテルに花屋さんがトラックで乗り付けて、部屋全体を花で飾り立てたなんてことがあったそうです。翌日にはちゃんと同じ業者がやってきて、花の片付けまでしてくれたそうですね。ちなみにその女優さんは、あるアラブの方に見み初そめられて油田をプレゼントされそうになったとか、上場企業の創業者から財産の半分を分与するからと言われてストーカーみたいに求婚されたとか……。冗談のような話に聞こえるかもしれませんが、実話らしいんです。しかもデビュー前のことなので、ごく一部の極端にモテる人というのは、とても私たちの普通の感覚では想定できないとんでもない人種だと言うことです」

　まさしく雲雀みたいだと俺は感じた。一般人にはあまりに飛躍した次元の話に聞こえるから、たぶんファンタジー小説にもならないだろう。事実は小説よりも奇なりで、誰も信じないからだ。

　俺が訊く。

「やっぱり芸能界で勝ち残ってる女優やアイドルって、それに近いレベルでなきゃ厳しいものなのかな？」

「ごく一部そんな女優さんがいたりしますが、大多数のタレントはそこまでじゃありません。学校のクラスで一番手や二番手に綺き麗れいな女性なら、トップアイドルになれる素養は十二分にありますから。柑奈さんや明日菜さんくらいの美人さんなら、運さえ向いてくれれば大成功しても不思議じゃないんです。でも雲雀さんほどの女性となってくると、たぶん芸能界に来る合間もなく、とてつもないレベルの男性にもらわれていくケースも間々あるものなんじゃないでしょうか。私も女として、ただただ羨うらやましい限りです……」

「そう言えば先日は雲雀が、特注品の黄金のティアラを差し出されたとか言ってたな。冗談半分で聞いてたけど、冷静に考えると凄いことだ」

「黄金の……ティアラ……」

　柑奈が喘あえぐようにつぶやいた。

　雲雀がカラカラと笑う。

「物で釣ろうとする男性ってカッコ良くないよね～。だいたい、黄金のティアラなんて身につけるシチュエーションないし。ＲＰＧ世界だったら、装備しとけば敵の特殊攻撃とか跳ね返しそうだけど」

「なんかヤベえな……。同じ人類じゃねーよ……」

　明日菜は汗を拭ふくような仕草をした。

「ある意味、神様みたいな人ですね……」

　燈華は絶句した様子だった。

　当の雲雀は首をかしげる。

「どったの？　黄金のティアラなんて驚くところじゃないってば。もっと色々と乙なことがあったよ。どんな乙かって言うと──」

「聞きたくない聞きたくないお願いだから言わないで」

　念仏を唱えるように柑奈は言い、両耳を塞ふさぐようにした。

　拷問を喰くらっている最中のような柑奈の表情に、さしもの明日菜も優しい声を掛ける。

「柑奈よぉ、気持ちはわかるが絶望しすぎだ。テメーだって十分モテるじゃねぇか。私のほうができるはずなのに、テメーばかり良いとこ取りしやがって。いつも腹立たしく思ってるんだぜ？」

「そうですよ。柑奈さんは、うちの高校で一番有名な人です。みんなの憧あこがれって言うんでしょうか。男子生徒たちも、もしできることなら柑奈さんのような人と付き合いたいと内心では思ってるはずですよ。でも高たか嶺ねの花だと思って、柑奈さんに告白しようとは思わないだけです」

　そう燈華も慰なぐさめた。

　俺も同意する。

「柑奈は羨ましいくらいにすべてを持ち合わせてると思うぞ。この場で唯一の男子代表として言えば、恋愛シミュレーションゲームなら、間違いなく柑奈は最高のヒロインに設定されるだろうな。妙なたとえで申し訳ないが本当にそう思う」

「前にもお兄ちゃんと明日菜ちゃんに話したことあるんだけど、柑奈ちゃんってさ、完かん璧ぺき超人っぽいんだよね。美人だし頭もいいし、なーんか振る舞いも洗練されてる感じだし。私ってば何でもできます乙みたいな。……柑奈ちゃん、なんで泣いてるのー？」

　雲雀に「完璧超人」呼ばわりされた柑奈は、堪たえ難がたいとでも言わんばかりに身み悶もだえた。雲雀は素直な言葉を吐露しただけで、決して嫌味を口にしたわけではないことは誰もが理解している。それでも雲雀が褒めれば褒めるほど、その言葉は鞭むちとなって柑奈を苛か酷こくに打ちのめしてしまうのだろう。

「ううう……。私だって努力して人前では振る舞って、懸命に自分を磨いてきたのに、どうしてこんなに違うの……。ねぇどうして……？」

　机に突つっ伏ぷすようにして慟哭する柑奈に、俺が言う。

「いちおう指摘しておくけどさ、雲雀は少しも努力してないし、何も磨いてないからな。ダイヤモンドは磨けば輝くっていうけど、雲雀の場合、ゴロッとした原石のままだ。しかもたぶん、別に磨いたところで何も変わらないタイプ。これはもう違う人間なんだと思って受け入れるしかないよ。ただ、雲雀が異常にモテることと、人間として優れているかどうかということは、まったく別問題だぞ。人の良し悪しはモテるかどうかでは決まらない。柑奈の努力はどこかで報われるはずだ」

　明日菜が睨にらみ付けてくる。

「なに正論振りかざしてんだテメーは。どこの高僧だよ。昔から、柑奈がいかに人様に評価されるために情熱を傾けてきたかを私は知ってる。アホらしい努力だとは思っていたが、それでも私は心のどこかで女らしく振る舞える柑奈が羨ましかったし、ほんの少しだけ評価もしてきた。そのすべてが、いともあっさりと打ち砕かれたんだ。人生を粉砕されたみたいなものなんだよ」

「隼兵くん、そうは言いますけど、女子にとっては、男性から見られたり持て囃はやされたりすることは命の次に大事なことなんです。大袈裟じゃないんです。ＤＮＡに刻み込まれてしまっている性質なんです。男性に言ってもなかなかわかってもらえないかもしれませんが、女性っていうのはそういう生き物なんです」

　燈華も力説してきた。

　きょとんとした表情で雲雀が口にする。

「なんかさー、私がモテるみたいなこと言ってるけど、そうでもないんじゃん？　私ってさぁ、ぶっちゃけ愛してもらったって感じたことが一度もないんだよね。たぶん私って一生モテないかもしれないし、その点は諦あきらめてるね」

「ううううううううううううう……」

　さらに激しく柑奈は打ちのめされた様子で、机に額を押し付けた。

「この与太郎が。テメーのその言葉は、世界最大級の大富豪が、借金塗まみれでのたうち回る底辺の貧民の前で、黄金を見せびらかすようなものなんだよ」

　そう言い放った明日菜を、俺が宥なだめる。

「いや、怒りたくなる気持ちはわかるけど、これが雲雀の本心なんだよ。雲雀の主張したいニュアンスはなんとなく俺もわかってて、雲雀が告白を即座に斬きりまくってる理由にも繋つながってるんだ。昔からたまに雲雀がぼやくんだけどさ、『知りもしない男性の興味を勝手に惹ひいてるみたいだけど、誰も本当に本気で自分を愛してくれてない』って言うんだよ。この意味、わかるか？」

「つまり、周りの男性たちは表面的な容姿ばかりを追ってきますけど、誰も雲雀ちゃんの内面を見てくれていないということでしょうか」

　燈華の言葉に、しきりに雲雀がうなずく。

「そうそう、お兄ちゃん燈華ちゃん解説乙。たとえばスーパーモデルさんが仕事でステージに立つと、不特定多数の、見たことも会ったこともない人たちの興味を惹くでしょう？　そんな状態って、愛されているっていうのとは全然違うと思うんだよね。仮にだよ、ステージ上でスーパーモデルさんがヒットマン君に狙そ撃げきされそうになることがわかったとして、それを立ちはだかって守ろうとするお客さんっていないでしょ？　たぶんみんな会場から逃げようとしたり、ボーッと見てるだけだと思うんだよね」

　雲雀は手振りを交えて続けてゆく。

「私は、告白っていうのは人生で一番大事なことの一つだと思うし、その相手のために命を懸けてもいいかどうかってことだと思うんだよ。付き合う以上は結婚したいなって思う。試しに付き合うとか、なんとなく付き合ってみるとか、絶対にありえない。処女を捧げた相手が私の一生だよね。生涯その相手と寄り添っていくって想定すれば、見てくれなんて数十年経ったら誰だって衰えるわけで、二の次三の次のことでしょう？　だからね、やっぱ、私のすべてにちゃんと向き合おうとする姿勢ってすごく重要。私の内面に誠心誠意で向き合ってくれているのはお兄ちゃんだけだってわかるんだよね」

　それを聞く女三人は、完敗といった表情をするばかりだった。

「王者の、貫禄……」

　燈華が小さくつぶやいた。

　机に突っ伏すようにしていた柑奈がやや顔を上げ、悲愴感に満ちたように声を絞り出す。

「絶望……雲雀ちゃんとのあまりの格差にひたすら絶望……」

「柑奈よぉ、もう泣くな……。世の中にはな、張り合っても敵わない相手っていうのはいるものなんだよ。私らがボクシングでプロボクサーに挑んだって仕方がないんだし、自分の戦うべき分野を見極め直すこったな。良い機会だったじゃねーか」

　明日菜が、柑奈の肩に手を置いて慰めた。

「私ね、打ち明けると、何もかもを持ってるんじゃないかって、銀のスプーンを咥くわえて生まれてきた選ばれた人間なんじゃないかって思ってたの。嫌な人間でしょ？」

　吹っ切れたのか、柑奈はもう涙を隠すこともしなかった。

　俺が応じる。

「いや冷静に見ても、柑奈って色々すごいと思うよ。世辞じゃなくな」

「そうですよ柑奈さん。あらゆる分野で学校一の呼び声が高い人なんてそうそういないですよ」

　燈華もそう励ました。

「学校なんて心底どうでもいいものだった……。私の世界が狭すぎて、何もかもが間違ってた……。本当のところ、私は何一つ持っていなかったって今日ここで初めて気づいた……」

　俺がたしなめる。

「そりゃ学校での評価と社会的評価ってまったく別次元だろうけどさ、さすがに何一つ持ってないっていうのは大袈裟だよ」

「生まれて初めて生き方を変えるべきだって確信した。しょせん私なんて、レールの上に乗っかって、そのレール上のルールを上手く演じていただけのカゴのなかの鳥だった。大学推薦なんかどうでもいい。生徒会長なんてゴミのなかのゴミ……。ううん、自分の実力を誤認してしまう放射性廃棄物……」

　ふと、柑奈の顔つきが鋭く変わったような気がした。怒りからなのか、それとも嫉しつ妬とからなのか、わからない。

　明日菜がため息混じりに口にする。

「私がいつも説教してきたことそのままじゃねーか。柑奈はいつもレールに乗っかってるだけの半端者だってな。レール上ではトップだったかもしれないが、レールなんか取っ払った剝むき出しの実力の舞台では雲雀に太た刀ち打うちできないって知って、ようやくそれに気づいたんだよテメーは」

「やるよ、私……。やっぱアイドルだよね、アイドル。そうよ、さっそく計画を練りましょう。メディア・コングロマリットを創って世界を支配するために、まずはアイドルで成功しなくちゃ。私自身が世界有数のコンテンツになればいいだけの話よ。私ならやりこなせるはず……」

「さっきまで柑奈は否定的だったくせに、なんで急にアイドル活動に積極的になってんだよ……。しかも結局、舞台を変えても演じるつもり満々じゃねーか」

　明日菜は奇妙な顔で柑奈を見やった。

　俺が皆を見回す。

「話はアイドル活動に戻るのか？　まぁ地球連合部の方針には合致した取り組みだろうから、俺に異存はないが」

　燈華がクギを刺してくる。

「アイドルで成功するっていっても、並大抵のことじゃありませんよ……。アニメや漫画に出てくるような清々しい芸能界とはまったく違う、大人の世界です。学内試験で一位を取るのとは比べものにならないくらい難しいです。世の中の自称アイドルたちは一万人以上もいると言われていますが、その大半がまったく売れていません。運に恵まれなければなりませんし、仕事を獲得する力もなくてはスタートラインにすら立てません」

「仕事を獲得する力か……。よし隼兵、今日からテメーは地球連合部所属の営業マンだ。ネクタイとスーツを用意しろや。私たちの仕事を取ってこい」

　そんな明日菜の命令に、俺は頭を抱える。

「マジかよ俺が営業したくらいで芸能の仕事なんて取れるのか？」

「心配すんな。愚鈍な隼兵の営業力なんざ期待しちゃいねーよ。部員全員で総攻撃を仕掛けるんだよ。とにかく、やれることは手当たり次第に何でもやっていく。地球連合部のインターネット番組が多くのアクセスを集めることに成功すれば、最初の突破口になってくれるかもしれねぇ」

「なら、私はさっそくウェブサイトのデザインを作っておくね。メディアのサイトと、アイドルグループのサイトの二つが必要かもだよね。中身は明日菜ちゃんのほうでまとめて欲しいんだけど、いっかなー？」

　小首をかしげて雲雀が確認した。

「任せとけ。私と柑奈と燈華で内容をまとめて、雲雀に渡すようにするからよ」

　俺は燈華に近寄り訊いてみる。

「燈華に、芸能の仕事ってどうやって取るのか教えて欲しいんだけど……」

「ゴメンなさい……。私、歌とか仕事とかは少しわかりますけど、お金絡みの業務をアドバイスできるような経験は……。ところで、アイドルグループ名ってどうするんですか？」

「そのまま、地球連合部でいいんじゃねーか？」

　明日菜が軽く言い、雲雀も続く。

「私も、地球連合部がカッコいいって思ってたよ！」

「カッコいいか？　まぁ女性陣が良ければそれでいいんだが」

　俺には、アイドルグループ名としては何かが大きく間違っているような気がした。だがその違和感は、もしかしたらそれほど悪いことではないのかもしれない。目立つということを考えれば、人の意表を衝くようなネーミングのほうが覚えてもらえると思ったのだ。

　すでに柑奈は俺たちの打ち合わせには参加せず、一人自分の世界に浸りきって悶もん々もんと思考を巡らせているようだった。やがて柑奈が涙しながら微笑ほほえむという怪しげな芸当を見せ、陰謀を巡らせるようにつぶやく。

「フフフ、見てなさい……。私が本気を出したらどうなるか、世界中の男どもに知らしめてやる……。私もいつか油田ゲット……」

　俺たちには、怨おん念ねんのような柑奈のつぶやきがありありと聞こえたが、危険なものに触らないほうがいいと誰もが判断したようで、そ知らぬ顔で打ち合わせを続けたのだった。

　いつの間にか、地球連合部の活動に対し、柑奈が一番乗り気になったのが明らかだった。当初は柑奈が明日菜の話を一つ一つ否定して回る側だったのに、その高いプライドが雲雀によってズタズタに引き裂かれてしまった結果、人生観が根底から覆くつがえされてしまったようだった。それが柑奈にとって良いことなのか悪いことなのかわからないが、地球連合部員の気持ちが一気に同じベクトルを向いたわけで、貴重な第一歩になったと言えるのかもしれない。













「みんな乙おつ！　じゃあいくよ、撮影スタート！」

　雲雀ひばりはノートパソコンの画面を眺めやりながら、マウスをクリックした。

「こんにちは！　地球連合部ニュース報道検証番組、ついに始まりましたね。司会進行役を務める水みず樹き燈とう華かです。大おお都みや第だい一いち高校視聴覚室よりお送りいたします！」

　燈華はカメラに向かっても物もの怖おじせず、慣れきっている感じだった。カメラ側から見て、燈華が左手、中央には柑かん奈な、右手には明あ日す菜なが並んでいる。カメラ撮影役は雲雀で、俺は照明機材を扱う役目だった。

　放課後に部室となる視聴覚室をスタジオに見立て、俺たちは最初の収録を行っていた。撮影機材は、ノートパソコンにビデオカメラを繋げただけの簡素なものだ。この撮影のために雲雀が家から持ってきた。照明機材も、ホームセンターで三○○○円程度で購入した簡易的なものだ。

　今日は第一回放送の収録だが、いちおう昨日の放課後に何時間も掛けて、おおよその番組の構成や、どんな風に進めていくべきかを話し合っていた。軽くカメラを回してみて、自分たちがどんな風に映るのかも把握しているつもりだ。それゆえぶっつけ本番の素人しろうと番組だが、メンバーに緊張している様子はなかった。

　柑奈が感心した風に言う。

「燈華さん、カメラ前にすると顔つきが変わったっていうか、手慣れた感じ。ちょっとびっくりしちゃったよー」

　番組の方針として、多少の脱線は大いにアリだ。生き真ま面じ目めを装うニュース番組と同様のスタイルを取るのではなく、肩かた肘ひじ張らず、女子高生たちが普段の顔のまま駄だ弁べるなかで、難しいニュースの裏側を取り上げていこうというのがコンセプトの番組だった。

「そうですか？　こういうのは気合と根性ですね。最初は戸惑うかもですが、この道で食べていくしかないんだって覚悟を決めれば、誰だってできるようになりますよ。まぁ私は食べていくところまで行かなかったわけですが。その前に、柑奈さんも自己紹介お願いします」

「あっ、そうだよね。地球連合部ニュース報道検証番組、参加メンバーの天あま宮みや柑奈です。ニュース解説に定評のある……かどうかわかりませんが、社会情勢の勉強を怠おこたらず、気合を入れて頑張ってみようと思います。みなさん、よろしくお願いしますね」

「そしてもう一人、こちらは地球連合部の創設者でもある一いち條じよう明日菜さんです。自己紹介お願いします」

「地球連合部の部長、一條明日菜だ。このニュース報道検証番組はもともと私が言い出しっぺなんだが、今じゃ私より隣の柑奈のほうがよほどやる気剝き出しって感じだな。昔の柑奈をよく知ってるだけに、意識が変わりすぎて驚きだぞ」

「さすがに私だって、女子高生たちが集まってキャッキャするだけならネットで顔を晒さらすのはどうかと思うところだよ。でもいちおう真面目な内容のニュース番組にしようってわけだし、それなら別にいいじゃない」

　燈華がカメラ目線で口にする。

「最初ですから、この番組のコンセプトを軽く説明しておきましょう。この番組では、マスコミ報道自体を取り上げて取材していく予定です。ちょっと誤解を呼ぶかもですが、日々のニュースを追いかけるわけではありません。マスコミの報道内容が正しいものかどうか、それを冷静に検証していく番組にしたいと思っています」

「たとえばこれだ──」

　そう言って、明日菜はフリップをかざした。フリップには、先日、明日菜が俺にも説明してくれた平和デモ参加者五○○○人の新聞一面記事が貼はり付けられていた。

「カメラに記事が映りにくいな。雲雀、こいつをカメラに映るようにしてくれないか」

　明日菜がフリップを、ノートパソコンを操る雲雀に向けて差し出した。

　雲雀が説明する。

「あ、編集作業のときに、ちゃんと映像に挟み込むようにするよ。だから文字が見えなくても大丈夫」

「お、そうか。なら、視聴者には見えている前提で進めていいんだな？」

「おけおけ」

　こうした撮影の外の人間とのやり取りも普通にアリだ。別に格式張った番組を作りたいわけじゃない。脱線も想定外も大いに結構。和気藹あい々あいでありさえすれば何でもいいのだ。

　再びフリップを自分の前に置いた明日菜が口にしていく。

「ここ連日にわたって、国会前で騒がれている日米同盟反対平和デモがあるだろ。そのデモを日本国民に認知させて、運動を煽あおっているのがマスコミの報道だ。よく考えてみてくれよ。このデモは、大手メディアがこぞってこんな風に一面記事として大々的に取り上げなけりゃ、誰も知らないものに終わってたはずだ。実際、どんなに人が集まったって、大手メディアに完全無視されて、何もなかったことになっているデモなんざゴマンとある。だが大手メディアがなぜかこの平和デモを選んで扱ったことによって、さもこのデモが日本国民の一大ムーブメントでもあるかのようなイメージになっちまってるわけだな」

　柑奈がつぶやくように言う。

「たしかに言われてみれば……一面記事になって初めて、これが大規模なイベントなんだって私たちは感じることになるわよね。でももしこうして取り上げられなければ、単なる寒々しいデモとして誰の記憶にも残らなかったかも……」

「だから私が何度か柑奈にも説明してきただろ。今や地球を動かすのは世論という怪物であって、その怪物を作りだしているのがマスコミの報道なんだってな。今じゃ政治家なんてお飾りみたいなものなんだよ。本末転倒甚はなはだしいが、だからこそマスコミ報道を冷静に検証してみることで、そんな世の中の空気に一石を投じてみようじゃないかって試みだな」

　そんな風に柑奈を見やって話していた明日菜は、カメラに視線を向けて続ける。

「この放送の第一回目は、この日米同盟反対平和デモの報道内容を軽く検証してみることにしよう。実は私のほうでコツコツ取材してきたものがあるから、そういった情報も視聴者に伝えていこうと思う」

「へ～、いつの間に、そんな取材してたんだ？」

　柑奈が意外そうな声を上げた。

「そりゃ最初のうちは、ある程度は私がこなさなくちゃならないことだと思ってるよ。もともとメンバーが集まらなくても、この番組はやろうと思ってたことだからな。幸いなことに、ひとまず地球連合部員は五人になってくれたんだが……」

　燈華が先を促す。

「ではさっそくですが、明日菜さんが指摘したこの報道の検証をしてみましょうか。そうすれば番組のコンセプトが具体的に見えやすくなると思いますし」

「この報道の検証のために、私のほうで、このデモを統制する側として密着していた警官二人、それから雑誌社の記者一人に話を聞いてきた」

　そんな明日菜の言葉に、柑奈がつぶやく。

「記者みたいなこともやるんだ……」

「当たり前だろうがよ。その内容を伝える前に、まずは燈華のほうで記事を読み上げてくれよ」

「わかりました。フリップに掲載してあるのは、八月二日付けの旭きよく都と新聞の記事ですね。最初のほうだけ読み上げます──」

　それから燈華が記事を読み上げると、明日菜が報道内容を逐一否定していった。

　連日にわたって参加者が五○○○人を超えているとあるが、実数は違うものであろうこと。全国から学生が結集してきて声を上げたような報道になっているが、その参加者の年齢層は種々雑多であったようだということ。

　さらに明日菜はボイスレコーダーを取りだし、実際にデモを統制した警官の声を聞かせることまでしてきた。音声は変えてあったので、取材先の特定は困難だった。

　明日菜の記事否定解説が終わると、燈華がうなるように言う。

「──話を聞けば聞くほど、どうしてここまで誇張した記事を書くのか怒りたい気持ちになりますね……」

「もはや過去の出来事になっちまったから、今から直接確認する手段はなくなっちまってる。書き逃げみたいなもんだ。都合のいい報道だけして、さもそれが事実であったかのような歴史を勝手に作りだしちまったわけだな。だが私の責任を持って、この記事が捏ねつ造ぞうに近いものであることを主張する」

「本当にこの記事を書いた記者が現場を目撃していたなら、確信的に噓をついたとしか思えない。ううん、もしかしたら、さも現場を見てきたようなニュアンスのくせに、実際は伝聞情報だけで書いたのかも……。それならそれで大いに問題ありそうだけど……」

　柑奈が考えながら言った。

　明日菜が手振りを交えて応じる。

「世間がどうあろうとも、せめてこの番組だけは、ちゃんと真実を伝えるものにしていこうじゃねーか」

「いいね、いいよこの番組。こういうの、あっていい」

　何度もうなずく柑奈に、明日菜が指摘する。

「自画自賛は痛々しいだけだぞこの野郎」

「何なのその言い方！　褒めたっていうのに」

「いやだからさ、自分勝手に悦えつに入いるようなことは避けなきゃならない。これは私たち自身も気をつけなきゃならねーことだが、私たちだって長く続けていけば間違えることはあると思うんだよな。大手メディアの記者たちだって、つい意図せず間違ってしまうことだってあるかもしれない。毎日似たような仕事をしてるわけだから、取材に行くのが辛くて面倒な気分のときだってあるだろうし、適当にやりたいって日もあるだろう。取材先に騙だまされることだってあるに違いない。重箱の隅をつつくようなことはしたくねーよな。大手メディアを小馬鹿にして終わりっていうのは、私たちの意図するところじゃねーんだ。世論を誘導しようとする大きな噓を追いかけていくような姿勢を保ちたい」

　燈華が確認する。

「あくまで、大々的に報道されているニュースの内容が正しいかどうかを検討していくことに特化する、ということですね？」

「そういうことだよな。報道内容が素晴らしいものなら、この番組内で『よくぞここまで取材した』と絶賛したっていいわけだ。それに、私たちの取材が間違っていたことが後々判明した場合は、深く謝罪の姿勢を示していけばいい。何事も隠し立てせず、楽しくやろうじゃないか」

「間違ってるのを謝罪するのはいいことよ。だってメディアなんて、間違った報道をしても、ギリギリ追い詰められるまで絶対に謝罪しないでしょ？」

　憤ふん懣まんやるかたないといった風に柑奈が声を上げた。

「まぁな。仮に謝罪したとしても、テレビなら早朝の目立たない時間に一言だけキャスターに言わせるとか、新聞なら端っこの誰も見ないようなところに小さく謝罪記事を出すとかな。そういう最低最悪な醜い部分を見み倣ならうつもりはないってことよ。私たちは明るく笑って謝罪しようぜ」

　燈華が生真面目な面持ちでキャスターのように口にする。

「この番組の基本方針についてもっとお伝えしたいところではありますが、予定時間もあることですので、ひとつ重要なことを補足しておこうかと思います。報道内容の検証をする番組ですから、社会や経済問題だけでなく、政治的な内容も扱うことになっていきます。今日の平和デモも政治的なものでしたね。ただ私たちの番組は、報道内容の検証に特化しているので、特定の政治的主張を持っているわけではないのをご理解ください」

「特定の政治的主張って、右とか左とか、そういうこと？　難しいよね、その辺のバランスを取っていくっていうのは。意図してないのに騒がれることだってあるだろうし、かといって無理してバランスを取ろうとすればおかしなことにもなる」

　そう言って、柑奈は気難しげに腕を組んだ。

　明日菜が口にする。

「政治的主張は極力排除していきたいと思ってるけどさ、参加メンバーの政治的スタンス自体は別に隠さなくてもいいんじゃないのか。その辺を初めから大っぴらにしていたほうが公正だろうし、私たちも気を遣わずに喋れるってもんよ」

「だったら、そう言う明日菜はどんなスタンスなのよ？」

「私個人はさ、政治的にはリベラルでな。日本国よりも、世界がどう考えているか、人類全体としてどうすべきかってことに主眼を置いていきたいと思ってる」

「だったら、今日扱った日米同盟反対平和デモなんか、この新聞社の報道みたいに捏造してでも盛り上げたほうがいいっていう立場なんじゃないの？」

「たしかに日米同盟反対のデモを否定するような内容を今日の番組では取り上げることになったけどよ、内心では、個人的に賛同してもいい意見もほんの少しは混じっているわけだ。デモの主張自体を頭っから否定しようとしてるわけじゃねーんだよな。ただし、そういう立場であることと、捏造してでも煽ろうとするのは別問題だろ。私は日米同盟は、もしできることなら解消したほうがいいと考えてる。その分、ある程度の再軍備は必要不可欠だろうけどな」

「リベラルのくせに再軍備を言うんだ。おかしいよ、そんなの」

　柑奈が眉をひそめると、明日菜は肩をすくめてみせる。

「いや夢見たってしょうがないじゃねーか。人類の平和理想を追求することと、目の前の現実は、同時並行して考えられないことだって多い。その辺は現実的に対応していくしかないだろう。そして私たちが、いずれこの地球を丸ごと変えてやるんだ。柑奈はどうなんだよ、政治的に」

「私は日米同盟反対デモなんて、大反対。物事を浅くしか考えられない平和ボケの人たちだとしか思えない。見てて恥ずかしいと思う。日米同盟は日本外交の基軸だよ、間違いなくね」

「言い切りやがったな。御大層なことだ」

「戦争っていうのは基本的に起こるものであって、戦後日本に戦争の影がなかったことが単に奇跡的な時期だったってだけ。実際、戦後日本がのほほんとしている間にも、米欧社会では断続的に戦争が続けられてきてる。日本だけ特殊な例外の時期だったのよ。定期的に巨大地震は起こるけど、一定期間の間は静まりかえっているのと一緒なんだってば。世界平和とか、そんなファンタジーあるわけないじゃん。人間の歴史を否定してどうするの。だからこそね、日本をどうやって守っていくのかを考えないと。……ということは、やっぱ私って昔から、かなり右寄りかなぁ？　うーん、でもそう言うとネトウヨみたいにレッテル貼りされかねないし……右というより保守かしら」

「やっぱさぁ、私と柑奈って色々と真逆なところがあるんだよな。私だって戦争は起こるという主張にはうなずくが、そのための防衛や外交方針が何でアメリカにくっついてばかりいるんだって腹立たしい思いもあるわけだ。いつまでこの国の人間は奴隷根性が抜けないのかって叱しかりつけたいんだよな」

「奴隷根性じゃなくて、リアリズム。アメリカの力が衰えたって主張が甚だしいけど、それでも仮に第三次世界大戦が起こったとすれば、私は確実にアメリカの側が勝つと思うな。まだまだ世界中が束になったって、アメリカ一国には敵わない。だったら、次は絶対に日本が敗れる側にならないように、苦渋を呑のみ込んでアメリカに縋すがり付ついていくというのが重要な国家戦略なわけよ。上っ面だけ聞き心地のいい意見なんかに乗っちゃダメ」

「そういう考え自体がアメリカの罠わなにハマってるんだと私は思うんだがな。なんとかして自主独立を達成しないとならない。独力で生きることができない国なんかに私は暮らしていたくねぇよ」

「明日菜の言う自主独立なんて空論だと言ってるわけ。もし本当にそうするなら、核兵器くらい持たなくちゃどうにもならないよ」

「だから私は再軍備もやむなしって言ったじゃねーか。アメリカにいいように操られるのはこの辺にしようぜ……。柑奈とはさ、昔から競い合ってきたせいか、互いが鏡みたいに見えて反発し合うものなのかねぇ？」

　明日菜がしみじみと疑問を差し挟むと、燈華が話に割って入る。

「口をはさむようですけど、私から見れば、明日菜さんと柑奈さんってかなりの似た者同士だと思えますよ」

「絶対に違うよ、それは」

　柑奈が強い調子で否定し、明日菜も激しく首をふる。

「ないない、それはない」

「いやだって……お二人はそうやって反発されますけど、話のレベルが一緒なんですもん。一般的な女子高生って、そんな次元で政治論議なんかできませんよ、普通は。まぁ女子高生をステレオタイプなものに割り当ててしまうのはよくないかもですが、本当にそう思います。私なんか、右とか左とか、保守とか何とか……そんなこと考えたこともありませんでしたし、それがどういうものかも漠然としかわかってません。司会進行役だっていうのに、なんだかゴメンなさい」

「いいんだよ、それで。司会進行役に変な色がついているよりずっといい。普通の人の素そ朴ぼくな観点から、報道内容に疑問を感じることも重要だろうよ。肩肘張らず、番組を楽しく盛り上げる役割を担ってくれれば十分だ」

「そうよ燈華さん、気楽にいきましょ。私の場合、明日菜を話し相手にしているといろいろ疑問をはさみたくなってきて、自分も勉強しちゃうだけなんだよね」

「だから柑奈さんの場合、明日菜さんに対抗して意見が反対になってしまうだけなのかもしれませんね」

　燈華は楽しげに笑った。

　明日菜がため息をつく。

「実際に柑奈は、地球連合部の取り組みにも散々文句ばかり付けてきやがったからな。いつも私に負けてばかりいるから、勝ちたい一心なんだろ？　え？」

「誰が負けてばかりいるのかしら……？　どう見たって学校での評価は私のほうが遙はるかに上なんですけど……！」

　柑奈はギリギリと歯は嚙がみし、青筋を立てていた。今の明日菜の言葉には、相当に怒り心頭だったようだ。

「だからよぉ、学校での評価なんてゴミみたいなものだってあれほど言ってきたろう。柑奈は身近なアレコレばかりにこだわりやがるから、実社会で活躍してる雲雀にとうてい及ばないんだってこと知っておけや」

　ここで雲雀の名前が出ると、燈華がすばやく説明する。

「あ、ちなみに雲雀さんというのは地球連合部のメンバーです。さっきフリップのやり取りのときに、ちょっとだけ声が聞こえましたね。今日は収録担当をしてくれてますが、今後はこの番組にも登場してくれます。超が付くほどの美人さんなので、みなさん期待してくださいね」

「おうそうだ。せっかくの第一回目なんだし、雲雀も顔見せておいてくれよ。番組の出演者三人は入れ替えながらやってくから、次は雲雀も出るわけだしな」

　明日菜が促すと、雲雀は少しの遠慮もなくカメラの前に進み出る。

「おけおけ、お兄ちゃん、ちょっとモニタ見ててよ」

　そして雲雀は、座席に腰かける三人の後ろ側に立った。

「みんな乙！　地球連合部員の霧きり島しま雲雀だよ！　たまにアキバでメイドやってたり、普通に高校生やってたり、コスプレしてたり色々です。政治経済ネタはあんまりなんだけど、私も勉強して頑張るよ」

　燈華がすばやく紹介する。

「見てください、驚異の美人さんですよね。これでも雲雀ちゃんは何気に一番役に立ってる逸材なんです。今日の撮影機材も雲雀ちゃんが用意したものですし、この番組の編集作業もやってくれるんですよね。地球連合部のウェブサイトも雲雀ちゃんが作ってくれるって言いますし」

「普段から、友達や自分のコスプレ動画を撮影したりしてるからね～。ネットでも色々活動してるからみんな見てね。ここにＵＲＬ貼っておくよ～」

　雲雀は自分の頭の上を指差すようにした。編集の際、自分のブログのＵＲＬを入れるのだろう。

　明日菜が言う。

「雲雀は裏方業務をナチュラルにぜんぶこなせるわけで、今日の放送の取材内容はぜんぶ私が一人で集めたものだ。燈華は司会進行役としてこれから番組を毎回仕切っていく役目だろ。ということは……約一名、何の役にも立たないんじゃないか？」

「ふん……。今に見てなさい、私が一番役に立つってことを証明してあげる……」

　柑奈は憎々しげにうめいた。

　実際にこうして収録作業をしてみると、柑奈の存在は欠かせそうにないと俺には思えた。なぜなら明日菜と同レベルで基本的な社会の知識を身につけているのは柑奈しかいなかったので、難しい議論になればなるほど必要な出演者だと思えたからだ。今日の平和デモの話題だって、柑奈が明日菜に対抗して喋らないと成立しなかったくらいかもしれない。

「カメラはもう固定でいいだろ。隼しゆん兵ぺいもだ。カメラの前に顔を出しとけ」

　明日菜がそう催さい促そくしてきたので、俺もカメラの前に進み出て、雲雀の隣に並び立つ。

「どうも、霧島隼兵です。いちおう地球連合部のスタッフみたいな立場です。よろしくお願いします」

「お兄ちゃん棒読み乙！」

　咄とつ嗟さに雲雀に指摘されて、その通りだと思った。そのため、できるだけ身内話のような口調に変えて自己紹介を続ける。

「これでも営業をやったり、取材活動をしたり、やれることは全部していくと思います。何でも屋みたいなものですかね。今のところ男子一人なので肩身が狭い思いもしています」

「だよなぁ。なんで他の男どもは地球連合部に入ろうとしないのか不思議でしょうがねぇよ。何が楽しくて詰まらない人生を歩むつもりなのかね？」

　明日菜がうんざりした調子で言うと、柑奈が応じる。

「この番組を見てくれて、私たちが真面目に活動してるんだってことが知られれば、少しは関心を持ってくれるようになるんじゃないの。最初は見向きもしてくれないって。だって明日菜の存在がねぇ……」

　勝手に重要だと考えていたことを俺が補足する。

「ちなみに地球連合部では、この番組に出演してくれる女の子を募集しています。何で女の子かって言えば、まぁ男では華がないってこともありますが、それだけじゃないんです。ここに出演している子たちを、アイドルとして売り出していく予定です。つまり地球連合部というのは、一つのアイドルグループでもあるわけですね。そのグループの看板が、政治や経済や社会を考えるこの番組っていうのは、面白い実験なんじゃないでしょうか。そんなわけで出演者のスカウト業務も担当しますので、よろしくお願いします」

「高校生なのに、営業からスカウトまで担当するなんて感心ですね。隼兵くんが社長みたいな立場になっていきそうな感じがします」

　そんな燈華の指摘に、明日菜が俺へと視線を向けてくる。

「隼兵の雑用はメチャメチャ多くなりそうだな。地球連合部のウェブサイトを管理したり、放送企画を考えたり、営業して仕事を取ってきたり、アイドル候補のスカウトをしたり……目先にやらなくちゃならないことだけでも山とある。資金調達からプレゼンから何から何までやりこなさないとな。睡眠時間は今から一日二時間で収まるように調整しとけ。過労死だけはすんなよ」

「なんだその超絶ブラック部活っぷりは……。部活で過労死したら労災認定されるのか……？」

「ブラック部活……初めて聞いたし……」

　柑奈が呆ぼう然ぜんとつぶやき、燈華が感心したように口にする。

「隼兵くん、アイドルのスカウトまでやるんですか……。土日も休んでるヒマはなさそうですね」

「地球連合部所属アイドルはひとまず二四人を目標にしようぜ。地球連合部24トウエンテイフオーみたいな呼び名にするとそれっぽいだろ。別に18でも33でもいいんだけどよ、24だとなんとなく語呂もいいしな。ということは定員はあと二○人空いてるってことだ。当たり前だがパッと見で売れそうなヤツを連れてこいよ。この番組の宣伝にもなってくれるからな」

　明日菜の物言いに、俺はうなる。

「あと二○人もかよ……」

　カメラ目線に戻った燈華がキャスター風の口調で言う。

「さて皆さん。まだまだ話を続けたいところではありますが、ずいぶん予定時間を押してしまいました。今回、第一回ということもあって、番組のコンセプトの説明を交えたのでかなり長くなってしまいましたね。次からは、もっとコンパクトな番組作りを心がけるようにしていきたいと思います」

「そうだよね、予定時間を大幅にオーバー乙だよ」

　雲雀が楽しげに声を弾ませた。

　明日菜が言う。

「なら今回はこの辺にするか。やっぱ短く感じるし、話したいこともまだまだあるが、それは今後少しずつ盛り込んでいけばいいことだからな」

「私もそのうち取材活動に取り組んでみようと思います。頑張るよ」

　柑奈は軽くガッツポーズした。

　燈華が締めくくる。

「番組内では身内話なんかもあり、プロっぽくないかもしれませんが、実際に私たちは素人の女子高生です。この番組には事前に用意した台本なんてありませんので、ハプニングも頻ひん発ぱつするかもしれません。そんな私たちですが、真面目に社会に影響を与えられるような番組作りに取り組んでいきたいですし、少しでも声を大きくするために芸能デビューにも取り組んでいこうと考えています。頑張りますので、みなさん応援よろしくお願いします」

「視聴者の人たち乙！　これからもよろよろ～」

　真っ先に雲雀が手を振ると、明日菜が片手を上げる。

「じゃーな。また見てくれよ」

「ありがとうございました」

　柑奈に、俺も続く。

「これからもよろしくお願いします」

　こうして俺たちの番組収録、第一回目が無事に終了したのだった。

　今後、地球連合部は、視聴覚室をスタジオにしてインターネット向けニュース報道検証番組を定期的に配信していく計画だ。この放送が、地球連合部のメディア作りの基軸になり、なおかつこの番組からアイドル輩出に繋げていくことで、相乗効果を狙ねらえるのではないかと考えていた。

　目標は遠大だが、とにかくまずは行動し、ノウハウを積み上げていくしかない。俺たちなりの番組制作のノウハウが確立すれば、さまざまな企画に繋げていくことができるだろう。





　　　






　俺は芸能関連本を市立図書館から借りてきて、ざっと読み込んでいたところだった。だが、まったく役に立たない。

　業界の裏話や小ネタばかりで、テレビを見る機会があまりない俺にはちっとも面白くない。インターネットで行うニュース番組に、いったいどうやってスポンサーを付けることができるのかどうかを俺は知りたいのだ。

　営業の基本的な知識を身につけて仕事を取ってくる他にも、勉強しなくてはならないことが山とある。テレビ局はどうやって成り立っているのか、インターネットメディアの様々な形、アイドルのプロデュースの仕方など、借りてきたい本、買いたい本はたくさんあったが、ひとまず目先のインターネット番組とアイドル事業を成立させることが重要だろう。メディアグループを標榜して活動し始めたからといっても、それがお金に結びつくものでなくては単なる自己満足でしかない。

　手当たり次第に本を読み込んでいたところ、ノックがなされた。

「はい」

　応じると、雲雀が入ってくる。

「お兄ちゃん乙ー」

「よう。そっちは進んでるか？」

「うんうん！　ちょっと見てもらっていい？」

　ノートパソコンを抱えてきた雲雀を俺は招き入れ、ベッドに座らせた。俺も雲雀の隣に腰かけ、ノートパソコンを覗き込む。

「これ、明日菜ちゃんの言ってたメディアのウェブサイト。トップページのデザインだけなんだけど、色んな番組並べていくからできるだけシンプルにね」

「なるほど、ここに俺たちが制作した番組を並べていくわけか。見やすいじゃないか」

「でね、こっちが地球連合部のアイドルプロダクションのサイト。一タレント増えるごとに、プロフィールページが一枚しか増えないから、デザイン重視で作ってみたよ。見て見て、燈華ちゃんのプロフィール写真付き！」

　雲雀は画面を指差した。燈華の写真が一枚大きく掲載され、女の子らしい当たり障りないプロフィールが掲載されている。

　このウェブサイトもシンプルな作りだが、フラッシュで小綺麗にデザインされており、濃いブルーで統一されていた。

「ずいぶん仕事が早いな。俺なんて、営業の仕事の研究始めたばかりだっていうのに」

「ぶっちゃけ私が過去に作ったページの流用だよ。文字とか色変えただけ」

「ああ、なんだ。どうりで、見たことあるイメージだと思った。言われてみれば本当そうだな」

「実際に、ほら」

　そして雲雀は、自分のコスプレページを開いて見せてきた。

　薄いピンク色のフラッシュのページは、色遣いを変えればすっかりアイドルプロダクションのページそのものだった。女の子らしいピンク色と、落ち着いた会社っぽいブルーではかなりの違いがあるから、パッと見、気づかなかったのだ。

「なるほどな～。これならそのまま行ける」

「私のページにくっついてるブログも、そのまま流用したよ。これも所属アイドルのみんなで更新していけばいいよね」

　言いながら雲雀は、自分のブログページを開いた。

「なんだ、個人ブログのほうに、地球連合部の日記書いたのか。ちょっと見せてくれ」

「いいよ～。大したこと書いてるわけじゃないし」

　俺はノートパソコンをたぐり寄せ、雲雀が個人ブログに書いた日記に目を通していく。

　短い文章で、たしかに基本的なことしか書かれていなかった。高校の部活動で「地球連合部」という部活に入ったことを告知しており、噓みたいな名前だが本当に地球統一のために活動していく今どき珍しくもカッコいい部活なのだという説明がなされてあった。ただし、相変わらず文末には「ｗｗｗｗｗｗ」が多用されている。一文を抜き出すと「うちのガッコで地球連合部って部活に参加したんだよねｗｗｗ兄様と一緒にｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ地球連合部マジっかけーって思わない？ｗｗｗｗｗｗｗｗ」といった具合だ。

「すげえなコメント欄。まだ更新したばかりなのに、五○もコメント付いてるぞ……。どんだけ人気なんだよ……」

　コメントを覗くのは失礼だと思ったので、そのまま俺はノートパソコンを雲雀に返す。

「結構リアル知り合いがコメしてくれるんだよね～。お客さんが多いんだよ」

　雲雀のブログには普段、一記事につき一○○～三○○ものコメントが付くことになる。このうち少なくないコメント投稿者がリアル顔見知りだというのだから、驚くべき交友関係の幅の広さであろう。柑奈も友達は多いというが、狭い範囲の、同じ学校の生徒ばかりだ。だが雲雀の場合はもちろん同級生たちも多いが、それ以上に、ありとあらゆる分野における社会人たちとの付き合いがあり、学校を卒業しようがしまいが変わらずに続いていく交友関係である。これだけ付き合いが広ければ、告白される機会も自然に増えてくるというものなのだろう。

「マジで雲雀はアイドルデビューなんかしたら、すぐに活躍できるんじゃないか？」

「そうでもないって。メイド喫茶でも、実際にアイドル活動してたり、声優で活動してたりする子もいるよ。でもみんな売れずに苦労してるし、メジャーでの活躍には手が届かないんだよね」

「だけどさ、その子たちが雲雀並だと俺にはどうしても思えない。雲雀みたいなヤツがゴロゴロいたら腰抜かすよ。アイドル活動や声優っていっても、普通の子たちだろう」

「私は普通にみんな可愛い子たちだと思うけどな。あー、でもやっぱ、ちゃんとしたプロダクションに所属した経験のある燈華ちゃんとかのほうが一段上な感じがするのは確かだよね。そう考えていくと、地球連合部って結構いけそうだよ」

「雲雀はアイドルとか興味あったのか？」

「別にぃ。今のメイド喫茶選んだのは、自由にコスプレさせてもらえるからだし、それが楽しかっただけ。メイド喫茶の社長は芸能プロっぽい事業もしてて、私も声掛けられたけど、毎週日曜日の活動だけだと元々無理だから断ったけどね」

「芸能プロの社長？　なぁ、紹介してもらえないかな？　俺、営業もしていかなきゃならないらしいだろ？　いま本を読んで勉強しようとしてるんだけど、サッパリ役に立たないんだよ。だったらいっそのこと、実際にどこかの芸能プロで働いてみたりして、ノウハウを勉強してみようかなと考えてたところなんだ」

「いやでも、メジャーで売れてる子は一人もいないよ。ということは、芸能プロとしてのまともな仕事はほとんどないわけ。社長が好きでやってるだけで、自己満足みたいなところもあるんじゃん？」

「そういうもんか……。でも本を読んで学ぼうとしたり、燈華に話を聞くよりも、ずっと良いんだよな。曲がりなりにも経営側で活動しているわけだしさ」

「そこまでやろうとしてるんだ。お兄ちゃん乙だよね。やっぱり私が見込んでいただけのことはあるよ」

「だがな、俺はまだ何もやってないぞ。雲雀は動画の編集したり、ウェブサイトを作ったり、水を得た魚みたいに無双してるじゃないか」

「地球統一っていう部活動最高だよ。これこそまさに、私が待ち望んでいたものだよね。これなんだよお兄ちゃん。ようやく私たち兄妹の活躍の舞台がキタ─────ッて感じ。一緒にＣＩＡに入るより、地球連合部のほうがいいよ絶対」

「雲雀は俺の過労死の心配をすべきだと思うぞ……」

「しないって、楽勝乙だよ。いつも私がそばで手伝ってあげるからね。私がいれば百人力だよマジで」

　雲雀の場合、本当に万能な側面があるからコメントに困る。学生としての一般的な優秀さは少しも持ち合わせていないのだが、ネットやコンピュータ関連の幅広い知識をゆるく有し、ウェブサイト制作、プログラム、イラスト描き、画像加工、動画編集まで広くこなせるだけの素養があった。雲雀はあくまで趣味で取り組んでいたことであり、どの分野も本当のプロフェッショナルにはまず及ばないのだが、それでも素人レベルは脱しているため、地球連合部にとっては使い勝手の良さがある逸材だ。最初のうちは応急措置的に雲雀に任せつつ、俺がスポンサーなどを本格的に付けていけるようになって資金に困らなくなれば、そのときは個別のプロに仕事を発注していけばいいだろう。

　ふと気づいたように雲雀が視線を向けてくる。

「あ、どこか芸能プロの社長を紹介してほしいって件は、ちょっと待って。うちのメイド喫茶の社長みたいな中途半端な感じじゃなくて、もっと立派な成果を収めている人がいないかどうか当たってみる。どうせなら、少しは成功している人のほうがいいでしょ？」

「了解。何から何まですまんな」

「今日みんなで撮った動画の編集は、今晩中にやっておこうと思うんだ。そんなに長いものじゃないし、大していじらなくてもいいから簡単だしね」

「あんまり根詰めるんじゃないぞ。まだ部活が立ち上がったばかりなんだから、時々冷静に周りを見渡してみることも重要だ。最初から飛ばしすぎないようにな」

「私が楽しんでやってることだからいいの。報道検証番組、思ってたより面白い感じだよね。もっと小難しいことをするのかなと思ってたけど、大手メディアに全面対決する番組はわかりやすいコンセプトだと思ったし、これから戦いに向かうハンターになったみたいでワクワクするね」

「メディアの間違いを指摘するような内容なら今までだって普通に行われてきただろうけど、そこにのみに特化した番組って珍しいから、たしかに興味を惹かれるよな。しかも別に政治的に偏かたよるわけでもなさそうだし、これはアリだなと俺も思ったよ。あとさ……」

　俺が言葉を濁らせると、雲雀は興味津々といった風に覗き込むようにしてくる。

「何何？」

「ついでの話なんだけど、部活の最初の会合のときに、雲雀の内面にちゃんと向き合ってくれる男がいないって話題が出たろ。俺はさ、雲雀の純真な気持ちは十分に理解しているし、悪いものじゃないと思う。だが、みんな雲雀の外見にあてられて、そこだけに注目してしまうのは最初は仕方ない。そのなかから、できるだけ誠実で雲雀の方向性に合致した人物を選んでみたらどうなんだ？」

「いきなりどうしたのー？　唐突乙な感じだよ」

「いやだってさ、雲雀の謙虚な気持ちが俺には理解できるぞ。だけどな、たぶんきっとこれからも、最初から雲雀の内面に向き合える男性ってなかなかいない。ということは、せっかくそれだけモテるのに、下手すれば何年も相手が現れないってことになりかねない」

　雲雀は黙って耳を傾けてくれていた。俺は話を続けてゆく。

「雲雀はさ、頼るべき男性がそばに必要なタイプじゃないかって思うわけだよ。ださい言い回しになることは承知の上での話な。突っ込むなよ。雲雀って、恋に恋してる女の子って印象なんだよな」

「あはははは！　お兄ちゃん恥ずかしすぎるポエム乙！　マジで乙！　最高に乙！」

　雲雀は何度も手を叩き、俺に寄りかかるようにして大笑いした。

「だから、突っ込むなよとお願いしたじゃないか……」

　急に気恥ずかしくなり、俺は小さく言った。

　笑いすぎたために雲雀は目に涙を溜めていた。目め尻じりを拭きながら、やや冗談混じりといった表情で雲雀は言う。

「もし私に相手が誰もいなかったらさ～、お兄ちゃんでもよかったりするんだけどなぁ～。戸籍上は家族かもだけど、血縁上はいとこなら、結婚って可能なわけだし」

「いや戸籍上の家族なら無理だろう」

「その気なら可能だって。私がお父さんとお母さんの養子を外れちゃえばいいんじゃないの。でしょ？」

「軽く言うけど、大問題だぞそれは……」

「こんなこと、軽くじゃないと言えないしね～。重々しく言うと、お兄ちゃん深刻に受け止めすぎて、しばらく何も手につかなくなるかもだよ」

「雲雀なら幾らでも相手がいるって。燈華も、雲雀みたいな一○○万人に一人の逸材は、とてつもないレベルの男性にもらわれていくって言ってたじゃないか」

「私は、お兄ちゃんがきっと、とてつもない男性になるって確信してるんだけどなぁ」

「おいおい、そんなこと言われたのは初めてだぞ。いくらなんでも俺の将来を楽観視しすぎだ。明日菜にも、毎日のようにボロクソに罵ののしられまくってる」

「そんなの、お兄ちゃんだって明日菜ちゃんの本心は理解しているくせに。私だってすぐにわかったよ。暴言は明日菜ちゃんの愛情表現なんだよね。相手のことを大切に想えば想うほど、つい喧嘩を売ってしまう人っているでしょ」

「小学生かよ」

「それは子どもみたいに純粋な部分があるんだってこと。しかも、背中を預け合う義兄弟って話でしょ。憧れちゃうよ。明日菜ちゃんは誰とでも義兄弟になるわけじゃないでしょう？　明日菜ちゃんの義兄弟って、お兄ちゃんただ一人だよ」

「明日菜はせめてもう少し優しく接してくれたらいいんだがな」

「その分、私が優しく接してあげるよ。何の心配もないからね」

　そう言って、雲雀はニコッと微笑んできたのだった。





　　　






　視聴覚室。

　雲雀がノートパソコンを持ち込み、部員全員で編集した映像を視聴していた。映像の冒頭と終わりには軽快な音楽が挟み込まれていたが、これは商用利用可のフリー素材らしい。

　映像を見終えた明日菜が満足げに口にする。

「悪くねーな。遊びで適当に撮ったような感じじゃない」

「編集いいですね。要所要所で記事が挟み込まれてますし、わかりやすいです」

　燈華もそう言ってうなずいた。

　柑奈が口にする。

「編集には文句ないよ。でも照明機材が足りないせいか、光の具合がイマイチだよね。カメラも画質低いのかな。これじゃ本来の私が活かされてないと思うんだ」

「ああ？　どんだけ自分の容姿をＰＲしたいんだよ。報道がメインなんだぞ」

　明日菜が呆あきれたように声を上げた。

　雲雀が応じる。

「カメラはかなり評判いいもの使ってるんだけど、ビデオチャット向けだからね～。テレビに対抗できるような映像を残していきたいなら、やっぱ数十万円のカメラを用意する必要はあるんじゃん？　照明機材も揃えるとなれば、かなりの予算になるよ」

　明日菜がぞんざいに言い放つ。

「番組のスポンサー次第だな。隼兵、早くスポンサー見つけて来いや」

「そうそう簡単に見つけられるのか？　どんな会社に話してみればいいんだろうな……」

　都内の大企業に話を聞いてもらえるとは思えない。とすれば、地場で活動する中小企業だろうか。ただ、インターネット視聴者は全国に分散しているわけだから、この近所の飲食店やスーパーや賃貸不動産屋が他地域に広告しても無意味だろう。

「なんなら、隼兵自身がスポンサーになってくれてもいいんだぞ。隼兵の広告出してやるから、金を持ってきてくれ。今なら一番組一○○○万でいい」

「営業なんかしないで、いっそ銀行強盗でもしてくるか」

　仮に、現時点でスポンサーが付いたとしても、せいぜい数万円単位の広告料が関の山なのではないか。ただしそれでも取材の経費や機材の用意に役立てることができるから、ありがたいことに違いはない。

　燈華が皆を見回して口にする。

「報道内容検証というコンセプトは私たちでも番組を成立させやすいですし、長く続ければ一定の視聴者も見込めそうな企画だと思います。でもメディア批判と受け止められかねない側面がありますから、スポンサーの獲得となった場合には難しい側面もあるような気がしますよ」

「スポンサーゲットには、アイドルの方面で押していくしかないんじゃん？　まずは私たちが有名にならなきゃだよね」

　雲雀が言うように、たしかに報道番組で押すよりも、アイドルにスポンサーを付けていくアイデアのほうがてっとり早いかもしれない。

　俺は肩をすくめる。

「何もかもが初めてのことばかりだから、いろいろ暗中模索で進めていかないとならないな」

「とにかく、まずは第一回目の映像をさっそくアップしておこうぜ。何はなくとも視聴者がいてこそ地球連合部は成り立つってものだからな」

　明日菜の言葉に、即座に雲雀が応じる。

「準備できてるよ」

「了解。やるか」

　俺もうなずき、燈華が続く。

「楽しみですね。不安もありますが、期待がそれを上回っています」

「いよいよ私が世間にデビューすることになるのね……。油田……」

　はぁはぁと柑奈は息を荒くしていた。

「雲雀、やってくれ。アップロードだ」

　明日菜の合図に、ノートパソコンを引き寄せた雲雀は、さっそくネットに接続してアップロードページを開く。

「それじゃ行くよ。ポチッとな」

　あっさりと、大した感慨もなく雲雀はマウスをクリックした。












　思ったよりも早く動画投稿サイトへのアップロードが終わり、雲雀が用意した地球連合部のニュースサイトに番組へのリンクが追加された。こうして地球連合部の第一回報道番組が早くも公開されることになったのだった。













　映像をアップロードした翌日、再び部室に集まっていた俺おれたちは、自分たちの放送ページを確認していた。

「アクセス、ほとんど伸びてないよね。こんなものなのかなぁ……」

　柑かん奈なの残念そうな口ぶりだった。

　俺が応じる。

「だってまだ昨日公開したばかりだろ？　しかも誰だれにも知られてないんだから、しょうがない。地球連合部のことを知ってもらうような取り組みをしていかないと」

「わかってる、わかってるけど……いよいよ私がデビューするんだっていう期待が大きかった分だけ、肩すかしを喰らった気分」

　雲雀ひばりが机に身を乗り出すようにして力説する。

「でもでも、最初のうちはアクセスを意識しないで、私たち独自のコンテンツを溜めていくってことは重要だよ。私のコスプレサイトでも、初めは誰も見向きもしなかった。だけどコスプレは自分の趣味でもあったから、アクセス数なんて構わずにコツコツ自分のお気にの写真をアップしてたんだよね。そしたら、ふと気づいたら色んな人に知られてて、ネットを通してたくさんの人と知り合うキッカケになってくれたんだよね」

「それはメイド喫茶で働いてるから、色んな人との繋がりがあったおかげなんじゃないの？」

　柑奈が訊きいた。

「違うよ～。私のコスプレサイトがかなりアクセスを集めてくれるようになったのは、メイド喫茶で働く前のことなんだ。だからね、どんなに出来がいいものだって自分では満足している写真でも、最初に数枚載っけたくらいじゃ誰も見向きもしないのは仕方ないよ。内容に自信さえ持ってれば、あとは何かのキッカケでブレイクしたり、検索サイトからぼちぼち集客できるようになる。私たちなんてまだ一コンテンツしかないわけだから、第一歩目を踏み出したばかりなんだよ」

「雲雀はネット界かい隈わいでかなりの経験値を積んできてるからな。こうしたスタートアップでは参考になる意見も多いはずだぞ」

　そう俺が請うけ負おった。

　燈とう華かも続く。

「私も雲雀さんと似たような意見です。実際に私も経験してきたことで、芸能界デビューを遂げても、一般人と何も変わりませんでした。誰も見向きもしてくれないのは当然で、そこからどんな風に物事を展開させていくかどうかに掛かっていると思います」

　しかし明あ日す菜なは不満げだ。

「雲雀や燈華の話はわかるけどよー、私はそれほど時間がかかるものだとは思わねーぞ。かなりイイ線突いてると思うんだよな。女子高生たちが集まってニュース報道をするってだけでも面白いと思うが、さらに踏み込んで報道内容の検証をしていこうってわけだろ。取材も重ねて、自分たちの責任で配信していこうってわけだ。それに出演者の女子高生たちはこの方向からアイドルを目指していくっていうわけだし、雲雀や燈華みたいに美人でかなりモテるヤツだっているわけだろ」

「私もモテないわけじゃないんだけど」

　すかさず柑奈が指摘した。モテる女子のなかに自分が入っていないのは許しがたいようだった。

「こういうコンセプトの番組はないし、そんなに悪くないと思うんだがな。ちょっとしたキッカケがあれば、アクセスはそう苦労しなくても集まると私は踏んでるぞ」

「たしかに、知ってもらう状況さえ作れれば、定期的に見てくれる人はいそうな感じはするよね」

　雲雀は幾らか明日菜の意見に同意を示したようだった。

「そこがなかなか難しいものなんです……。最初の一歩が……。ううん、一歩どころか、ほんの半歩だけでもいいんですけど……」

　実感を込めて燈華が言った。

「とりあえず私のブログで今晩あたり、地球連合部の放送サイトを告知してみるよ。私が地球連合部に参加したことは以前ちょっとだけブログで報告したんだけど、どんな内容の部活かまでは何も書いてなかったし。そうすれば今晩中には、二○○人か三○○人かわからないけど、そのくらいの人は見てくれると思うんだよね」

「なら俺は、掲示板あたりに書き込みして宣伝してみようかな？」

　そんな俺の言葉を、真っ向から雲雀が否定する。

「ダメだよそれは。辺り構わずネットに宣伝の書き込みをするっていうのは、下へ手たすれば逆効果。なんていうか、コンテンツの品位が猛烈に下がっちゃうんだよね。私たちは番組に自信を持ってるわけだから、堂々と行こうよ」

「畏かしこまりました……」

　俺など雲雀の経験に及ぶべくもなかったので、素直に頭を下げた。

「ったくよぉ、隼しゆん兵ぺいは相も変わらず役に立たねぇ雑ざ魚こ野郎だぜ……」

「そういう明日菜はどんな宣伝をやるんだよ……」

「すまんが私は今晩、宣伝してる余裕がなくてな。実はさ、今日の夜に一件、取材の約束を取り付けたんだよ。だから都心まで行ってくるわ」

「女子高生が夜に取材か。帰りは満員電車確定だな」

　都心からの帰りだと、こちら方面はぎゅうぎゅう詰めの電車になってしまうこと請け合いだ。女の子だと痴ち漢かんの被害などもあるかもしれないし、あまり良いものではない。

「うちは九段下に別宅があってな、あんまり遅くなればそっちに泊まればいい。別宅といっても、オヤジが臨時の事務所として使ってるボロマンションの一室だがな。オヤジは嫌がるけど構いやしねぇ」

「別宅……。明日菜の家って金持ちなのか？」

　俺が訊いた。

「だからボロマンションだって言ったろう？　築四○年の、どうしようもない感じのヤツだ」

「かなりのお金持ちだよ、明日菜の家は。うちのマンションって、埼玉で一番の高額物件って言われてるのね。その最上階に明日菜の家があるから」

　そんな柑奈の話に、すぐに俺はどこのマンションか想像がついた。駅からそれほど遠くない場所で、昔は近所の大人たちが「うちの駅近くで、よくあれだけの敷地を確保できたねぇ」と話題にしていたから知っている。それゆえ地元の住人には知られたマンションだった。

「ああ、あそこのツインタワーか！　前に明日菜から住所は教えてもらってたんだけど……」

「でも誤解しないで。うちのほうは一般庶民。お父さんは大手町の証券会社に通うサラリーマンね。うちが一○階で、明日菜の家は最上階三八階なわけ。三八階だけ造りが違ってて、天井がやたら高くてね、次元が違う人たちが住んでるよ。たぶん隼兵くんも、明日菜のお父さんのこと知ってると思うな」

「え？　有名人なのか？」

　俺には予想外の話だった。

　すかさず明日菜がクギを刺す。

「オヤジの話はいいんだよ！　地球連合部にとっちゃ、何の関係もないことなんだからな。オヤジが株主になってる会社がスポンサーになってくれるならまだしも、どうせ無理に決まってる」

「だよね。報道機関の批判まがいのことも扱うっていうのなら厳しいところだよね」

　柑奈は、明日菜の父親の事情にも詳しいようだった。

「そこだけじゃねーんだよ。地球統一なんて私の目もく論ろ見みを語って聞かせた日にゃ、オヤジと大おお喧げん嘩かになるに決まってるからな。チクショーが、世の中ってのは七しち面めん倒どうくさいもんだぜ、まったく……」

　明日菜の父親がどのような有名人なのか訊きたいところだった。しかし明日菜が嫌そうな態度だったので、問とい質ただすようなことはヤメにした。いずれ明日菜が話してくれるかもしれないし、有名人だというのなら知る機会もあるだろう。

「まぁ取材の話が出たから、テメーらにも次の番組企画案を話しておくぞ。まだ二回目だから最初は王道のネタを扱えればと思うんだよな。こいつは一部じゃよく知られた話だが、新聞の押し紙問題ってわかるか？」

「新聞の押し紙？　なんだそりゃ。サッパリだな」

「だから隼兵の頭は腐くさってるんだよ。今どき、新聞なんて読むのはジジイやババアどもだけだろ？　若い連中は誰も読まなくなってきてる。それでも新聞の発行部数はなかなか減らない。なぜだと思う？」

「読まなくても惰だ性せいで取ってるとか……」

「なわけねーだろ。今どきのご時世、読みもしないのに付き合いで新聞を取るお人好しなんかいねーよ。要するに、何百万単位で部数を調整しているからなんだよ」

　俺が訊く。

「そもそも、部数を変えて何の意味があるんだ？　実際の部数を普通に公表すればいいじゃないか」

「ちゃらんぽらん野郎が。そんなことすら、いちいち説明しねーとわかんねぇのかよ」

　明日菜は呆れたといわんばかりに首を振った。

　燈華が口をはさんでくる。

「つまり広告費をその分だけ多く集められるということですね？　私たちの番組の視聴者数が増えれば増えるほど、スポンサーを探しやすくなるのと同じかと」

「な、なるほど……。言われてみれば当たり前だ……。いやでも、金を騙だまし取とるための手段じゃないか……。新聞社がやっていいのか、そんなこと……」

　俺には、イマイチ信じがたい話だった。新聞社というのは、社会の公器みたいな役割もあるのではないか。

「新聞社の連中っていうのは、そんなにご大層なものじゃない。昔は平気でヤクザ崩れみたいな連中を使って、庶民を脅おどすかのように契約を拡大してきたこともあるって話だ。新聞社に関しては、私も地球連合部の報道検証番組で扱ってやりたいことが山とある。第一弾として、押し紙を最初にぶち当てようぜってことだ」

　明日菜は俺たちを見回しながら続けてゆく。

「私はな、別に新聞記者の連中を扱こき下おろして嘲あざ笑わらいたいわけじゃない。報道は仕事だし、社会にとっても必要なことだろう。だがよ、自分たちの新聞社がいかに酷ひどくて詐さ欺ぎまがいのことを幾つもしでかしてきたのかを理解した上で、自分の報道に取り組めといいたいんだ。それもできずに偉そうに世の中に正論をぶちかましたいだけなら、単なるペテン師どもの巣そう窟くつだよ。偉そうに政権批判や政治家批判をする前に、まずは過去の行為を洗いざらい報告して深く謝れ、テメーらがだ」

「そういう取り組みはいいんだが……あんまりやりすぎると暗殺されたりしないのか？」

　冗談混じりなニュアンスで俺は言った。

　だが明日菜は真面目な顔で応じる。

「知らねえ。まぁ連中がヒットマンを飛ばしてきたとしても、私の百烈拳でお陀だ仏ぶつだろうな」

「明日菜がな」

　柑奈が指摘してくる。

「もし私たちの番組が有名になるようなことがあれば、圧力をかけてくるくらいのことはするんじゃない？」

「あの手この手で番組を削除させようとしたりするくらいのことは当然するだろう。それでもよ、大手メディア同士ってのはこれがまた蛇じやの道は蛇へびっていうか、ロクでもない身内同士の馴れ合いみたいなところがあってな。同業メディアの犯罪報道はなかなか扱わないものなんだよ。週刊誌なんかがたまに押し紙問題を扱うことがあるが、販売店と新聞社が揉もめて訴訟沙ざ汰たになるようなことがあってようやく報道したりするわけだ。だったら、私らが真っ向から扱って斬り捨ててやろうぜって思うわけだよ」

「アベコベな考えかもですが、まだ地球連合部が目立っていない存在だからこそ、取り組めるというものかもしれませんね。大きくなってきたら色んなしがらみが出てきて、なかなか扱いづらくなりそうな内容です。仮に私たちのスポンサー企業さんが悪事を働いていたとして、それを暴き立てるとすれば……たしかに正しい行為なんでしょうけど、人としてどうなのかっていう話でもありますし」

　そんな燈華の話に俺は考えさせられた。言われてみれば、それがいくら正義の行為であっても、お世話になった相手を叩くのはなかなかできることではない。報道機関の葛かつ藤とうや裏側が少しばかり垣間見えるような気がして興味深い。自分も記者の端くれになったような気分だ。

　おそるおそるといった風に燈華が切り出す。

「あの、この機会にお願いなんですが……」

「なんだ？　臆せず言えよ。燈華は色々と遠慮がちすぎるんだよな」

「今晩の明日菜さんの取材活動に、私も同行させてもらってもいいでしょうか？　地球連合部に就職の内定をもらった以上は、卒業したらすぐにでも即戦力として活動できるようにしておきたいんです。だから取材の仕方なんかを勉強させてください」

「そんなことか。もちろんいいぞ。ただし、遅くなったら都内に泊まることになる。家を一日空けて母親は大丈夫なのか？　病気がちなんだろ？」

「あっ、ご心配頂きありがとうございます。お母さんは今のところ病状が安定していて、普通にやれています」

「よし来た。部活が終わったらそのまま電車で行くからな。電車内で、ネタの探し方とか、取材先とのコンタクトの仕方とか、色々教えてやろう。ちっとも難しいことじゃない。自分で色々調べた上で、どうしても押さえておかなければならないポイントを知っている相手に連絡して、会いに行くだけだ。その気になれば誰でもできるだろう」

「ありがとうございます。できるだけ戦力になるよう頑張ります」

　咄嗟に雲雀が声を上げる。

「燈華ちゃんなら存在するだけで戦力になってるんだけどね～。だって可か愛わいいし、それに可愛いし、やっぱ可愛いし」

「戦力面でも可愛さでも、格上の雲雀ちゃんに褒められるとじんわり来ますね……。この前、柑奈さんが泣いていた気持ちがちょっぴりわかります」

「でしょう……。まさかこの私が嫉しつ妬とを感じるほどの女子が存在したなんて……」

　実感を込めるように柑奈が言った。

「つーか、雲雀は今晩自分のブログで告知して番組へのアクセスを集める努力をするっていうし、燈華は取材の勉強のため私についてくるっていうぞ。だったら柑奈はどうすんだよ、一人何もしないつもりか？」

「つ、次の企画を考えたり、その……」

「ったくよぉ、偉そうな女王様が一番役に立たないんだから困る」

　雲雀が提案する。

「だったら柑奈ちゃん、私みたいに自分のブログを始めてみない？　フェイスブックとかツイッターとか色々やろうよ。少しはアイドルとしての売り出しにも繋がるわけだし。今晩は自分のブログ作りだね。最初は無料のブログからスタートでいいと思うよ」

「雲雀ちゃんにいろいろ教えてもらっていい？」

「おけおけ、柑奈ちゃんのパソコンにビデオチャット繋いでもらっていいかな。カメラがなかったら、私の部屋に幾つか転がってるのを貸してあげる。そこでリアルタイムに話しながら準備しようね」

「なら、手持ち無沙汰の俺もブログを──」

　俺も続こうとしたが、ピシャリと明日菜に話を制される。

「隼兵のゴミブログなんざいらねーよ。テメーは身体からだを鍛えとけ。ヒットマンが飛んできても撃退できるようにな」

「みんなが色々やってるなかで一人で筋トレかよ……。つーか、俺が身体鍛えたくらいでヒットマンに勝てるのか？」

　どうやら俺だけ、やれることがなさそうだった。仕方がないので、書店や図書館などで営業や放送や芸能に関連した本を探し、読み込んでみることにした。スポンサー獲得やアイドル候補スカウトなどで、一刻も早く俺も地球連合部の活動を側面支援できるような能力を身につけねばならないだろう。





　　　






「こんにちは！　地球連合部ニュース報道検証番組、第二回が始まります！　司会進行役を務める水みず樹き燈華です。今日もまた、大おお都みや第だい一いち高校視聴覚室よりお送りいたします！」

　収録が開始されると、カメラから見て左手側の燈華が明るい声を響かせた。

　参加メンバー三人のうち、真ん中に座っている雲雀が口にする。

「この番組、第一回目の公開初日はほとんど新規のアクセスはなかったの。でも、翌日から微妙にアクセス上がってきたんだよね！　ツイッターでリツイートされることも増えてきたし、伸びそうな予感がしない？」

　一週間前にアップした第一回目の放送のアクセス数は、現時点で一○七六になっている。このうち、おそらく五○アクセス前後は俺たちがチェックのためにアクセスしたもののはず。決して満足いくアクセスは集まっていないが、悲観するほどではない数字だ。正直、駆け出しにしては悪くない視聴者数だと思う。

「だがよー、コメント欄らんに『雲雀ちゃんカワイー』とか書き込まれてて、なんかもう明らかに想定していた客層と違うんだよな。最初のほうの視聴者って、ほとんど雲雀の個人ブログから流れてきただろ」

　カメラから見て右手側に座る明日菜が、悩ましげに応じた。

　実際、この番組の初期の視聴者層は、雲雀が自分のブログで紹介したことから流れてきた人たちによるアクセスが少なくないと思われた。数としては二○○～四○○アクセスといったところだろうか。それに彼らの大半は雲雀の顔見知りで、雲雀が楽しんでいるのを一緒に楽しむという目的で視聴して、そこから先への告知にはそれほど繋がらなかった。

　一方で、昨今マスコミを賑にぎわす「日米安保反対平和デモ」などの用語で検索をかけた人たちが動画まで辿たどり着つくケースが無視できないほどの数になってくれており、その人たちは女子高生がやっている報道番組に興味を示してくれたようで、自分のブログで番組を紹介してくれたり、ツイッターでリツイートしてくれる人たちも見受けられた。メディアで大きく騒がれているネタを全面的に扱ったことが、検索サイト経由で辿り着く人たちが増加してくれた要因だろう。

「すでに話が始まってしまいましたが、まずは今日のメンバーをご紹介します！　前回も登場してくれた地球連合部部長、一いち條じよう明日菜さんと！」

「よう」

　明日菜が軽く手を上げた。

「第二回目の参加メンバー、霧きり島しま雲雀さんの三人でお送り致します！」

「みんな乙！　真面目な番組といっても、ゆるく可愛く、明るく楽しく、そんな感じでいきたいよね！」

　柑奈はノートパソコンのモニタを見ながら腰かけ、撮影のチェックをしていた。俺は相変わらず照明機材の担当だ。

　明日菜が言う。

「もう二回目だし、番組の紹介はいいだろ。いきなり大きなネタに斬り込むから、さっそく行くか。今日はフリップがたくさんあるぞ」

「何何？　一○枚くらいあるじゃん！　全部紹介は無理なんじゃないのー？」

　雲雀が興味津々といった風にフリップを覗き込んだ。

「これは全部、週刊誌の記事の切り抜きだ。第一回目みたいに、この記事を叩きたいわけじゃない。今日は新聞の押し紙問題を追及していこうと思ってな。このフリップに貼り付けてある記事はすべて、その押し紙問題を扱ったものだ」

　小学生のように雲雀が右腕を伸ばす。

「はい、はーい！　押し紙問題ってなんですか？　なーんて、実は私とかは明日菜ちゃんから事前に番組の内容を聞いているわけで、もうわかってるんだけど、わからない視聴者のために解説は必要だよね」

「新聞には公称発行部数ってのがあるだろ？　簡単に言えば、必ずしも本当にその部数が販売・配布されているわけではないということだ。その分だけ広告費を多く取れるわけだな」

　燈華が口にする。

「素人意見になっちゃいますけど、そんなお金が絡む不当な行為を、大手新聞社が裏でやっているなんて信じられないんですが……」

「信じるか信じないかはともかく、それが現実なんじゃねーか？　新聞社の連中ってのはな、頭の片隅でわかってても、自分が直接関わらなければセーフって人間の集まりなんだよ。そんな図太い神経の持ち主じゃねーと、偉そうに人様の前でご高説を垂れ流すなんて恥ずかしい真似はなかなかできないもんだからな」

　そして明日菜はフリップから一枚を抜き取り、燈華に押しやる。

「この雑誌記事の前半部が、押し紙問題を総括的によくまとめていやがる。燈華、こいつを、ここまで読み上げてくれや」

　それから燈華は言われた通り、渡されたフリップを読み上げていった。

　ある大手新聞社と新聞販売店の間で実際に行われた訴訟を巡って、押し紙問題を解説した記事だった。それから明日菜が、燈華や雲雀からの質問に答える形で議論が進められていった。

　今日の番組では、素人風味な燈華と雲雀による質問に、明日菜が一つ一つ答えていくというやり取りのなかで押し紙問題がまとめられていった。時折、明日菜が取材してきた音声が挟み込まれたり、別のフリップに貼り付けてある記事を読み上げたりして、実態を明らかにしていった。

　おおよそ話が出尽くしたあとで、燈華が疑問を呈する。

「素朴な疑問なんですが……どうしてこの問題って世間一般の人が広く知ることになってないんでしょうか？　週刊誌が時々取り上げてるといっても、こういうのを読んでいる層って全体から見ればかなり少数になりますよね」

「そりゃあ色々複雑な要因があるものなんだよ。たとえば燈華、この問題の証拠を握ったとして、世間に告発できるか？」

「それはまぁ……正しいことですから、告発するんじゃないかと思います」

「仮にだぞ、燈華が芸能プロダクションに加入していたときでもか？」

「……え？　考えたことも……」

　燈華が躊ちゆう躇ちよしていると、ふと気づいたように雲雀が説明をはさむ。

「横から口出しちゃうけど、燈華さんはね、ガチで元アイドルなんだよね～。すごいでしょ。実際、地球連合部のみんな超可愛いもんね。だからこのメンバーでアイドルデビューっていうのも全然普通のことだと思うんだよ」

「まったく売れない元アイドルでして申し訳ございません……。あまり活動もできなかったので、視聴者の方は私のことなど誰も知らないはずです。安易な気持ちで業界に足を踏み入れてしまったせいで、事務所の方々にも多大なご迷惑をお掛けしました……。社長、マネージャー、スタッフにはよくして頂いたのに、お詫わびのしようも……」

　姿勢を正した燈華は、さも申し訳なさそうに頭を下げた。燈華は社会でのバイト経験が豊富なせいか、一般高校生よりも謙虚だし、礼儀もよくできていると思う。

「燈華さん真面目すぎぃ。チョー売れてるごく一部の人以外は、芸能人なんて裏でたくさん入れ替わってるわけで、いちいち後悔してたら何も手につかないよ！」

　雲雀の指摘に、燈華がさらに縮こまる。

「性分ですから……」

「燈華なら、この番組で司会を継続していけばまた売れる機会が巡ってくるだろ。でだ、話を戻すけど、燈華が芸能人として成功していたとして、押し紙問題を責められるか？」

「つまり、新聞社を攻撃できる立場に立てるかどうかって意味ですか」

「そういうことだよ。いいか、私が常々言っているように、世論を作っているのはマスメディアだ。マスメディアを敵にするということは、世論まで敵に回しかねないことになる。この意味は極めて重大なんだよ」

「なるほど……。もし私がタレントとして一定の成功をしていたとしたら、批判の声など上げられるはずもありませんね……。マネージャーや社長から絶対に止められることになるでしょうし」

「言論人や学者は、本来、この問題を責めるべき立場にいるはずだ。だが言論人や学者は新聞社から仕事をもらわなくてはならないわけで、新聞社に阿おもねるのが連中の姿勢なわけだな。芸能人だっておんなじだ。新聞社を敵に回すことなんてできやしないだろうよ」

「だから、この問題が広く世間に浸透するのが難しいと……。でも問題は問題としてあるわけで、新聞社はどうやってこれを解決していくつもりなんでしょうか？　週刊誌などに指摘されている以上、完全無視するというのは……」

「有う耶や無む耶やにして逃げちまおうというのが、大手新聞社の基本的な戦略だ。忘れ去られるのを待つ、というな。たぶん連中の思い通りになるんだろうよ。腹立たしいことにな」

「ある意味、王道の逃げ方なんでしょうか……」

「たしかに、これに似通った問題はあらゆる業界にあるだろう。新聞社だけをことさら責めるのはお門かど違ちがいだという指摘も、まぁわからなくはない。だがよ、普段は偉そうにし腐りやがって、人様を攻撃するのが新聞社の仕事だろ。だったらまずは自分たちで糺ただすべきところは糺してから、謝罪すべきところは謝罪してから、自らの仕事に取り組むべきだ。それができねー恥知らず集団だからこそ、私たちが代わりにやってやろうと思ってんだよな」

「しょうがないよね。頑張ろうよ、私たちで。地球連合部乙！」

　雲雀が朗ほがらかに声を響かせた。

「新聞社の深刻な問題点は押し紙以外にも複数あるから、それらすべてについて私たちが調査・取材にあたっていこうと思う。この押し紙問題に関しては、新聞社の非を暴いて、不正に得た金をすべて返納させるのが最終的な落としどころになるだろうよ。そこまではやろうぜ」

　そんな明日菜の話に俺は仰天した。報道だけで終わらせず、強硬に広告費の返納までをさせていくのだという。そりゃ地球統一という大それすぎた目的からすれば大した問題ではないかもしれないが、次々と敵を作っていく可能性があるのではないか。新聞社を相当に怒らせるに違いない。

　燈華も俺と同じ感想を抱いたようで、汗を拭くような仕草をしながら応じる。

「すごいですね。報道に取り組むだけでなく、実際に不正行為の後始末まで取らせようっていうんですか。これはまた……」

「落とし前をつけないとね。私たちを怒らせるとどうなるか思い知らせてやろう！」

　雲雀は軽く考えているようで、拳こぶしを振り上げた。

　堪たまりかねたといわんばかりに柑奈が口をはさむ。

「今日の参加メンバーじゃないけど、私からいい？」

「おう、なんだよ。言いたいことがあるならこっち来て発言しろや。こういう番組なんだし、遠慮はいらねーんだよ」

「ここからでいいよ。新聞社の側を糺そうとするんじゃなくて、一般市民に実像を伝えることに終始したほうが賢明なんじゃないかなぁ？　新聞社を敵に回すって、とんでもなく面倒な事態になりかねないよ」

「どういうこった？　もっと具体的に指摘してくれや」

「だって新聞社と真っ向勝負って分ぶが悪すぎるし、しっぺ返しが大変になるって気がするよ。それならいっそ、そのフリップに記事が貼られてる週刊誌の姿勢みたいに、一定の距離を置いて報道を継続していったほうが賢いと思うんだよね。問題が長引けば長引くほど視聴者にも注目してもらえるし、新聞社とも正面から喧嘩せずに妥だ協きようの余地を残しておいたほうが賢いってものでしょ？　私たちばかり一生懸命になって貧乏クジを引く役目を担っても辛いだけ」

「貧乏クジ上等だろ。そういう番組なんだよ。命を懸けていくスタイルなんだよ。大義の旗があれば、それでいいじゃねーか」

「そういう番組なんだ。まぁ、明日菜がそういう気構えなら、この点について私は何も言わないよ」

「隼兵からは何かねーのか？」

　急に明日菜から話を振られたのが俺には予想外だった。

「いきなり振られても……」

「ったくよぉ！　テメーは何のために存在すんだよ。ていうか、出演者候補のスカウトは進んでるのか？」

「これから頑張ります！」

　俺は大声で応じた。

「頼むぞコノヤロー。みんなそれぞれの役目をこなしてるんだからな」

　燈華が報道を締めくくる。

「まだまだ話の途中ではありますが、予定時間を少しオーバーしてますね。毎回一○分で収められるとベストなんですけど。ひとまず今回はこれで終了でよろしいでしょうか？」

「そうだな、そうしよう。押し紙問題はまだまだこれからガンガン押すし、新聞契約の問題とか取り上げたい事件は幾らでもある。これからも力入れて踏ん張ってみようぜ」

「まだ二回目だっていうのに盛り上がっていきそうだよね！　地球連合部員も増えてくれれば、さらに過激にヒートアップしていくよ！」

　雲雀はひたすら楽しげだった。

　柑奈が首をひねる。

「番組の方向性はいいんだけど……これでスポンサー付くのかしらねぇ？　大手メディアを攻撃しすぎて、貧乏クジどころか、破滅に向かっている可能性も……」

「スポンサー募集してます。それから、この番組でデビューしたいアイドル候補もスカウト中です。高校生ですが努力していきますので、よろしくお願いします」

　画面には登場しなかったが、最後に俺も声を上げた。

「それでは地球連合部ニュース報道検証番組、第二回もありがとうございました。次回も引き続きよろしくお願いします！」

　燈華の挨拶で、第二回の収録は無事に終了したのだった。





　　　






「おつかれさまです！　いきなりアクセスがすごい伸びてますね！」

　放課後、笑顔で燈華が視聴覚室に入ってきた。

　俺もつい数分前にホームルームが終わってここにやってきたばかりだ。俺が来たときにはすでに明日菜、柑奈、雲雀が集まっていて、駄弁り合っていたところだった。

　明日菜が肩をすくめる。

「大して伸びちゃいねーよ。たった三○○○アクセスだろ？」

「でも、昨日アップしたばかりの番組ですよ。順調に増加中ですし、このままなら数日中に一万アクセスくらいは見えてくるのでは？」

「新聞社を敵に据えるという明日菜の目論見が当たったんでしょうね。そのせいで、妙な政治系の人たちに認知されたみたい。付いてるコメントも、ちょっと私たちが引くくらい新聞社をバカにしているような内容が多いし……」

　柑奈は困惑を隠さなかった。

　俺がうなずく。

「コメント、俺も見たけどなんか行き過ぎてる。できるだけバランスを取ろうとしても、付いてるコメントのせいで危険な印象が漂うんだよな。だからアクセスが集まってると思っても、素直に喜べるわけでもない。こちらを取れば、あちらが立たずか。なかなか思い通りにはいかないものだな」

「二回目でスマッシュヒットを飛ばせた最大の要因は、私はやっぱ、女子高生が番組をやってることにあると思うんだよね。メチャメチャすごいよ、これは」

　そんな雲雀の言葉に俺が応じる。

「たしかに女子高生たちが集まって真面目な顔して、ちゃんと取材して検証した内容を報道するように心がけてるんだから、これは新しいかもしれない。認知さえしてもらえれば、興味を持ってくれる人は多そうだ」

「私たちの番組を取り上げてくれているサイトの内容とかを読むと、女子高生がやってるって部分を大きく取り上げてくれてるね。これが普通の評論家がやってる番組だったら、あまり興味を惹かなかったのかもしれない」

　柑奈も同意した。

「しかもだよ、みんな可愛い。明日菜ちゃんも、柑奈ちゃんも、燈華ちゃんも、なんかもうピンでアイドルデビューしてもファンが付いてくれるレベルだし。こんな子たちが報道番組ってかなりの衝撃だよ。うはうはなハーレムだよ絶対」

　雲雀のセンスには辟へき易えきさせられるところがある。

　燈華がうなだれる。

「私はファンなんて付く前に終わりましたけどね……。こういうものって、ある一点を突破すれば、一気に全国区になるものです。成功していく芸能人を間近で見る機会がありましたが、一定の認知が広まっていって、ある日突然、急に弾けるんですよね。明日菜さんはまだまだアクセス数が少ないと不満があるようですけど、これは十分に上を狙える軌き道どうに入っていると思いますよ」

「そういう話を聞くと、この勢いに乗って、ここは攻撃ありきで行くべきかもしれない。この内容の番組でスポンサーが付かないんじゃないかって心配したけど、その心配は後回しにしてでも、まずは視聴者数の増加を狙っていくべきかな」

　考えながら柑奈が言った。

　雲雀が皆を見回す。

「めちゃんこ可愛い女子高生番組っていう部分は完璧なわけだし、あとは企画だよね。できるだけ多くの視聴者が集められるようなヤツ」

「視聴者を集めることだけに特化するなら、できるだけバランスを取ろうとするリミッターを外せば案は幾らでもあるぞ」

　そう明日菜が請け負ったので、俺が訊く。

「へぇ、たとえばどんな案だ？」

「たとえば韓かん流りゆうブーム問題だろうな。ちょっと乗り遅れ気味に見えるかもしれないが、歴史として検証する分には程よい期間の経過だ。ヒノテレビあたりに絞って集中砲撃な。押し紙なんかより取材もしやすい分野だし、これはさらにアクセスを集めるだろうよ」

「その問題は多くの注目を集めるかもしれない。でも同時に、ますます政治的に危ない人たちも呼び寄せることになるかも」

　柑奈は躊ちゆう躇ちよしたようだったが、雲雀は押せ押せムードで応じる。

「火だるまでいいんじゃん？　どうせなら、行くところまで行っちゃおうよ」

「そう軽く言うけどな……。アイドルの方面から遠ざかっていきそうな気がするぞ」

「違うよお兄ちゃん。私たちはそういうアイドルなんだよ。普通のアイドルじゃなくて、社会問題に真っ向から斬りかかっていって、越後屋みたいな人たちを懲こらしめるアイドルだよ。報道や運動だけでは終わらせない、実際に、現実として、悪人に懲罰を喰らわせてやるの。私ね、義ぎ賊ぞくって憧あこがれてたんだよね。そんな感じ」

「雲雀がいいんなら、俺は構わんけどさ……。いや、いいのかなぁ……？」

　俺は腕を組んで考え込んだ。妹が業ごう火かのなかに飛び込んで行こうとしているのなら、兄として止めるべきだろうか。

「なら次の方向性は決まりだ。しばらくは新聞社に主軸を据えてキャンペーンを張っていく予定だが、これが一通り済めば次はテレビ局な。取材の準備もぼちぼち始めていくぞ。まずは韓流ブーム問題に関する、過去のあらゆる資料を集めるところから始めてみようじゃねーか」

　地球連合部の報道検証番組は、そこそこの成功を収めつつあるのは確かだった。ただし、この番組が広まれば広まるほど、攻撃している相手からの反撃には身構えておく必要があるのではないかと俺には思えた。

　とにかく、わずか二回しか取り組んでいない番組だったが、早くもノウハウは形成されつつあるように思う。一見ハードルが高いように思えても、臆せずやってみるものだ。





　　　






　俺たちはさらに取材を重ね、第三回、第四回の放送も押し紙問題の続報を扱い、着実にアクセス数を稼ぎ始めていた。早くも安定して一万アクセスを超えてくるまでになり、クチコミにも期待できるようになっていた。返す返すも、明日菜の着眼点がよく、取材内容も適切で、なおかつ一目置かれるほどの可愛い女子高生たちが集まって出演している報道番組というコンセプトが集客に繋がっているのは確実だった。

　また、俺たちの番組のリンク先を新聞社の公式ツイッターに何度も投げかける不届き者などまでいて、その行為はあまり褒められたものではないものの、新しい客を呼び込むことに繋がっていた。これはある意味、炎上マーケティングの変形のようなものだろうか。尤もつとも、過激な政治的意見を持つ視聴者の一部が勝手にやっていることであって、俺たちが意図して炎上マーケティングを仕掛けているわけではなかったが。

　ただし、あくまで一万アクセスである。一万人の視聴者がいるかどうかは定かではない。たとえば雲雀のブログの告知を見て来た視聴者の場合は、雲雀目当てに二回も三回もアクセスするケースだってあるだろう。

　まだまだスタートアップの暗中模索の最中ではあったが、控え目にみても、まずまずの成果を収めつつあることは素直に喜ぶべきだった。





　　　






「なぁ隼兵、最近、地球連合部って活発に活動してんの？」

　朝、学校に登校すると、倫りん太たが俺の机のそばまでやってきて声をかけてきた。

「そこそこな。まだ始まったばかりだから、手探りで色々やってるところだ」

　地球連合部の番組を学校内で宣伝したりしたことはない。別に隠しているわけではないから、知ってもらうのは大いに構わないのだが、わざわざ学校内で告知活動をするヒマがないほど忙しい状況が続いていたのだ。そのうち落ち着いたらポスターでも作って校内に貼りだしてもいいかもしれないが、仮に全校生徒のアクセスを集めたとしても一○○○でしかないのだから、どうでもいい範囲内のことだった。

　よほど社会問題に興味がある生徒は、ネットの情報から地球連合部の番組を知る機会はあるかもしれない。だがそんな時間があるならゲームをしたり漫画を読んだり、または塾に行ったり勉強したりするのが高校生であろうから、大半の生徒は地球連合部が何をしているか知らないのではないか。

「その地球連合部なんだけどさー、今朝発売の週刊誌に名前が取り上げられてるって一部で話題になってるみたいだ」

「はあ？　そんなわけないだろう。こっちは高校の部活動だぞ？」

「俺も又聞きだから詳しく知らないんだよ。だけどＣ組のヤツがコンビニで立ち読みして、そこに地球連合部が出てたから買ってきたんだと。だから隣のクラスに行けば読めるはずだ」

「うちの部活とは無関係の話なんじゃないのか？」

「ガチで一條明日菜の部活が出てるって話だぞ。俺だって半信半疑なんだが、Ｃ組ではすっかり話題になってるみたいだ」

　俺にはまったく釈然としなかった。

　とにもかくにも噂うわさの真偽を確かめるため、朝のホームルームが始まる前に、Ｃ組にあるという週刊誌を確認しに行かねばならないだろう。





　　　






　俺はＣ組のクラスに出向いてみた。すると何人かの生徒が週刊誌を取り巻くようにして噂し合っていた。

「おいこれやっぱり、どう見ても一條明日菜のことじゃん」

「明日菜って、あのポスターのおっさんの娘だったんだな。知らんかった……」

　週刊誌を囲みつつ、幾人かの男子生徒らが顔を見合わせていた。

「俺にも読ませてもらっていいか」

　そう俺が頼むと、同級生たちは開かれたページのまま週刊誌を渡してきて、再び噂話に興じ始めた。

　週刊誌は多数の生徒で回されたのだろう、すっかりボロボロで、手て垢あかにまみれてしまっている。『週刊リアルプレス』──メジャー週刊誌のひとつだ。たしか新聞社系列の週刊誌だったはず。

　広げられていたページは、白黒紙面の普通の記事だった。記事の上方には、有名な政治家がマイクを持って演説している場面が写し出されている。




『スキャンダルに塗まみれた一條桐きり哉や、そのすべてを暴露する』




　これが記事のタイトルだ。

　一條桐哉は、うちの地元選出の自由党衆議院議員だ。だから嫌でも知っている。なぜなら選挙期間になると、選挙カーで名前を連呼して回っているし、ポスターもそこら中に貼り付けられることになるからだ。加えて一條桐哉は大臣経験も幾度かあったはずだし、時おりテレビのニュースでも見かけることがあるから、有名政治家の一人であることは確かだった。

　このタイトルを見てようやく俺は気づいた。明日菜の父親は、この国会議員だったのかと。柑奈が有名人だと指摘していたが、大学教授や文筆家、芸能関係あたりかなと想像していた。まさか国会議員だと、俺は思っていなかった。

　記事を読み込んでいくと、この一條桐哉は、政治家に転身する前に経営していた会社において、いかに従業員を酷使してきたのかが書き連ねられていた。もともとこの近辺では手広く育児施設などを運営していた経営者で、その施設内でいかに従業員に対して厳しい労働環境を強いてきたかが、「元従業員」という無名の人物の口から語られている記事だった。

　そのまま記事を読み込んでいくと、明日菜のことであると思われる部分に差し掛かった。俺は注意深く目を通していく。




　また、一條は家庭内にも爆弾を抱えていた。

　一條のお膝ひざ元もとさいたま市内の高校に通う一人娘が、その高校内において、反社会的勢力と呼べるような部活動を展開している。その部活動の名称は『地球連合部』──明らかにふざけたネーミングだが、これは冗談の類たぐいではない。本人に直接取材して確認したところ、「いずれ世界各国の政権を転覆し、地球をひとつに結びつけようと考えて名付けた」との証言を得ている。つまり、革命を標榜しているのだ。

　当高校の生徒の幾人かにも話を聞いたところ、この一人娘は学校内での問題児として非常に有名な人物であり、自らに近づく者に対して暴言、悪態、校内暴力、乱暴狼ろう藉ぜきを繰り返し、精神的に破は綻たんをきたしている可能性があるとのことであった。また当該生徒について高校にも問い合わせたところ、「生徒の個人的な事情には立ち入らない。また、当校には反社会的活動を行っているような生徒はいない」としている。

　国会議員の一人娘が本当に日本の政府打倒を叫んでいるのだとしたら、これは非常に由ゆ々ゆしき問題であり、日本国民全体にとって許しがたい暴挙だと言えよう。この問題も、当紙は追って調査していく所存である。




　──なるほど、これか。

　四ページに及ぶ一條桐哉バッシング記事のなかで、明日菜に関連した箇所はここだけだった。とりわけ長い部分ではないし、明日菜の個人名も掲載されているわけではないが、内部を知っている俺から見れば、一方的に都合のよい箇所だけを抜き取って加工した記事に思えた。

　たしかに明日菜が暴言や悪態を息を吸うようにつきまくることは認めるが、近づいてくる者に対して校内暴力や乱暴狼藉は言い過ぎだ。校内暴力が問題になっていたら、すでに退学になっていなければおかしい。燈華と初めて知り合うことになった日に、俺は実際にこの目で明日菜が暴力を振るう場面を見たことは事実だが、あっという間にボコボコにされたのは明日菜のほうであり、燈華を助けるためだったという情状酌しやく量りようの余地は十分にあるだろう。

「ありがとう。学校抜け出してコンビニに行くわけにもいかないから、助かった」

　週刊誌を返しながら、俺は礼を伝えた。

　Ｃ組の同級生たちが口々に言う。

「すげえよな、週刊誌に取り上げられるなんて」

「そういや霧島くんさ、一條明日菜と付き合ってるんじゃないかって噂があるけど、本当なの？」

　その質問に、俺は大きく息を吐いて応じる。

「いちおう俺は地球連合部員だからな。明日菜となら毎日顔を合わせてるよ」

　俺は軽く礼を伝えてＣ組をあとにした。





　　　






　Ａ組の教室に入ると、明日菜の姿は見当たらなかった。その代わり、明日菜の机の前には、柑奈が困ったような顔をして佇たたずんでいるのが見えた。おそらく柑奈も週刊誌の記事をどこかで知り、駆けつけてきたのだろう。

「隼兵くん！　聞いた？　週刊誌の話」

　柑奈は、俺の姿を認めて声を掛けてきた。

　明日菜の机のそばに近づいて俺はうなずく。

「ああ、週刊リアルプレスな。今さっき、記事を見せてもらったよ。明日菜は？」

「席を外してるみたい。私もたった今来たところだから」

「そうなのか……。明日菜の父親って、あの国会議員だったんだな」

「有名でしょう、かなり。元々はこの近辺で有名な社長さんだったんだけど、私たちが小学校に入ったばかりくらいのときに国会議員に転身したんだよね。かなり活躍してる政治家だから、毀き誉よ褒ほう貶へんの激しい人なんだけど」

「いつも叩たたかれてるイメージなんだが」

「おじさん、結構なタカ派だからね。白黒が明確な人だから敵も多いし、マスコミ受けはあんまり良くないんだよ」

「どうりで明日菜が政治や経済や社会の問題にずいぶん詳しいなと思ってた。それから柑奈も」

「ぶっちゃけ私の主張って、おじさんにかなり影響を受けてるんだよね。明日菜や私には、色々と政治の裏舞台とかを包み隠さず教えてくれるから、思いっきり影響を受けるわけなんだよ。でも明日菜は父親に反発しがちだから、どっちかといえば反対方向に振れてるかな。むしろ私がおじさんの主義主張をそのまま受け継いでるかも」

「なるほど。だから政治問題でも、明日菜と柑奈は反対意見になっちまうことが多いわけだ。明日菜がリベラルで、柑奈は右翼的というか保守なんだっけ」

　そんな話をしていたところ、燈華までやってきた。三年とは階が違うのに、やはり週刊誌の話題を知って駆けつけてきたのだろう。

「燈華さん！　記事のこと知ってきたの？」

「はい、地球連合部のことがバッシングされてるって聞いて……。明日菜さんのお父さんってあの有名な国会議員だったんですね。どうりで私の家の生活保護があっという間に下りたわけです。一声掛けてくれたんでしょうね。お礼を言わないと……」

「お礼はいいと思うよ。明日菜とおじさんって、そんなに仲良いわけじゃないからね。明日菜の反抗期ってヤツかな」

　ふいに、明日菜の声が飛び込んでくる。

「誰の反抗期だっていうんだ？　おいどうした、私の机の前に集まりやがって？」

「週刊誌だよ。記事見て来たんだけどさ」

　俺がそう説明した。

　明日菜は舌打ちする。

「チッ。私も今Ｃ組に殴り込み掛けて見てきたところだよ。ったくよぉ、オヤジが叩かれるのなんて日常茶飯事だ。別に珍しくもねぇよ。だけどな、普通、私のことなんていちいち取り上げたりすることはないはずだ。わざわざ地球連合部に触れるのは、ニュース報道検証番組を叩きつぶす目的なんだろうよ」

「大手新聞社が、俺たちの番組なんか意識してるのかな？」

　俺は首をかしげた。

　柑奈が言う。

「週刊リアルプレスって旭きよく都と新聞の系列の雑誌よね。実際に私たちは何度も旭都新聞の名前を取り上げたし、このタイミングでわざわざ娘のことを攻撃してくるということは、それしか考えられないんじゃないかな」

「その辺の評論家が旭都新聞を攻撃するくらいだったら何の目新しさもないし、アクセスだって集まらずに消えて終わりだったろうよ。だが私たちの番組は色々な意味で特殊だろ？　女子高生がやってる番組だからこそ、かえって新聞社に脅きよう威いを感じさせたってことなんじゃねーか」

「なるほど……。大人たちの本気、ってことなんだろうか」

　俺はうなった。

「地球連合部の名前を挙げて叩いてきたのに、私たちのニュース報道検証番組には一言の言及もありませんでしたね。番組に触れることで余計にアクセスを集めてしまうことを恐れたんじゃないでしょうか」

　燈華の指摘に、明日菜が大きく息を吐く。

「もう記事の内容メチャクチャなんだよ。私は別にオヤジのことを擁よう護ごしようなんざこれっぽっちも思っちゃいないが、オヤジの会社がブラック企業だなんてとんでもないデマだぞ。うちのオヤジは金に関しちゃ鷹おう揚ようでな。国会議員に転身した有名なブラック企業経営者がいるから、それになぞらえて悪いイメージを定着させようと狙って書いてるんだろうよ」

「やはり俺たちの報道検証番組は必要だな。まさか自分たち絡みの報道の検証が必要になるとは思ってなかったが」

「よし、近々私たちの番組で、この記事を検証してやろうぜ。だいたい私自身のことなんだから、取材も必要ないってもんだ。目には目を、歯には歯を、売られた喧嘩を買ってやるのが男気ってもんよ。私たちが大人しくしてると思ったら大間違いだってことを思い知らせてやろうぜ」

　そのとき──ピンポンパンポン、と尻上がりな校内放送のチャイムが鳴り響いた。

「一條明日菜さん、天あま宮みや柑奈さん、今すぐ職員室まで来てください。繰り返します、一條明日菜さん、天宮柑奈さん、職員室まで来てください」

「このタイミング、記事に関連したことじゃないでしょうか」

　燈華が眉まゆをひそめた。

　ぞんざいに明日菜が応じる。

「だろうな。構いやしねぇ」

「何で明日菜と私なんだろう？　明日菜と隼兵くんにしてほしいところよね」

　柑奈は不満を隠さなかった。

「生徒会長だからだろうな。腹を決めろや、男だろ」

　そして明日菜に促され、俺たちは皆で職員室に向かうことにしたのだった。





　　　






　明日菜と柑奈が職員室に入っていくのを、俺と燈華は廊下で見送った。地球連合部の記事の件と決まったわけではないので、呼ばれていない俺まで入っていくわけにはいかない。

　俺は職員室前の廊下で燈華と向き合い、今の生活状況などを確認していた。生活保護が支給され始めたことで、燈華はようやくバイト三ざん昧まいの生活から解放され、比較的一般的な高校生活を送れるようになっていた。地球連合部員が一般的高校生かは評価が割れるところだろうが、生計を立てるためにバイトをする必要もなく、勉学や部活動に専念できるようになったのは良いことだ。

　そんな風にして燈華と職員室前で話し込んでいると、雲雀がやってきた。

「わ！　お兄ちゃん、燈華ちゃん乙！　校内放送を聞いて来てみたんだけど。やっぱ、週刊誌の記事の件？」

「なんだ、雲雀も見たのか」

「たった今、見せてもらったんだよね。そしたら校内放送で明日菜ちゃんと柑奈ちゃんが呼ばれてたから、もしかしたらと思って来てみたんだ」

　それから雲雀を交えて、俺たちは今後の地球連合部のことについて話し始めた。

　ふと、職員室のなかから明日菜の大声が聞こえてきた。壁をはさんでいるので、くぐもった声しか聞こえないが、ここまで音が響くのはよほどエキサイトしているに違いない。

「尋じん常じようじゃありませんね……」

　燈華が不安げな面持ちで口にした。待っていられず、俺は言う。

「俺、ちょっと行ってみる」

　教師に叱られようと構わなかった。今はとにかく状況確認が優先だ。

　職員室のドアに手を掛けようとした矢先、なかからドアが開け放たれ、明日菜が怒り心頭といった表情で飛び出てきた。チラと俺に目をくれた明日菜だったが、よほど興奮しているようで、そのまま肩を怒らせて歩き去ってしまった。

　開かれたドアからは、柑奈が教師らと激論を交わしているのが見てとれた。俺は職員室に入り、柑奈のそばへと近寄ってみる。

「──ですから！　先生たちは変な週刊誌の記事と、自分のところの生徒だったら、どっちを信じるんですか！」

　柑奈が向き合っているのは、教頭だ。教頭は、週刊リアルプレスを丸めて握りしめていた。そして教頭に並んで二人の教師が気難しげな顔で居並んでいたし、職員室の教師たちが皆、やり取りに注目していた。そのせいか俺が入って行っても、注意してくる教師はいなかった。俺の後ろには、燈華と雲雀も続いてきた。

「信じる信じないの問題じゃない！　今日だって記者から学校まで電話が掛かってきて、取材に応じてくれと言われたんだぞ。もしこれが大問題になれば、責任を取るのはこっちなんだよ！」

　教頭は、腹立たしげに力説した。

　あの週刊誌の記者は、学校にまで激しく取材攻勢を掛けてきているという。こうなると取材というよりも、俺たちに対する嫌がらせなのではないか。

「何がどんな風に大問題になるっていうんですか！　大問題にしようとしているのはマスメディアのほうなんだって、何度も説明してるじゃないですか！」

「天宮くんさぁ！　君は生徒会長なんだよ！　学校が、変な風に記事にされかねない事態になっているのなら、それを防ぐ方法を提案してくるのが筋というものじゃないのか。それを、あんな不良生徒を庇かばうようなことをして、我々職員を困らせるつもりか？」

「明日菜は不良生徒なんかじゃありませんよ！　そんなの、先生たちだってわかってるでしょう？　明日菜はいつも学年一位を取る生徒なんですよ！　全国模試でも偏差値八○の不良なんているんですか!?」

「一條くんは平気で学校はサボる、オートバイを乗り回して生徒らを刺激する、教師らには楯たて突つく、内申なんかボロボロだぞ！　それを不良生徒と呼ばずして、他に何と言えばいいんだ！　いくら一條先生の娘さんだとはいえど、そんなものは関係ない！　このまま地球連合部を取とり潰つぶす意志がないようなら、さっきも伝えたように退学もやむなしだからな！」

「そんな……」

　柑奈が怯ひるんでいたので、代わりに俺が呆あきれたように声を上げる。

「……退学？　こっちは何も悪くないのに？」

　教頭は、俺と燈華と雲雀を忌いま々いましげに眺めやり、指差してくる。

「おまえたちだな、地球連合部員っていうのは！　ちょうどいい。学校としては、地球連合部を廃部にすることを通告したからな。部室も今日から使用禁止だ。もし学校に黙って部活を継続しようとするのなら、そのときは退学処分もやむなしだ」

「なぜです？　たかだか記事に取り上げられたくらいで？　しかもデマみたいな内容の記事なのに！」

　俺は声を荒らげた。教頭だろうが構いやしない。

　教頭は、握りしめた週刊リアルプレスを、もう一方の手で叩くようにしながら声を大にする。

「反社会的勢力だとか、革命を目指しているなどと書かれているじゃないか！　今だって記者からそんな電話が掛かってきてるんだよ。他にも、週刊誌の記事を見た生徒の親御さんから、『そんな危険な生徒が在籍しているのか？』と問い合わせまで入ってるんだ」

「反社会的勢力なのかどうか、見解は分かれるところでしょうね。ただ、自分たちは正しいことをしていると確信しています。その週刊誌よりも、ぼくらに正義がある。……教頭先生、必ず地球連合部の正しさを証明してみせますので、もう少し時間の猶予をもらえませんか？」

　内心の怒りを、あらゆる自制心を総動員して抑え込み、俺は親身な口調で語りかけた。

　俺がトーンを下げたせいか、教頭も語調を緩め、情に訴えるように口にする。

「……なぁ、正しいとか、正しくないとか、そういう問題じゃない側面があるんだよ。君たちに説明してわかってもらえるかどうか知らないが、このご時世、どれだけ教師たちが世間やマスコミからヤリ玉に挙げられてるのか知ってるのか？」

「先生たちの覇気がなくなってきているのは、ぼくらだって何となく気づいてますよ。モンスターペアレントとか、マスコミとか、色々なものに取り巻かれて大変なんでしょうね。先生たちの気持ちは察しますけど、ぼくらだって納得性がないものを素直に受け入れることはできませんよ」

「どうか頼むから、この学校で問題を起こさないでくれ……。それだけなんだ……」

　ついに教頭は拝むような態度まで取ってきた。よほど問題行動を抑えて欲しい一心なのだろう。事なかれ主義の大人とはこういうものなのだろうか。

「…………」

　俺が言葉を探していると、教頭は続ける。

「地球連合部は廃部、よって部室の使用は禁止、この方針は変わらない。隠れて地球連合部を続けて騒動を起こすようなことになれば、退学処分もやむなしだよ」

　柑奈が口をはさんでくる。

「公立高校において、よほどの重大行為がない限り、そうそう簡単に生徒を退学処分にすることなどできないはずです」

「反社会的勢力とか革命とか、よほどの重大事態なんだよ……。他の生徒たちの親御さんからも、それを求められるだろう。まずは自主退学を求めるが、それに応じない場合は、学校として毅然と対処するしかないと考えている。こんなことはしたくないが、わかってくれよ……」

　アベコベに教頭から懇こん願がんされるような口ぶりだった。

　押しても引いてもラチが明きそうにない。もうこれは学校としての決定事項であり、交渉事が通じるような状況ではなくなっているのだろう。





　　　






　職員室の外に出て、俺、柑奈、燈華、雲雀の四人で向き合った。

「まったく話にならないよ！　こっちの言い分を聞くつもりなんて端はなっからないんだもんね」

　憤ふん懣まんやるかたないといった風に柑奈が言った。

　燈華が冷静に応じる。

「たしかに先生たちとしては、生徒の言い分よりも、マスメディアの記事を間に受けてしまうのは仕方ないかもしれません」

「ちゃんと俺たちの放送で、あの記事がいかにデマかを証明してやれるっていうのにな。部活が禁止されたら元も子もない」

　俺の話に、雲雀が反論してくる。

「でもでも、私たちが革命を目指してるって、実は結構ホントのことだったりしない？　だからこそ私は地球連合部に大喜びで加わったんだけどね」

「明日菜自身が記者の取材に、世界中の政府を覆すって語ったようだからな。でも地球連合部は武力を使って革命を起こそうとかじゃなくて、一般社会でまともにメディア事業を巨大化していって自然に地球をひとつにしようってわけだろ。似て非なるモノだと俺は思う」

　燈華がうなずく。

「少なくとも反社会的勢力じゃないですよね。暴力団みたいなことをしているわけではないですし」

「ただ、いくら正論をぶったって、学校から退学をちらつかされちゃ敵わない」

「あんなに強硬に退学処分を口にするとは思わなかったよ。よほど活動を止やめさせたいのね」

　柑奈が肩をすくめた。

「さすがに俺も、退学までは考えてなかった。どうするべきか……」

「職員室の前だとまた先生たちの目の敵かたきにされかねないですし、移動して、明日菜さんも交えて話しませんか？」

　燈華の提案に、俺は同意する。

「それもそうだ。明日菜はどこ行ったんだ」

「屋上じゃん？　このまま朝から授業に出ると思えないし、サボるとしたら屋上くらいでしょ」

　雲雀が言った。

「たぶんそうかもな。なら、俺たちも屋上行ってみるか」

　そのとき、始業を告げるチャイムが鳴り響いた。

「あ、もう授業始まるのか……。俺はサボるから、みんなは教室に戻ったほうがいいんじゃないか？」

　俺は皆を見回して、そう促した。

　雲雀は首をふる。

「授業はパス。地球連合部が廃部にされるかどうかの天王山だもんね。関ヶ原の大決戦だよ」

「私も部活の話し合いに参加します。学校を休んでバイトすることだってありましたから、今さら授業に出なくても問題ありませんし」

　燈華に、柑奈も続く。

「なら行こう。明日菜が屋上にいなければ、ショートメッセージで居場所を訊いてみるよ」

「いや柑奈は戻ったほうがいいんじゃないか？」

「どうして？」

「だってサボりだぞ。生徒会長がいいのかよ」

「いいっていいって。もう生徒会長なんてゴミみたいなものだし」

　柑奈のなかでは、すっかり生徒会長が粗大ゴミ扱いになってしまっているようだった。

「まぁ柑奈がいいのならそれで構わないけど……。ずいぶん変われば変わるものだな」

　それから俺たちは揃い踏みで屋上に向かったのだった。





　　　






　案の定、明日菜は屋上の出入り口に背を預けるようにして、地べたに座り込んでいた。

「やっぱここか。これから地球連合部をどうしていくか、話し合う必要がありそうだな」

　言いながら、俺は明日菜の対面に腰を降ろした。

「教頭の野郎、しゃらくせえ。あんなデマ記事に阿おもねりやがってよぉ！」

　明日菜は平手をコンクリートの床に打ち付けた。

　他の面々も明日菜を取り巻くように腰かけ、柑奈が話を切り出す。

「現実問題、部室がなければスタジオの用意ができないわけだし、番組は一時中断するしかないんじゃないの。ということは、地球連合部も表向き休止するしかないよ。そうしておいて、学校と話し合いを重ねない？」

「番組収録のためのスタジオなら、別に学校じゃなくてもよくない？　貸しスタジオだって安く利用できるし、その気になれば誰かの家に行って収録してもいいわけだよね。なんなら私の部屋を収録に使ってもいいよ。すっごい狭いけど」

　雲雀の提案に、燈華が口をはさむ。

「ですが地球連合部の廃部を申し渡されているのに、隠れて活動しているってことが学校にバレたら、退学処分ということにもなりかねませんよ。番組の動画をアップするだけで、活動していることが知れてしまいます」

「まぁそうだよね～。その覚悟があるかどうかの話になるよね。せっかく認知もされてきて、放送が軌道に乗りかけているっていうのに」

「さすがに退学と言われると凍りついちゃうな……。想定外だったわけだしね」

　素直に柑奈がうなずいた。

「私のほうは、もともとお兄ちゃんと一緒にアメリカに渡ることも考えてたんだよね。そしたら自動的に高校も休学したり辞めたりしなくちゃならないわけで……だからまぁ、これからの活動方針によっては、まったくナシってわけでもないかなぁ」

　そんな雲雀の話に意表を衝かれたのか、柑奈が声を上ずらせる。

「隼兵くんとアメリカに？　何しに？」

「お兄ちゃんと賞金稼ぎのコンビを作ろうって話してたんだよね。それか、ＣＩＡに入局でもよかったんだ。とにかくそんな冒険野郎みたいな人生を私は望んでたの」

「俺が同意してたみたいに言うな。悪いけどな、雲雀に高校を辞めさせるってわけにはいかないぞ。責任ってものがある」

「私は大学に行くつもりはねーから、別に高卒だろうが高校中退だろうが、どっちでもおんなじよ。無意味に大学なんざで時間を潰すヒマがあるのなら、地球統一に向けて邁まい進しんしねーとな」

　明日菜は当然のように言い放った。しかし、誰もが明日菜のように一本気で生きられるわけではない。将来を考えれば、高校くらいは卒業しておかねばならないのではないか。

　だから俺は皆を見やり、切々と語る。

「教頭と喧嘩腰の議論をしたせいで、反発したい気持ちがあると思うんだ。だけど、こんなときこそ賢いやり方を検討しよう。第一、俺たちは地球連合部にこだわる必要があるのか？」

「どういうこったよ？」

　明日菜は怒ったような視線を向けてきた。

「地球統一のためにメディア・コングロマリットを創ろうってのが目的ならば、高校の部活動ということ自体は重要なものじゃないだろう。ここで高校を退学することになってまで無理やり押し通すのはあまり良い戦略じゃないと思うんだよな」

「良い戦略とか悪い戦略とか、そういう考え自体が小こ賢ざかしいんだよ。漢おとこなら、自分の生き方に一本筋を通すべきだろ？　隼兵、私とテメーは漢として、義兄弟の契ちぎりを結んだ仲じゃねーのか？」

「部活の問題で退学を真剣に話し合うってのは行き過ぎだ。極道じゃないんだから、すべての生き方に筋を通そうとする必要はないだろう？　目標に向かって進めば進むほど、妥協を強いられる場面は幾らでも出てくるはずだ」

　真っ正面から学校とぶつかって、この五人が全員退学処分を喰らうわけにはいかない。しかも俺には妹の雲雀だっているのだ。兄としての責任というものがある。雲雀を巻き込んでしまうのはまずい。

「チッ。そんなに妥協したかったら勝手にしてろ。柑奈よりよほど小賢しいのが隼兵だったということだな」

「俺の提案。いったん地球連合部は廃部にしよう。そして卒業するまでに計画を練り、大人になってからチャレンジし直せばいいじゃないか。俺たちの取り組みを無駄にしないためにも、ここは苦渋を呑み込んで賢く振る舞ったほうがいい」

　皆を見回して俺が言うと、明日菜が斬り捨ててくる。

「とんちき隼兵風情が軍師みたいな物言いをしやがって……。さも正論をぶってるように見せてるが、その言い分は間違いだ。いいか、地球連合部の目標は地球統一政府を創ることだぞ？　それが、たかだか学校からイチャモンを付けられたくらいで軽く折れるのか？　寝言は寝て言え。この程度の抵抗で何もできないようなら、大人になって計画を練り直したところで、どうせまたすぐに言い訳を探すことになるんだよ。どうして隼兵にはそんな当たり前のことがわからねーんだ？」

「だが地球連合部を継続することで、メンバーが退学に追い込まれるかもしれないんだぞ？　明日菜はともかく、そこまでの覚悟がないメンバーを巻き込むつもりか？」

「大手メディアに覚悟もなく喧嘩を売れるわけもねーだろうが！　私が伊だ達てや酔狂でやってると思ってんのか!?　私は一人になっても継続するし、もともと一人でもやろうと思ってたことだ！　覚悟があるかどうかは各自が判断しろや！　私は無理強いするつもりなんてねーよ！」

「明日菜はこのまま退学するつもりか!?　突っ張って退学なんて、どこのヤンキーだよ！」

「私は人生を懸けていた。だいたいな、地球統一なんて自分のすべてを懸けなくちゃ成し遂げられるわけもないだろうが。だが隼兵にとっちゃ、しょせん単なる部活だったということだな」

「明日菜の記事なんだから、明日菜がさらに大きなトラブルを抱えないか心配なんだよ！」

「余計なお世話なんだよコンチクショー！　高校卒業とか、それが何だって言うんだボケナスが！　私はもうすでに人生を懸けるべき物事を見つけてるんだ！　隼兵みてーに他人と歩調を合わせてしか生きられないロクデナシと一緒にすなや！」

「ここまで言ってもまだわからないのか!?」

「何もわかってねーのはテメーなんだよ！　やりたくなきゃ、勝手に降りればいいだろうが！」

「なら、俺は降ろさせてもらうぞ！　もう明日菜にはついていけない！」

　売り言葉に買い言葉。だが自分の気持ちがヒートアップすることを俺は抑えられなかった。

「なんだぁその言い方は？　地球連合部を降りるのは勝手だが……隼兵テメー……私との義兄弟も解消するって言ってるんじゃねーだろうなぁ？」

　俺はそっぽを向き、わざと返事をしなかった。

　しばらくの間、沈黙が支配した。明日菜は怒りに満ちた様子で俺を見やっていたし、俺はあらぬ方向を見やってふて腐れていた。

　明日菜がゆっくりと立ち上がり、俺に一歩近づいてきた。

「……立てよ隼兵」

　明日菜が命じてきたが、俺はうんざり気味に首を振る。

「……面倒だ」

「立てっつってんだろ！」

「なんでだよ……」

　ため息をつきながら、俺はさも嫌々な雰囲気を醸かもし出だして立ち上がった。そして明日菜と向き合う。

「もう一度訊くぞ。テメー、義兄弟を解消するつもりじゃねーだろうな？」

「明日菜にはうんざりだ」

　俺は吐き捨てた。

　すると明日菜の両目には、ジワッと涙がにじんだ。悔しそうに唇を嚙みしめ、明日菜は震えながら叫ぶ。

「この鳥頭が！　テメーなんか死んじまえ！」

　ピシャリ、と鋭い音が響いた。

「キャッ」

　燈華が顔を覆い、小さく声を上げたのが聞こえた。

　頰ほおに鋭い衝撃。明日菜の平手打ちを喰らったのだ。遠慮のない、激しいものだった。

　耳のそばにヒットしたため、キーンと耳鳴りがする。本気で痛い打撃だった。

「ちょっと明日菜！　止めなさい！」

　慌てたように柑奈が半身を起こして制してくる。

　予想外の横殴りに、俺は声に怒りを滲にじませる。

「何すんだ！　殴り返されたいのか!?」

「なんだと!?　やれるもんなら、やってみろ！」

　そう言いざま、明日菜は再び平手打ちを繰り出してきた。

　だがこちらも男だ。いくら荒くれ少女だろうが、そうそう簡単に、何度も打撃を喰らうわけにはいかない。明日菜は喧嘩っ早いが、肝心の喧嘩が強いわけではないことは、先日男二人にボコボコにされたことでわかり切っている。

　俺は咄嗟に顔を両腕で覆い、明日菜の平手打ちをガードした。

「てめっ!?　隼兵のくせに！」

　明日菜が三度目の腕を振り上げたので、俺は明日菜の腕を押さえ込む。

「いい加減にしろ！　そうそう何度も喰らうかよ！」

　俺は、明日菜の腕を摑んだまま大声を出した。

　明日菜はすっかり泣いていた。大粒の涙を流しながら懸命に身体からだを揺すり、俺が摑む手から逃れようと後じさる。

「離せよ、ストーカーで訴えてやんぞ！」

「ああ、とっとと離してやるよっ！　もう俺に構うな！」

　言いながら、俺は明日菜の腕を投げるように突き放した。

「うるせー……。隼兵なんか……隼兵なんかなぁ……」

　明日菜は泣きながら身を翻し、猛然と屋上を出て階段を駆け下りていった。












　愕がく然ぜんとしながら一部始終を目撃していた三人の前、俺は言葉を探した。居たたまれない気持ちだった。

　俺は頰を抑え、うつむいて口にする。

「思いの外ほか、平手打ちって痛いんだな」

「お兄ちゃん。あんな言い方、ないと思うよ」

　雲雀が厳しく指摘してきた。

「でもさ、雲雀だって地球連合部のメンバーが置かれた状況がわかるだろ？　どんだけだよ、この状況。いったん整理してやり直すのが、どう考えたって正解だろ？」

「正解とか、そういうのないんだと思う。こんなときこそ、お兄ちゃんが明日菜ちゃんを助けてあげるべきときなんじゃないのかな？　義兄弟って、そういうことでしょ」

　俺は頭をかきむしった。どうしろと言うのか。

　おずおずと柑奈が口にする。

「私も雲雀ちゃんに同意かな……。隼兵くんの気持ちも十分にわかるんだけどね……」

「そういう柑奈は、高校を辞める覚悟まではないんだろ」

「私はないよ。だからこそ、隼兵くんの意見は理解できるって言ってるわけ。でもやっぱり、明日菜が最後まで頼りにするのは隼兵くんのはずだよ。その期待には応えてあげて欲しいとは思う」

　押し黙っていた燈華にも俺は訊いてみる。

「燈華は、俺が間違ってると思うか？」

「ゴメンなさい……。私は、雲雀さんの意見に近いです……」

「それでも俺は、無理やり地球連合部を続けるのは、やっぱりどうかと思うところだ……」

　尚なおも俺は食い下がったが、雲雀が指摘してくる。

「明日菜ちゃんは、地球連合部を離れるかどうかは各自が判断すればいいって言った。だから地球連合部を続けるとか続けないとか、そんなことは二の次。こんなときだからこそ、お兄ちゃんが手を差し伸べるべきだよ。でもお兄ちゃん、最初から喧嘩腰なんだもん」

「喧嘩腰だったつもりはない」

「そう見えたってことだよ。自分の意見ありきだった。明日菜ちゃんは私たちに何かを無理強いしていたわけじゃないんだから、もっと明日菜ちゃんの意見を尊重してあげるべきだったと思うよ。それにね、お互い間違った意見を言っていたわけじゃないと思うけど、義兄弟をないがしろにするような態度はお兄ちゃんの落ち度じゃないかって感じた」

「明日菜はね、ちょっと隼兵くんのこと頼りにしすぎてたのかもね。だから余計にショックが大きかったのかも」

　そんな柑奈の指摘が予想外で、俺が訊く。

「俺を頼りに？　まさか。明日菜がそんな風に考えるわけないし」

「でも最近の明日菜、隼兵くんの話ばかりだったんだけどね。死ぬその瞬間まで互いを助け合える義兄弟ができた自分は、最高に幸福なんだって言い張ってたよ。よほど隼兵くんとの絆きずなを大切に考えていたんじゃないかな」

「マスコミの記事とか、教頭先生の話とか、そんな外野が何を言おうと関係ないよ。そんな無関係な人たちの言葉に惑わされて、せっかくの大切な絆をぶち壊してしまったら、それが一番悲惨なことだと思うよ」

　雲雀の言葉に俺はうなだれる。

「……今でも、自分の意見がそこまで間違っていたものじゃないって思うよ。それでも、明日菜の義兄弟の問い掛けを無視するような態度に出たのは、俺の間違いだった。深く謝罪したい。今から明日菜のことを追いかけてくる」

　自らに言い聞かすように、俺は小さくそう言った。













　明あ日す菜なの下駄箱を確認すると、外履きはなくなっていた。駐輪場まで行くと、明日菜のカブもなくなっている。どこかに走り去ってしまったのだろう。

　その場で俺は携帯を取りだし、明日菜に電話を掛けた。呼び出し音が鳴る。

　一○回、二○回も呼び出し音が空むなしく鳴り続けた。明日菜には、俺の電話に出る意志がないのかもしれない。

　諦めかけて携帯を仕舞おうかと思っていた矢先、ようやく呼び出し音が途絶え、電話が繋がってくれた。

「俺だけどさっきは──」

　俺の言葉を遮り、明日菜は一言口にする。

「死ね」

　そして、あっさりと電話が切れてしまった。一瞬、頭が真っ白になり、後悔や怒りや戸惑いなど、さまざまな感情が俺の脳裏を掠かすめていった。

　だが、明日菜の暴言一つくらいで諦めるわけにはいかない。俺は再び明日菜の番号をプッシュした。しかし、今度はツーツーツーという電子音が響くだけで、電話は繋がらなかった。

　その後も何度か電話を掛けようと試みたものの、ツーツーツーと空うつろな音が鳴るばかりだった。





　　　






　どこへ行っても明日菜は見つからなかった。

　明日菜と一緒に入ったことのある喫茶店やバーガーショップなども覗のぞいてみたが、無駄足に終わっていた。近所の公園や図書館にもいないようだ。

　二時間ほど探し回ったが、明日菜の姿はどこにも見当たらなかった。自宅に帰っているのかもしれず、明日菜のマンションを訪問してみることにした。だが俺が直接インターフォンを鳴らす前に、柑かん奈なの協力を仰いだほうがいいかもしれないと考え、柑奈の携帯に連絡した。明日菜と柑奈は同じマンションの住人だ。

　柑奈に連絡すると、マンションの前で待ち合わせをすることになった。柑奈は学校の授業をすっぽかして駆けつけてくれると言う。

　マンションに到着すると、エントランスゲートの入り口付近に、なぜか警察官が一人立ち、辺あたりを警戒しているようだった。俺は警察官からやや離れたところで柑奈を待った。その警察官は俺に職務質問してくることはなかったものの、不審げな面おも持もちでこちらを見やってきた。

　数分ほど待つと柑奈が到着し、そのまま促うながされてエントランスゲートに向かった。柑奈と警察官は顔見知りでもあるかのように互いに軽く会え釈しやくして、その前を通り過ぎた。柑奈がエントランスゲートの電子ロックに鍵かぎをかざして門をくぐると、ちょっとした公園のようなスペースが開け、整えられた木々が並んでいた。

「出入り口に警官がいたけど、このマンションをいつも守ってたり？」

「まさか！　うちのマンションを専属で警察が守ってたらおかしいことになるって。あのお巡りさんは、明日菜のお父さんの護衛任務だよ。ゲート前にお巡りさんがいるってことは、明日菜のお父さんは帰宅してるところかもしれない」

「国会議員ってすごいものなんだな」

「普通の議員には護衛なんて付かないよ。大臣や、それに準じる人には国からお巡りさんやＳＰが派遣される。明日菜のお父さん、結構偉いからね」

　世の中には、まだまだ知らないことが多いものだ。

　再び柑奈が鍵をかざして二つめのエントランスをくぐり、建物のなかに入った。長いロビーを突っ切り、エレベータ脇に設置してあるインターフォンの前で、柑奈は三八○三と入力した。

　一○秒ほどして、おそらく明日菜の母らしき相手から応答がある。

「柑奈ちゃん？　いま明日菜いないのよ。二時間前にいったん戻ってきたんだけど、どこかに行っちゃってね。珍しく目を真っ赤にして泣きはらしてるみたいだったんだけど、どうしたのかしら……」

「どこにいるか心当たりありますか？」

　柑奈が確認した。

「たぶん旧宅じゃないかしらね……？　明日菜が鍵を持ち出したから……」

「旧宅ってたしか、ここから歩いて七、八分の風かざ見み町ちようでしたよね？」

「インターフォンで話してると他の人に迷惑が掛かるかもだから、入っちゃって」

「わかりました、いったん上がります」

　そして柑奈に促され、俺たちはエレベータに乗り込んだ。





　　　






「お邪魔します……」

　丁てい重ちように挨あい拶さつして靴を揃そろえるように脱ぎ、一いち條じよう家の玄関を上がった。

　玄関に置かれた調度品の質も、俺の家とは違うようだった。ギラギラした品物があるわけではないが、置かれた壺つぼ一つとっても淑しとやかに整然と置かれており、よく掃除が行き届いていた。

　明日菜の母親は、なぜか俺を見やって愕がく然ぜんとする。

「えっと……どちら様？」

「あ、こちら明日菜や私の友達で、同じ部活をやってるメンバーでもあるんです」

　柑奈がそう紹介してくれると、母親が目を見開く。

「友達!?　明日菜に!?　柑奈ちゃん以外に、明日菜に友達っていたの!?　しかも男の子……なんてことでしょう！　嗚あ呼あ、お赤飯でも炊たくべきかしら？　何てお名前？」

「霧きり島しま隼しゆん兵ぺいと申します。突然の訪問、申し訳ありません」

　恐縮して俺は頭を下げた。

「隼兵くんね。明日菜の母です。きっと隼兵くんには、いつも苦労を掛けているんじゃないかしら……。私が言うのも変だけど、本当に明日菜がお友達でいいの？」

　そんな母親の心配そうな面持ちに、俺は思わず吹き出す。

「ええ、大丈夫ですよ。明日菜とは義兄弟の契ちぎりまで結びましたから。もう生涯の友です」

「義兄弟……明日菜らしいわねぇ……。そんな風に極端に考えるからなかなか友達ができづらいってことに、明日菜が気づくのはいつかしら……？」

「実は、明日菜が目を腫らしていたのはぼくに責任があります。その義兄弟の契りをないがしろにするような態度に出てしまって……。明日菜に直接謝りたくて、こうして訪問してきました」

「そうだったの……。入って。お父さんがリビングにいるから」

　母親に促され、柑奈に続いて俺もリビングへと入った。三○畳はあろうかという広いリビングだ。

　リビングでくつろいでいたのは、ポスターで見かけたことのある顔──国会議員の一條桐きり哉やだ。テレビでも何度か目にしたことがある。

「おじさん、こんにちは」

「初めまして」

　柑奈と俺はそう挨拶した。

「おや……。君は誰だれだい？」

　桐哉は俺にまじまじと視線を向けてきた。

「それがね──」

　母親が俺のことを説明してくれると、桐哉は息をのむ。

「友達!?　本当に、明日菜が友人でいいのか!?」

「あはは、それさっき私も同じこと訊いたのよ」

　母親は笑顔でそう言った。

　俺も続く。

「明日菜が友人で、毎日楽しませてもらってます」

「そうか、君がいいのなら構わないのだが……。一條桐哉だ。さあ、遠慮なく座りなさい」

　俺と柑奈は言われた通りにソファセットに腰を降ろした。母親は、桐哉の隣に腰かけた。

　それから俺と柑奈が代わる代わる、今までの経緯をかいつまんで説明して聞かせた。地球連合部の設立から、少しずつ部員を集めていったこと、番組の開始、週刊誌の記事、学校から廃部を申し渡され部室を取り上げられたこと、そして俺と明日菜の衝突などに至るまでの事情をだ。

　俺たちの話にジッと耳を傾けていた桐哉は、感心したように口にする。

「──なるほど、明日菜は学校でそんな部活動をやっていたのか。それがぼくの記事のせいで、君たちも酷ひどいとばっちりを受けたということだな」

「ですが、最初に新聞社を叩いていたのはぼくらのほうなんです。ある意味、体ていよく新聞社を利用してアクセスを稼いでいたということかもしれません」

　俺がそう応じ、柑奈も続く。

「始めたばかりのネット番組ですけど、結構なアクセスが集まりだしていたんです。だから新聞社が叩き返してくるのは必然だったとも思います」

「それでもあの週刊リアルプレスの記事は言いがかりだよ。うちの会社と喧けん嘩か別れして深い恨うらみを抱いていた元社員が、デタラメを週刊誌の記者に語ったことがキッカケとなっている。たくさん社員を雇っていれば、そりゃ色んな傾向の人がいるよ。ぼくは昔、厚生労働大臣を担った経験もあり、国会でブラック企業を撲ぼく滅めつするための運動もしているくらいなんだ」

　柑奈が言う。

「ブラック企業は一種のブームみたいなものでもありますからね。元経営者とブラック企業を結びつければ、スムーズに悪い印象を抱かせることができます」

　桐哉がうなずく。

「ぼくも一人の経営者として、長時間労働を強要したり、途方もない夢や目標を騙かたって奴隷労働の雰囲気を作るブラック企業経営者は許しがたいと思っている。だからあえて、ぼくがブラック企業経営者だと捏ねつ造ぞうすることで、メディアはぼくのメンツを潰そうとしたのだろう。自由党議員を攻撃できれば何でもいいんだ。今はそういう世論の流れがあるんだよ」

「でも、そこに高校の部活動を叩いてきますか、普通？　そりゃ私たちから始めた喧嘩かもしれませんが、こっちは高校の部活ですよ？」

　柑奈が呆れたように声を上げた。

「明日菜には、覚悟あってのことだったろう。子どものころから、ぼくが明日菜に教えてきた唯一のことは、覚悟の持ちようだったからね」

　そんな桐哉の言葉に、俺はうなだれる。

「自分の覚悟が半端でした。そのせいで、明日菜と喧嘩になってしまったと思います。どこか逃げ道を用意していたというか、物事を軽く考えていた部分がありました」

「それが普通だよ。何も明日菜みたいになることはない。良くも悪くも、明日菜の根っこは極端に振れすぎてしまったと思っている。ぼくが反省すべき点だったかもしれない」

　桐哉は気難しげな顔で続ける。

「自分の身は国家のためにあると考えている。それが国会議員を仰せつかったぼくなりの正義だし、筋であろうと考えている。そんなぼくの考えのせいで、明日菜に正義感を植えつけすぎてしまった。強い正義感という尺度を持って世の中を測ると、どうしてもおかしいことばかりが目立ってしまう。不正や悪事ばかりが見えてきてしまって仕方がないはずだ。実際、世の中にはそういう部分がたしかに無数にある。だが社会というのは、一筋縄ではいかないものだ。噓やまやかしも、さまざまな人間関係のなかで呑み込まねばならないときもあるだろう。成長すればその辺りの感覚は自然と理解が得られるだろうとタカを括っていたところがあるが、そのまま極端に突っ走ってしまっているのが明日菜なんだよ。その姿勢は、あまり褒ほめられるものではない」

「最初は辟へき易えきしていたところもあります。ですが地球連合部で行ってきた実際の活動を通して明日菜を見るようになって、結構尊敬の念を抱くようにもなりました。自分も、少しは明日菜みたいに一本気に生きてみたいものです」

　率直な感想を俺が口にした。

「あまり幸福な人生にはならないだろう。それでもかい？」

「地球連合部に入ってみて、普通の人と同じような人生に魅力を感じなくなってしまいました。どうせなら、とことんまでやってみたいですね」

　そう強く言って、俺は身を乗り出して続ける。

「そこで今日ここに来たのは、明日菜に謝罪したかったからです。自分が誓ったはずの義兄弟の契りを、明日菜ほど重く考えていなかったことを素直に謝りたいんです。そして改めて明日菜に、自分もこの誓いに人生のすべてを懸けるんだということを約束したいと思っています」

「ははは。いくらなんでも、明日菜との義兄弟の契りに人生を懸けるとは行き過ぎだよ」

「いえ、心からそう思っています。だからこそ明日菜にそれを約束したい。それが義兄弟というものです」

　ふと母親が口をはさんでくる。

「インターフォン越しでも話したけど、明日菜は旧宅の鍵を持ち出したから、たぶんそこにいるわよ」

「その旧宅にお邪魔してもよろしいでしょうか？」

「鍵を貸してあげる。簡単な地図と住所を書いてあげるから、遠慮せず行ってみて。勝手に入っちゃっていいわよ」

「明日菜が生まれる前、ぼくや妻がまだ若かったころだ……事業にかなり苦労して、のたうち回っていた頃に住んでいた家でね。あのころは銀行への借金返済にも苦心して、危うく取られかけたこともあった。想い出深い家だから、なかなか手放せなくてそのままにしてあるんだ」

　さすが本物の資産家は違う。使わない物件は売却して資産運用しようなどと、せせこましいことは考えなくてもいいものなのだろう。

　そして母親が立ち上がり、奥の部屋から鍵を取ってきてくれた。差し出された鍵を、俺は丁重に受け取る。

「ありがとうございます。お借りします」

　ふと柑奈が気づいたように口にする。

「部活動での取り組みについて、ちょっと思ったことがあるんです。小さいころから、おじさんが叩かれている場面を私たちは多く見てきました。おじさんがどれだけ真剣に政治に向かっているかを知っているだけに、悔くやしい思いも感じていました。だから明日菜が今回メディアに喧嘩を売っているのも、単に部活動のためだけではなくて、広い意味で言えばおじさんを助ける側面もあったんじゃないでしょうか」

「明日菜はぼくに反発してばかりだ。そんなに親孝行な娘のはずがない」

　桐哉はまったく信じていない風だった。

「自分に関することって、なかなか冷静に判断できなくなるものなんでしょうね。ぼくもそうですし」

　俺がそう言って肩をすくめると、皆は穏やかな笑いに包まれた。

　それから軽く言葉を交わし、丁重にマンションを辞したのだった。





　　　






「柑奈、ありがとう。助かったよ」

　マンションの中庭を歩きながら、俺は礼を伝えた。

「いいって。私にとっても他ひ人と事ごとじゃないからね。行こう、明日菜を迎えに」

「ここからは、俺に任せてもらえないか？　柑奈はさすがに一日サボるってのもまずいから、授業に戻ってくれていいよ」

「どうして？　私は構わないよ」

「考えてることがあって、それを準備したいんだ。用意に少し時間を掛ける。だから、学校で待っていてくれないか」

　そんな俺の言葉に何かを察してか、柑奈はゆっくりとうなずく。

「……わかった、隼兵くんがそこまで言うのなら」

「放課後、また部活しよう。コソコソ隠れてじゃない。堂々と、地球連合部としてだ」

　強い調子でそう伝え、エントランスゲートを出たところで俺たちは別れたのだった。





　　　






　明日菜の旧宅は、意外にも素朴な、周りの住宅街に溶け込んでいる和風の邸宅だった。豪邸のような建物を想像していたのだが、それほど目を引くようなものでもない。たしかに敷地はやや広めだが、塀に囲まれていて地味な印象だ。

　門をくぐる前に、念のため俺はインターフォンを押してみた。明日菜が応答するとは思えなかったが、人の家に進入するのだから手順というものがある。

　案の定、二度ほど時間を空けてインターフォンを押しても何の反応もなかった。考えてみれば、人が住んでいるわけではないのだから、電気が通っていないのかもしれない。それならインターフォンも無意味なシロモノだ。実際、チャイムが鳴った形跡はない。

　俺は門の鍵を開けて、敷地内に入った。ひっそりしていて、庭はがらんとしている印象だ。おそらく実際に住んでいたころは、和風の邸宅に合うように松くらいは植えていたりしたのではないか。だが今は、雑草が生い茂るのを防ぐためだろう、砂じや利りが敷かれただけの寂しい庭となっていた。建物も、外から見たときと同様に、やや古い印象だ。

　邸宅の玄関にもインターフォンが設置されていたので、そちらでも同様に手順を踏んで反応をうかがった。だが応答はなかったので、俺は鍵を開けて邸宅内へと足を踏み入れる。

　玄関には、明日菜の靴が乱暴に脱ぎ捨てられていた。やはり明日菜はここに来ていたのだ。

　俺の家より若干広いくらいなので、大邸宅というわけでもない。部屋数は限られているだろう。

　ふと奥座敷から、かすかに、明日菜がつぶやくような声が聞こえてくる。

「私なんてよぉ……」

　明日菜が本当にメソメソ泣いているとは思わず、俺は愕然としてしまった。

　声がした部屋のほうへと俺は廊下を歩いていく。

「隼兵にメチャメチャ嫌われちまって……。こんな性格だからなぁ……」

　独白するような、涙交じりの明日菜の言葉だ。

　部屋の前、俺はそっと襖ふすまを開けた。すると明日菜が畳敷きの部屋の隅にうずくまるようにして泣いていた。

　足を踏み入れた俺が声を掛ける。

「明日菜」

「……あ？」

　顔を上げた明日菜は息をのみ、目を見開く。

「……し、隼兵……？」

「ちっとも嫌ってないよ。むしろ謝りたい気持ちだ」

「…………」

　意外なものを見るような目で、明日菜はあんぐりと口を開けた。

「戦いはこれからだろ、兄弟？」

　言いながら、俺は明日菜に力強く片手を差し出した。

　幾度も瞬まばたきしながら俺の手と顔を交互に見やっていた明日菜は、震える手を伸ばし、信じられないといった面持ちで、そっと俺の手を摑んできた。

「行こう。まずは学校に、部の存続を要求しなくちゃならない。俺たち地球連合部の、次の攻撃目標は学校だ」

　手を握り合い、俺は優しくそう言葉を掛けた。





　　　






　俺は拡声器を手に、校庭の中央に立った。拡声器は、明日菜の旧宅に向かう前にホームセンターに立ち寄り、二○○○円で購入したものだ。軽くて玩具おもちやっぽさもあるものだったが、戦場での用途を満たせるならば十分だ。

　午後二時三○分。授業の真っ直中である。だが、そんなものは関係ない。地球連合部とは、そういう部活動なのだ。世界中の政府をぶち壊そうとするのだから、授業くらいコテンパンにぶち壊して何が悪い？

「何をするつもりだ……？」

　明日菜が唖あ然ぜんとして訊いてきた。

　俺は断固とした口調で応じる。

「だから戦いだよ。部を潰させやしない。地球連合部員には、地球連合部員の戦い方がある。つまり、何でもアリってことだ」

「……隼兵……」

　明日菜は戸惑った様子を見せ、一言俺の名前をつぶやいた。

　今日は快晴。絶好の街宣日和びよりだ。

　ふう、と大きく深呼吸をして、俺は静かに拡声器を持ち上げる。

「学校の教師、および生徒に告ぐ！　地球連合部所属、霧島隼兵だ！　嫌でも俺の話を聞いてもらうぞ！」

　学校に怒りをぶつけるように、校庭の中央、俺は音量ＭＡＸで絶叫した。自分の声に耳がつんざくのではないかと思えたが、そのうち慣れてくるだろう。

　そこで一呼吸置き、俺は学校の様子を眺めた。すぐに各教室の窓が押し開かれ、生徒や教師たちが、何事かと身を乗り出すようにして校庭を眺めやってきた。たちまち学校の窓という窓は生徒たちで埋めつくされ、押し合いへし合いしながらすべての生徒がこちらを一心に見やってくる。よし、舞台の準備は万端だ。

「もう一度繰り返す。よーく聞け、この野郎ども！　俺は地球連合部員、霧島隼兵だ！　地球連合部のことはおまえらも知ってるよな!?　俺は今から地球連合部におまえらを勧誘する！　一人でも多くの人間が、今すぐ地球連合部に入るべきだ！　入らないヤツはクズだと言わせてもらおう！」

　堂々と、俺は再び名乗りを上げた。

「地球連合部は今、廃部の危機にある。なぜなら学校が、地球連合部を廃部にしようと企たくらんでいるからだ。週刊誌の記事に地球連合部の名前が掲載され、非難されていたことはすでに知ってるヤツも多いだろう。そのせいで、学校がビビりやがったんだ。週刊誌ごときが怖くて震えてんのか、情けない教師どもが！」

　教師を煽あおるようなことまで口にする以上、俺も覚悟を決めていた。

「地球連合部員には、退学を求められさえした！　だが、それがどうした！　退学上等！　悪人どもが束になって掛かってこようとも、俺たちの大義には傷ひとつ付けられないことを知るがいい！」

　居並ぶ生徒たちも教師たちも、愕然としているようだった。何が起こっているのかわからない様子でもある。

「おまえら、二○年後、三○年後の将来をまともに考えたことがあるか？　ぶっちゃけ俺は考えたことなかったよ。おまえらだってそうだろ？　だがな、俺は地球連合部に入ったことで、生まれて初めて、ようやくまともに未来のことを少しは考えるようになったんだ。それまでは無関心そのものだった」

　俺以外、辺りはシーンと静まりかえっている。近所迷惑甚はなはだしいが、こっちは地球連合部なのだから構わない。

「断言してやる、おまえらの未来は悲惨なものだ。おまえらのほとんどは何も考えず大学に行き、普通に就職し、周りと同じように詰まらない生活を送るだけの人生だろう。くだらない常識に振り回され、ステレオタイプで、工場で大量生産されたような無味乾燥な暮らしだ。そんな振り回されるだけの人生が楽しいはずもない！　ざまぁねえな！　隣でおまえらの哀れな人生を見て、嘲あざ笑わらっていてやるよ！」

　威い嚇かくするように俺は続けてゆく。

「奴隷として生きたいなら勝手にしろ。だがな、俺は意志ある人間だ、社会の材料みたいに生きるのは断固拒否する。死んだほうがマシだ。おまえらはこれから、そんな味気ない場所で生きていくほどマゾなのか？」

　チラと俺は、一瞬だけ明日菜に視線を走らせた。明日菜は毒気を抜かれたように、ただただ唖然として俺を見やっていた。

　明日菜に謝罪の言葉を口にするのなら誰でもできる。ただ謝るだけでは、俺の気が済まなかった。これが俺流の、明日菜への懺ざん悔げの仕方であり、これから先も自分の意志を曲げないための宣言だった。

「だがな、そんな社会自体を変えてやろうとするのが地球連合部の部活動だ。少しでも、じゃない。少しでも社会を変えたいとか、そんなマスコミが好みそうなお為ためごかしはもうたくさんだ。何もかもをぶち壊し、ひっくり返し、根底から創り変えてやるんだよ。破壊し尽くしてやるんだ！　俺たちの目標はただひとつ、地球を統一し、人類に唯一の政府を打ち立ててやることだ！」

　そう俺は叫んだ。言葉だけでこの社会を殴りつけるような勢いでだ。

「そのために地球連合部は、採り得る手段をすべて採る。デモとか、平和の叫びとか、環境保全とか、社会貢献とか、愛とか夢とか希望とか、そんないかにもな正論で、お為ごかしで満ちあふれているのが世の中だ。俺はな、綺き麗れい事ごとはもうたくさんなんだよ！　うんざりだ！　綺麗事じゃ世界は何も変わらないんだっていい加減に気づけ！　綺麗事に振り回されるバカは、頭の良いヤツに利用されるだけの末端の雑ざ魚こだって知れ！　綺麗事は単なる妄想に過ぎないんだよ！」

　世論もマスコミも綺麗事が大好きだ。そんなバカげた人々が多いからこそ、地球連合部にも世界を覆せるチャンスがあるということだろう。

「尤もつともらしい気休めを言ってりゃ誰だって楽なんだよ。誰にも非難されず、のうのうと金かね儲もうけができるんだよ。世の中は、そんなまやかしを騙る詐さ欺ぎ師しどもで溢あふれかえってやがる。だが指摘しておいてやろう。おまえらの持ってる目標は、どこかの詐欺師に無理やり押し売りされた偽の切符だ！　将来の理想や夢なんざ今すぐ下水に投げ捨てろ！　地球連合部は、おまえら全員分の夢や理想を遙はるかに上回るものを、現実的に掻かっ攫さらってやろうとする部活動だ！　こんな部活動が本当にあるんなら、入部しないなんてバカそのものだろ！」

　俺の言葉は、生徒たちをバカ呼ばわりしているのも同然だった。

「人類の理想は俺たちの手のなかにある！　俺たち自身の手で、この社会の間違いのすべてにメスを入れてやる！　大義は俺たちそのものだ！　俺たちの前に立ちはだかる敵は、すべて犯罪者だと断定してやろう！　故ゆえに学校が、これ以上、地球連合部を廃部にしようと試みるなら俺たちは戦う！　凶悪犯罪集団は俺たちの手で裁かないとな！」

　そこで一呼吸置き、声のトーンをやや下げて俺は言う。

「それが俺たち地球連合部だ。笑いたければ笑うがいい。たしかに奇抜な名前であることは認めよう。極端に見える目標を掲げているのも事実だ。だがそのおかげで週刊誌にも取り上げられ、俺がこうして政治的表明と勧誘活動をする場を与えられたということだ。俺たちのことを広めてくれたマスコミには感謝している。そして学校が、俺たちを廃部にしようとする対応にも感謝している。なぜなら俺にとって、地球連合部がどれほど大切なものだったかを気づかせてくれたからだ」

　熱くなりすぎていて気づかなかったが、ふと隣に目を向ければ、なんと柑奈や燈とう華かや雲雀ひばりまで校庭にやってきて、明日菜の隣に並んでいた。

　そして明日菜はといえば、すっかり泣いてしまっているようだった。誰だれ憚はばかることなく両手で顔を覆い、小さく声を上げて嗚お咽えつしている。俺の演説は、目の前に居並ぶ生徒たちよりも、明日菜の心に届いてくれたのだろうか。

「俺たち地球連合部がこの腐った社会のすべてを変革できないのなら、そのとき俺は死を選ぶ。極端だと思うか？　行き過ぎだと思うか？　いいや違う！　本当に充実した人生とは、そういうものだ！」

　心の底からの言葉だった。明日菜を間近で見てきて、そういう思い切った生き方ができる人間が羨ましいと思ってきた。だが俺とて同じ人間だ。同じ生き方を、追求できないわけがない。

「そして学校が、俺たち地球連合部を廃部にしようとする試みとは断固として戦う。地球連合部は真ま面じ目めな部活だ。そんじょそこらの部活なんぞ及びもつかないくらいに、真に愚直な部活動なんだ。それでも無理やり廃部に持ち込もうとしても、俺たちの魂たましいが失われると思ったら間違いだ。地球連合部はいかなる弾圧に遭おうとも、幾たびも蘇よみがえることになるだろう」

　俺は生徒たちを睨みつけ、脅しつけるように言い放つ。

「そして全校生徒に告ぐ。今すぐ地球連合部に入部しろ。これはもう命令だ。日本や世界の内奥に直接アクセスしていく部活動だ。本気なんだ。この俺が、新しく部員に加わった者には素晴らしい人生を約束する。世界広しと言えども、俺たちのような部活動は他にない。たった一人でも二人でもいい、この世界にアクセスし、このシステムを丸ごと変えてやろうとする痛快な物語を、俺たちと一緒に始めよう」

　切々と、そして熱を込めて、想いの丈を俺は口にしていく。

「地球を変える活動は、自分の人生を大きく変えることにもなるはずだ。俺がすでに身を以もつてそれを体験した。地球連合部に入って経験したことが、すっかり俺の未来を変えてしまった。俺の人生は、詰まらなかった過去のものから、痛快なものに変わっていくのだという予感がある。一人でも多くの学友に、俺と同じ体験をしてもらえると嬉うれしい限りだ。一緒に地球統一事業に乗り出してやろうじゃないか」

　言いたいことをすべてぶちまけ、俺は満足して全校生徒たちを真しん摯しに見やる。

「以上、学校に対する廃部への全力抗議と、地球連合部への勧誘活動は終了だ。俺をネタにして笑いたければ好きにしろ。一○○万人でも、一○○○万人でも、俺を好きに笑うがいい。地球連合部は、そんなもののすべてを踏み越えて行くのだと、ここに強く宣言しておく」

　俺が一方的な演説を終えた瞬間……予想もしていないことが起こった。学校の窓という窓から、大きな拍手が鳴り響いたのだ。一人一人の意志を感じる力強い拍手だった。見渡す限りすべての生徒たちが、俺の言葉に応えるように、あらん限りの力を込めて手を叩いてくれていた。

　ふと柑奈が、俺に手を伸ばしてくる。

「貸して」

　拡声器を寄越せ、ということらしい。

「いいのか？」

「うん。ちょっと学校に、物申したいことがあるから」

　俺は柑奈に拡声器を預け渡した。柑奈なら、全校生徒の前で話すことにも慣れている。拡声器を持っての演説にも、臆することはないだろう。

　拍手が鳴り止むのをジッと待った柑奈は、ゆっくりと拡声器を口元にあて、自然な様子で語り出す。

「生徒会長、天あま宮みや柑奈です。地球連合部の部活動設立届の受理をしたのは私です。そして私自身、色々あって地球連合部に入部しました。隼兵くんがいま宣言したように、地球連合部はとても真面目な部活動です。学校は、私たちの部活動を大いに誤解しています。何度私が説明しても、マスメディアの情報のほうを鵜う呑のみにしていました。ですけど地球連合部は、政治や社会と真剣に向き合う部活動です」

　ややもすれば、柑奈の人生は俺以上に一変しているのではないか。生徒会長になったことで大学推すい薦せんのチケットをいち早く確保したと内心喜んでいたはずの柑奈だったのに、今ではすっかり地球連合部の活動に入れ込んでしまっている。

「まずは学校側に誤解を解いてほしいです。高校の部活にも、社会活動をする部活動が一つくらいあってもいいはずです。その上で、改めて学校が、高校生に社会活動は許可しないという考えでしたら、そのときはマスメディアに騒がれたからとか、ＰＴＡや他の誰かが騒いでいるという理由ではなくて、まっとうな理由で再度廃部を申し渡してもらいたいと思います」

　そして柑奈は、力を込めて続けてゆく。

「ただし、地球連合部の廃部を強行するのなら、抗議の一環として私は生徒会長を辞任します。生徒会長の辞任なんて前例がありませんが、やらないといったらやりません。どうぞ再度選挙をなさるなりしてください。それまでは責任を持って残務をこなすようにします。私からは以上です」

　そんな柑奈の生徒会長辞任発言に、なぜか再び生徒たちから拍手が響いた。柑奈の覚悟の言葉が届いたのだろうか。

「せっかくだから私からも、だよね！」

　突然、雲雀が名乗りを上げたので俺は驚いた。このような場にあって雲雀は臆するタイプではないが、かといって積極的に学校を敵に回したりするような子でもない。

　俺がたしなめようと試みる。

「雲雀は止めとけよ。目立つのは俺と、生徒会長の柑奈だけにしておいたほうがいい」

「ぜんぜんオッケーだよ。むしろ目立たなきゃ損じゃん？　せっかくのお祭りみたいなものなんだし」

　雲雀が自らの強い意志で行いたいことならば、俺も強くは言えないところだ。

　拡声器を受け取ると、雲雀は満面の笑みで校舎を眺めやった。そして拡声器を持ち上げ、意気揚々と口にしていく。

「みんな乙！　一年の霧島雲雀だよ！　地球統一を企む部活動だって聞いて、私なんか大喜びで地球連合部に入部したもんね！」

　学校中を見回して雲雀は続けてゆく。

「全員、地球連合部に加わりたくなったでしょ？　でもね、大量に人が押し寄せたら受け入れも大変だよね。だから地球連合部の定員は、私の勝手な判断で限定一○○名とするよ！　たったの一○○名！　な、なんだってー!?　今すぐ地球連合部に急げだよね！」

　限定一○○名とは、ちっとも限定になっていないような気がした。仮に部員が一○○人に達すれば、全校生徒の一○％以上が地球連合部員ということになるだろう。

「私は昔から、普通の人と違う人生を歩みたいと思ってたんだよね。冒険野郎とか、ハンターとかに真面目に憧あこがれてた。そのせいか、変な考えの子だってよく言われてきたけど、私からみれば普通の人生を歩もうとする人のほうが変だって思えていたよ。だって、人生なんてたった一度じゃん！」

　そうか、今ようやく気づいた。俺が地球連合部に入って考えを改める前から、雲雀は、人生は一度だけだということに本当の意味で気づいていたのだ。そんなの当たり前だと思うかもしれないが、心の底からそのことを認識すれば、ステレオタイプな人生を受け入れようとは考えないはずだ。その一度だけの貴重な時間に見合う舞台を、雲雀はずっと探し続けていたに違いない。だからこそ雲雀は、他人が聞いたら首をかしげるような職業や体験をしてきたパートナーを求めていたのだろう。

「そんな私が地球連合部に出会えたのは、とんでもなくラッキーなことだった。びっくりした。だって私の思い描いていた理想像なんかより、遙かにすごい目標を持ってたんだもん。でも、目標だけじゃ終わらせないよ。こんな最高の部活動なんか他にない。みんなも私たちと一緒に、地球統一に向けて旅立とうよ。怖がることなんて何もないよ」

　切々と雲雀は語りかけ、語調を強めて続ける。

「この人生は最高のもの──それを私自身が確信していれば十分なんだよ。だから私は頑張るよ。みんなも、地球連合部に入部することを真面目に考えてみてね。よろしく乙だよ！」

　またもや、校舎からは大きな拍手。俺たちが無理やり始めたスピーチに、全校生徒が聴き入ってくれているようだった。

　燈華が口にする。

「この流れなら、私からも一言いうべきでしょうね」

「無理に加わらなくてもいいぞ」

　俺はそうたしなめたが、燈華は手を差し出してくる。

「いえ、やりたいんです。せめて一言だけでも。だから拡声器をお願いします」

　拡声器を受け取った燈華は、落ち着いた声を響かせる。

「こんにちは。三年の水みず樹き燈華です。私は学校を休みがちでしたから部活動に加わらないできました。三年なのに今さら部活動に入るのは珍しいと思うかもしれませんが、そうではないんです。私は地球連合部に就職しました。お給料とか、そういうのはまだ決まっていませんが、そんな小さなことは二の次なんです。それ以上に、私みたいに学校で孤立がちだった人間が、こんなチームに出会えたことが喜びです」

　考えてみれば、こんなあやふやな状態の部活に、就職を決めてくれたというのはすごいことではないだろうか。部活に就職という発想にも耳を疑うが、たしかに俺たちの活動方針を考えれば、部としていずれ人並み以上の給料を払ってあげられるようになるだろう。

「みなさんも私たちのチームに加わりませんか？　地球連合部は、新入社員を大歓迎します。私も精一杯頑張りますので、よろしくお願いします！」

　明るく話を締めくくった燈華は、満足げな表情で拡声器を返してきた。

　ふと明日菜が俺の隣に進み出てくる。

「……私にもやらせてくれよ」

　まさか明日菜まで名乗り出てくるとは思わなかった。そう言う明日菜の顔は涙で一杯になっていた。

「そんな状態で大丈夫なのか？」

　やれやれといった風に俺は言った。

「くたばれ隼兵。私がどんな状態だっつーんだよ。言ってみろコラ」

　いつものごとき明日菜の悪態だ。しかし涙のせいで目が真っ赤になっていると、悪態もまったく説得力がなかった。

　明日菜は拡声器を俺から奪い取ると、胸を張って声を張り上げてゆく。

「ようテメーら、私が地球連合部部長、一條明日菜だ。テメーらが信じようが信じまいがどっちでもいいが、私は真剣に、地球統一政府の樹立を目指してこの部活を起ち上げた。あらゆる政治体制や経済システムは限界に達しつつあり、もはや地球は悲鳴をあげている。ならば私たちの手で、この世界を変えていくべきだ。だってそうだろ？　この社会は私たちのものだからだ」

　明日菜の声には力が戻っていた。涙を振り払い、明日菜はひたむきに語る。

「私たちはこのシステムの網の目からどこへも逃れることはできない。世界のどこへ逃亡しようとも、私たちはシステムの網の目のなかにいる。本当に逃れたいなら死ぬしかないんだ。だから望む社会で生きるなら、このシステムを丸ごと引っぺがし、私たちが新しい世界を創造しなくちゃならない。その使命を担うのが地球連合部なんだ。恐れず、臆せず、私たちが新しい世界を築き上げよう」

　実に明日菜らしい、極端だが純粋な決意の宣言だった。

「その賛同者を増やすのが、私たちの部活動の手始めだ。一人でも二人でも密かに私たちを支援してくれる者がいるのなら、それは大きな力になる。これは革命のなかの革命だから、バカにされて当然。嘲ちよう笑しようされて当然。既得権に浸り続けていたい者たちから見れば、地球連合部など排除すべき対象だろう。それでも私たちは戦うつもりだ。このシステムの行き詰まりをいつか誰かが変えなくちゃならないのなら、それが私たちであって何が悪い？」

　喧嘩腰で言い放ってから、明日菜はややトーンを落として続ける。

「……それが、私の掲げた大義だった。部活に加わったメンバーが増え、その大義に対する想いと責任はますます強くなるばかりだ。だが、そんな大義よりも、もっと単純に、私個人として地球連合部をやってよかったと心から思えている。人として私はバランスを欠いているらしく、新しい友達がまったくできないままだった。だが勇気を出してこの部活を起ち上げたことで得た出会いは、私に生涯の友情を約束してくれた。おかげで、未だかつて経験したことがないほど濃密な時間を過ごさせてもらっている。そのことだけでも、私には地球連合部を起ち上げた価値があったというものだ」

　遙か大きな天下国家のことよりも、自分自身の小さな成長や内奥の気持ちが垣かい間ま見みえる演説に心揺さぶられるのはなぜだろう。

「地球連合部は私を変えてくれたし、新しい刺激までもたらしてくれた。だから世界を変える戦いに参加することは、自分の人生を充実したものにしようとする行動の第一歩でもあると思う。たとえその途上で、バカにされたっていいじゃねーか。たとえその途上で、死んだっていいじゃねーか。ゾンビみたいになって生き続けるより、私たちがこれから経験していく人生のほうが、一○○京けい倍も素晴らしいと断言できる。なぜなら私が、もうすでにその価値を身を以て実感したからだ。私にできた経験が、テメーらにもできないはずがない」

　語っているうちに気持ちが動いたのだろうか、再び明日菜の目から一筋の涙が伝った。だがすかさず明日菜は涙を拭いて、それを振り払うように声を大にする。












「地球連合部への入部は諸もろ手てを挙げて歓迎するが、入部までしなくとも、共に戦う気持ちを持っていてくれさえすればいい。地球のどこにいようとも、私たちが理想を目指す想いは常に一つだ。私たちの手で、この腐った世界に引導を渡してやる。一緒に地球統一事業に乗り出そうぜ」

　その瞬間、学校のすべての窓から、壮大な拍手が鳴り響いたのだった。

　生徒たちを見回した明日菜は、満足した様子で拡声器を俺に返してきた。

「良かったぞ。つい俺も感動しちまったよ」

　拡声器を受け取りながら、俺はそう言葉を掛けた。

「当然だろうが。出べそ野郎の隼兵なんかに、私が負けるわけねーだろ」

　こんなときでも悪態がすっかり挨拶みたいになっている明日菜の言葉に、俺は思わず笑ってしまった。ちなみに俺は出べそではないし、明日菜に腹を見られたこともない。

　それから俺たち五人は声を掛け合って学校の玄関をくぐった。部活廃部の危機の最中にあって、こうして逆ギレするような勢いで堂々と語ったことで、かえって気分爽快な想いに駆られていた。俺だけでなく、拡声器を持って語った柑奈も燈華も雲雀も、そして明日菜も、充実した表情をしていた。

　俺たちが学校の玄関口で靴を脱いでいると、職員室から一人の教師が出てきた。体育教師であり、普段は厳しい生活指導役だった。

　相当に叱られると思って身構えていたが、その体育教師が俺たちに掛けてきた言葉はまったく違うものだった。

「あんまり無茶するなよ。だが、なんでか知らんけど感動したぞ。五人とも、良い演説だった」

　そんな体育教師の言葉に驚き、俺は声を上ずらせる。

「生活指導の先生がそんなこと言っていいんですか？」

「いいから、早く個別の教室に戻れ。ほら、早くしろ」

　体育教師は手振りを交え、俺たちを急せかしてきた。

　俺たちの行動は、授業をサボり、あまつさえすべての授業を中断させたというとんでもないものだった。授業はメチャクチャだろう。にもかかわらず、そんな無法な行動を、注意してくる教師が誰一人いなかったのには素直に驚いた。

　皆と別れ、俺は自分の教室に戻って扉を開けた。すると、全員の視線が一斉に俺に集中していた。当たり前だ。ただし嘲笑するような視線ではなく、どこか敬意が籠こもっているような視線だったのには意表を衝かれた。教壇に立っていた数学教師までもが、クラスメートたちと同様の、どこか畏敬したような視線を向けてきていたのだ。

　俺の意識がちょっと変わるだけで、周りも一変してしまうものらしい。

　俺はペコリと一礼して教室に入り、何事もなかったように自分の机に腰かけた。すると数学教師はゴホンと咳せき払ばらいしただけで、これまた何もなかったかのように授業を再開したのだった。





　　　






　無法極まる勝手な演説を繰り広げた日の放課後。

　部室を取り上げられていた俺と明日菜と燈華と雲雀の四人は、仕方なく屋上に集まっていた。柑奈だけは生徒会の活動があるようで、職員室に出向いていた。あとから屋上で合流する予定だ。学校が強硬な手段に出てこようと、地球連合部を継続する方針は微み塵じんも揺らがなかった。

　しばらく話し込んでいたところ、柑奈が息を切らせて屋上にやってきた。よほど急いできたようだ。

　屋上のコンクリートに腰かけていた俺たちを見下ろすところまでやってきた柑奈は、ゼエゼエと息を切らせながら報告してくる。

「聞いて！　地球連合部のことで職員会議が開かれて、しばらく様子を見るってことに決まったんだって！　部室も、今まで通り視聴覚室を使っていいことになった！」

「つまり、部の廃止はなかったことになる、ということか？」

　俺が確認すると、柑奈がうなずく。

「うん。別に生徒たちが政治や社会を考えてもいいんじゃないかってスタンスになったみたいなの」

「すごい成果ですね……。みんなで頑張った甲か斐いがありました」

　燈華の表情がパッと輝いた。

　雲雀が感想をもらす。

「お兄ちゃんの演説、正直びっくりした。私が言いたいことを、ほとんどすべて代弁してくれたみたいな感じ。学校が廃部を見送った以上、入部希望者が殺到するんじゃないかな？」

「俺だけじゃない。みんなの演説の成果だろ」

　そう俺が謙遜すると、すかさず柑奈が口をはさんでくる。

「そういうのが、隼兵くんが言ってた綺麗事なんじゃないの。私たちの間で綺麗事は止めようよ。どう考えたって、隼兵くんの演説があったからこそ、私たちも続けたわけだしね」

「隼兵ごときが生意気な演説をしやがったよな。微粒子レベルで褒めてやってもいい。あくまで微粒子レベルだけどな」

　微粒子という部分を明日菜は二度も強調した。

「何にしても、良かった良かった。地球連合部がなくならなくてホッとしたよ。とにかくみんな乙！」

　雲雀が楽しげに声を響かせた。

　それから俺たちは屋上で戦果を語りながら駄弁り合い、明日から視聴覚室で本格的に活動を再開することを約束しあった。今日はあらゆるイベントがあって気疲れもしていたので、活動はそこそこに帰宅することにして、それぞれ屋上をあとにした。

　燈華は母親を病院に連れていくということで真っ先に帰っていき、柑奈は生徒会の残務のために職員室に戻った。雲雀は、早めに部活が終わったため、久しぶりにサブカル同好会に顔を出してみるということで、そちらの部室に向かった。

　期せずして二人になってしまった俺と明日菜だった。ヘルメットをだらしなく被り、愛車のカブを引きずる明日菜と並んで歩きながら俺が訊く。

「ラーメンでも食べてくか？」

「いいぞ、案内させてやる。今日は新しい店にしろや」

　明日菜が高飛車に言い放った。

「今までは明日菜に気を使ってあっさり目のところに行ってたけど、新しいところだと、こってり系のところしか残ってないぞ」

「隼兵とたまにラーメンを食べるようになったせいで太りつつある。かなり危険な兆候だ」

「平均体重以下ならいいんじゃないのか」

「相も変わらず、こんこんちき野郎だな隼兵は。私のような学園のアイドル様ともなれば、越えてはならない限界突破のラインというものがある。隼兵、テメーはしっかり責任を取りやがれ」

「しょうがねーな。ちゃんと責任は取ってやるよ」

　なぜ明日菜の体重について俺が責任を取るのか理解不能だが、明日菜が取れというのなら、喜んでそうしてやろうという気持ちだった。

「決まりだな。ようし！　テメーはやはり私の嫁だ。私のハーレムの一員に加わってもらうぞ」

「なんで俺が嫁なんだよ。逆だろ。明日菜が俺の嫁だ。ただし、今より太らなかったらな。それから、もっとしおらしい性格になったらだ」

「隼兵風ふ情ぜいがぬけぬけと、やけに要求しやがるじゃねーか。私の嫁になる権利を勝ち取った事実だけでも奇跡的なことなんだぞ。私に毎日感謝するんだな」

「俺から見れば、明日菜みたいな存在がすでに奇跡だよ。もういいよ、わかった、こってり系でいいんだな。その代わり、他のメシを軽めにして調整しろよ。限界突破寸前なんだからな」

　突然、何を思ったのか明日菜が足を止めた。俺も立ち止まり、明日菜を振り返る。

　なぜか明日菜は大きく視線を逸らし、顔を赤らめて口にする。

「そんでさぁ、あのよぉ……」

「何だよ？」

「えっと、だな……」

「だからハッキリ言えって」

　俺が先を促すと、キッと明日菜は俺を睨みつけてくる。

「うるせー、カスが。テメーは黙ってろ」

「はいよ」

　ぞんざいに俺は応じた。

　再び視線をあらぬ方向へ向けてしまった明日菜は、もじもじとしながら言う。

「その……なんだ……色々サンキューな……。地球連合部が続けられるのは隼兵のおかげだ。かなり本気で、テメーは私の嫁にしてやってもいいんだぞ……」

「はいよ」

　俺は淡々と、同じ返事を繰り返した。

「おう、そうか……」

　そっぽを向いたままの明日菜も、気のない風に言った。だが見かけによらず明日菜は緊張しているのか、顔は紅潮しているようだった。

　俺は軽い口調でうなずく。

「そうだな」

「ならば、しょうがねーな……」

　うんざりしたように明日菜が言い、俺も同様のトーンで応じる。

「そうなんだろうな」

「こんな最悪なことがありえんのかよ……」

　そう吐き捨てて、カブをひきずり歩きだした明日菜は、俺を見やりもせずに追い越した。

　俺も後に続いて歩きだす。

「人生いろんなことがあるだろう」

　明日菜は舌打ちする。

「チッ、面倒なヤツを嫁にしちまったようだ。私の人生最大の失敗だろうよ。ったくよぉ、これから毎日が鬱うつでどうしようもないぜ。私の嫁はなんつうゲス野郎でゆとり野郎なんだ……」

　やや前を歩いている明日菜の表情を見ることはできなかった。

　俺は後ろから声を掛ける。

「責任取れよ。でないと家事はボイコットするぞ」

「死にてー。こんな人生もう終わらせてぇ。嫁の顔を見るだけでメチャメチャ鬱陶しいし、絶望感で打ちひしがれるってもんだぜ……」

　明日菜は残念無念といった風に天を仰ぎ、これ見よがしにガックリとうなだれた。

　それから俺と明日菜は、互いが互いを嫁にしたことで、人生がいかに悲惨で深痛なものになってしまったかを半ば罵ののしり合いながら、二人で学校をあとにしたのだった。









あとがき






　こんにちは、至し道どう流りゆう星せいです。

　自分で執筆しておいて何ですが、マスメディアや世論に立ち向かう明あ日す菜なたちには、ただただ感心するばかりです。なぜなら、彼女らの生き方は自分とは正反対のものであるからです。生き方、価値観、行動指針、思想信条──多くのものが違っています。それゆえにぼくとしては、彼女らのように社会に立ち向かう人物に対して、感心すると共に、胸騒ぎも覚えざるを得ないのです。選び取ったその人生は、きっと不幸なものになってしまうのではないかなと。




　ぼくはなるべくマスメディアや世論には近づかないようにして生きてきました。若いころはあまり深いことを考えず、誤ってメディアと関わりを持ったこともありました。その後とても内省し、露出することもなく、メディア情報・ネット情報との接点を可能な限り断ちました。そのおかげで目先の一喜一憂とは無縁となり、とても満ち足りた生活を送ることができています。

　昔の友人知人がテレビや雑誌などに露出しているのを、よくやるなぁと思いつつ眺めておりますが、いつも彼らは何かで憤ふん慨がいしていたり、誰だれかを叩いたり、世間様からあーだこーだと噂うわさされていたり……それがぼくには幸せだと、どうしても思えないんですね。名前を売ることが食くい扶ぶ持ちに繋がる側面は確実にありますが、それでもぼくは平穏な生活のほうを優先させて頂きます。

　ただ、きっと明日菜たちは、現実的に世界を変えていくための手段として、自らを武器として公と真っ正面から対たい峙じすることを選択し、激しい戦いの舞台に飛び込む決断をしたわけです。

　その決断は彼女たちに幸福をもたらしてくれるでしょうか。たぶん、そうではないでしょう。その献身は報われるのでしょうか。たぶん、報われることはないでしょう。




　それでもきっと、ぼくらの社会は、今こそ明日菜たちのような人柱を必要としているのではないかとも思うのです。なぜならこの世界は、そろそろ革命を必要としているからです。

　世界は修正されるべき瞬間が近づいてきています。タックスヘイブンにおける情報漏ろう洩えいとして昨今話題のパナマ文章なぞ、ほんのごく一端が気まぐれで顔をのぞかせたにすぎません。資本主義システムが行き詰まりをみせ、グローバルに往き来する資本家層と庶民との乖かい離りが未だかつてないほど広がり続けている昨今であるからこそ、フランスにおけるフランス革命のような、日本における明治維新のような、ロシアにおける十月革命のような、巨大な社会革易のインパクトを持つ、世界規模の大変革が絶対不可欠なのです。




　そのとき、大変革を、有象無象の市民たちやマスメディアが先導するとすれば、必ずや好ましくない結果をもたらします。その最も至近の実例は、情報機関やプロパガンダに扇せん動どうされた市民たちが政権を次々と打倒した中東革命になるでしょう。中東革命が起こったとき、ご多分にもれずマスメディア各社は、既き存ぞんの政権を声高に批判し、市民たちを賞賛してやみませんでした。その結果、中東に恐ろしい憎悪が生み出されることになりました。率直に申し上げて、こうなることは当時から明らかでした。

　いち早く革命を落ち着けるには、特定の意図によって右往左往することのない、強靱な意志と自己犠牲精神に富んだ、明日菜たちのような先導者が必要不可欠であるとぼくは断言しておきます。来るべき大変革を前にして、人類を次の時代に導くそのような革命家が現れてくれるでしょうか。もしかしたら、それは貴方あなたかもしれません。




　あと一○年もすれば……という想いで、以前に一度、革命家たちの物語を記したことがありました。今でも、当時の想いや認識には、寸分の変わりもありません。

　ややもすれば、主に金融システムの守護者たちによる延命策と異次元への挑戦によって、この世界はもう少し長く保つかもしれません。しかしそれは先延ばし策に過ぎず、為政者たちの藻も掻がきとは裏腹に歪いびつさの修正は効かず、やがて訪れる変革の爆発力を強めるだけでありましょう。ドミノ倒しでやってきます。まずは中国、欧州、日本、そして本命のアメリカまで行き着くのには、ちょっぴり時間が掛かるかもしれません。

　でも、せっかくですから、それを快哉して待ちましょう。不謹慎だとは言わないでください。心構えの問題なのです。




　革命家たちの物語を、もう一度書こうと思います。自分の事業活動に関わる以外、世間との関わりをほとんど断っているぼくにとって、それだけが、たった一つの社会貢献であろうと信じています。

　今こそ革命の時──そんな深刻さを増す社会情勢を、読者の皆さまがたと浮き浮きしながら、お祭り気分で共有できたらと思います。幾ばくかの資産と気持ちの準備は怠りなく、そして晴れ晴れしながら朗らかに、壮快で壮大なエンターテイメントを提供してくれる人類世界に敬意を込めて、やがて来るその時をじっくり待とうと思います。楽しみでなりません。ただただ感謝感謝です。
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